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第一章　バイトの軍医とイケメン大佐









「うううう、先生、俺、俺、もう……」

「大丈夫よ。そんなに緊張しないでリラックスして。さ……」

「先生、優しく、優しくしてください！」

「もちろんよ。いい？　いくわ、よっ！」

「うっ、うわああ、痛い痛い痛い!!　先生、もっと優しくしてえええ!!」

　足をバタバタさせてもがいている兵士の腰に膝を乗せ、「うるさい」と言いながらノア・ヒューズはグッと体重をかけて抑え込んだ。

　ここは戦場の救護テントの中である。

　ノアは泣き喚く若い兵士の左肩に刺さった二本目の矢に手をかけながら言った。

「じっとしてっ！　肺に穴が開いちゃうわよ！　大体、なんで背中の鎧バックプレート付けなかったのよ。浅いから良かったようなものの、おかげで背中に三本も矢が刺さってるわ」

「うううう、重かったもんでつい……」

　ノアは苦労しながらすべての矢を背中から引き抜くと、傷口に掌をかざして意識を集中した。すると、かざした掌の先でピンポン玉くらいの丸い空間がぐにゃりと歪んだ。その奇妙なマーブル模様の珠が、時計と逆回りにゆっくり回転しながら兵士の傷の辺りに触れると、矢傷から溢れていた血がピタリと止まった。しかし、魔力レベルがＢランクのノアにはこれが限界だ。これがＳＳランクの魔法使いともなると傷口まで綺麗に塞いでしまうが、そのランクの魔法使いはそもそも軍医などやらない。

　薄汚れた天幕の中は、兵士たちの呻き声と血の匂いが篭っている。

　ただ幸いにも、この戦場は国境を跨ぐ小規模な小競り合い程度ですんでおり、比較的死傷者が少ない。今朝援軍が到着したというからそれもまもなく収束するだろう。

「誰か、縫合セットを」

　すかさず消毒済みの縫合セットが乗ったトレーを差し出してくれたのは看護師のジュリア・リシャールだ。

　混ざり毛のないプラチナ・ブロンドの髪に青い瞳の彼女は、全体的に色素が薄く繊細な顔立ちと相まってまさに白衣の天使。慈愛に満ちた微笑みで見つめられると、その美しい微笑につられて女性でもほうっと心が蕩けてしまう。

「ああ、ありがとう、ジュリア」

「ノア先生、これが済んだら少し休んでください。顔色が悪いです」

「ふふ、お互い様でしょ」

　そう言っている間にも、粗末な簡易寝台で寝ている兵士たちから彼女を呼ぶ声がする。

「ジュリア、水を……」

「ジュリア、もっと痛み止めを……」

「ああ、ジュリア、包帯を取り替えてくれないか……」

　まったく、どいつもこいつもである。

「みなさん、ジュリアジュリアって、あんまり彼女ばっかりこき使うなら、痛み止めの量減らしますよ！」

　矢傷の兵士を処置し終えたノアが立ち上がって言った。

「妬みだ」

「やっかみだ」

「自分がモテないからって……」

（なにおう！）

「ほお、医者を敵に回しましたね、ジョン、チャーリー、ピーター。この三人はガーゼが傷口よりちょっと小さい刑です！」

「せこい！」

「でも地味に嫌な刑だ！」

　誰かのツッコミに天幕の中でドッと笑い声が起こった。

「嫌なら皆さん、大人しく看護師の言うことをよく聞いて、早く良くなってください」

　ノアの言葉に、怪我人たちの口元が綻んだ。

　悲惨な救護テントの中では、和やかな雰囲気が何よりも良薬になる。

　でもそれも、今回のように重傷者の数が少ないからこそだ。

　ノアは普段、王都の王立大学病院で魔法薬の研究をしている研究者だ。だが、いかんせん薄給だ。研究費はいつもギリギリだし、研究素材は値動きが激しく総じて高価だ。医師の資格は持っているので、たまに病院の外来で働いたり軍医のバイトをしながら糊口を凌いでいる。特に軍医は危険手当が美味しい。魔法薬学専門なのに外科術ばかりが上手くなるのもどうなのかと思うが、背に腹は代えられない。

　寝台の間を歩き回り、地面に落ちている血に汚れたガーゼや包帯を集めながら、いつ王都に帰れるだろうかと思った。軍医はそれぞれの都市で集められた医療従事者を、馬車でまとめて戦場まで送りつけるので、毎回現場が変わるのだ。時々、季節労働者みたいだなと思う。

「まあ、先生、そんなことは私が……」

　ジュリアが飛んできてくれたが、自分より、白衣の天使が患者さんの間を巡った方が癒しになる。

「いいの、いいの、私がやるから、ほら、患者さん呼んでるわよ」

「先生にゴミ捨てなんかさせたら私が看護士長に叱られます」

「そう？　じゃあ、ひとつ持ってくれる？」

　ノアは遠慮なくジュリアにゴミ袋をひとつ持ってもらって二人で天幕を出た。

「でも先生、すごいですね。こんな入れ替えの激しい救護テントの患者さんの名前、全部覚えてるんですか？」

　さっきノアがくだらない刑に処した患者を名前で呼んだことを言っているらしい。

「え？　ああ、まぁ、物覚えはいい方かも。私みたいに魔力があってもＢランクの医者は、勉強するしかなかったから……」

「でも私は、魔力がないから看護師です」

　この世界では医者に魔力が必須だった。

「うーん、でも私、そのうち医者に魔力なんか必要なくなると思う」

「え？　そうでしょうか？　だって……」

「うん、そりゃ魔力は便利よ。道具がなくても止血したりちょっとした傷なら塞いだりできるから。でも、魔法にも限界はあるし、この先徐々に、それにとって変わる道具がどんどんできるわ。ほら、大昔は火を起こすのは大変だったけど、今ではマッチがあるでしょ？　そもそも、傷も病も大抵は自分の力で治すじゃない。治療なんかその手助けよ。魔法ってその程度のことだと思うわ」

「そう、でしょうか……？」

「うん。私が大学で研究してるのもそういうことだもん」

「そんなこと仰おっしゃる先生、初めてです」

「そう？」

「じゃあ、看護師だからってお役に立てないって思うことないんですね」

「え、そんなこと思ってたの!?　現場にあなたがいればホッとするわ。あなたは優秀で、気が利いて、一緒に仕事をしていてとても頼りになる人だと思ってるのに！」

　思わず大きな声を出してしまったノアに、ジュリアが驚いたように目を丸くした。

「あ、ごめん」

「ふふ、ありがとうございます、ノア先生」

　照れたようにジュリアが笑った。

　ジュリアは確か、二十七歳のノアより三つほど年下だと思ったが、そんなことを考えているなんて夢にも思わなかった。

「先生、私、今の言葉聞いて、やっと生まれ故郷のレイクに帰る決心つきました」

「え？」

「故郷の父が、経営している病院の規模を広げることにしたので、そこを手伝えと言われて……」

「へえ、お父様すごいのね。でも、寂しくなるなぁ」

　ジュリアは普段、大学病院で働く看護師でノアとも顔馴染みだ。こんなふうに戦場の救護テントでも会うが、外来でしょっちゅう顔を合わせていた。彼女はどこでも人気者だった。

「でも、軍医のお手伝いは私のライフワークなので、これからも続けます。だから、もしかしたらどこかの戦場でまた先生に会えるかもです」

「戦場で再会ってちょっと悲しいものがあるわね」

「ああ、確かに。それなら、近くまで来たらぜひ遊びに来てください。リシャール・クリニックっていいます」

「ありがとう、きっとそうするわ」

　焼却場とは名ばかりの、大きなブリキのバケツに二人でゴミを袋ごと放り込むと、魔法で小さな火花を出そうとして、ジュリアに止められた。

「先生、私、マッチ持ってきます！」

「ああ、そうよね、ありがとう。実はもう魔力がスカスカだったの」

　ジュリアが戻ってくるのを待ちながら、なんとなくブリキのバケツにかがみ込んだ。そして、意識の端っこでザクザクと砂利を踏む音がまっすぐ近づいてくるなと思っていたら、出し抜けに太い腕に首根っこをガシッと抱えられた。

「え……？」

「来るな!!　この女がどうなってもいいのか！　止まれ!!」

「貴様!!」

　この男を追ってきたらしい味方の兵士が足を止めた。

　怒鳴り声が錯綜して、背中越しに首を抱えられたまま口も利けないノアの目の前でメスが光った。

（マジですか──!?）

　遠巻きにしている味方の兵士が怒鳴った。

「やめろ!!　彼女を離せ!!　大人しく捕虜になればこれ以上咎められない！」

「うるせー！　逃げ切ってやる！　俺ぁもう戦争なんてまっぴらなんだよ!!」

　激しく同感だが、どうやら敵兵の魔法使いらしい。男が早口に詠唱を始めた。

（ん？　この詠唱は確か……ばばば爆破魔法!?）

　何もない目の前の空間に、唐突に高熱を孕んだ半透明の大きな球がぶんっと現れた。そして震えながらググッと縮んでゆく。これが拳大まで縮んだら、一気に膨れ上がって暴発する仕組みだ。

（ひえええ、まってまってまってまって、近くない!?）

　ノアがなけなしの魔力を振り絞ってなんとか熱球の球が縮むのを邪魔していると、鋭い何かがシュンと空気を切り裂きながら飛んできて、熱球までスパッと切り裂いて霧散させた。

　ホッとしたのも束の間、うしろに何かの気配を感じたのか、魔法使いが反射的にメスを持った手を背後に振り抜いた。

　その拍子にノアの顔にパパッと何かが降りかかり、その一滴が目に入って視界が赤く染まった。

（血だ──）

　と思うまもなく次の大きな衝撃。

「ぐあっ！」

　呻き声とともに魔法使いの体重がいきなりノアにのしかかる。支えきれずにズルズルと一緒に地面に倒れ込む寸前、腕を掴まれ抱え起こされた。魔法使いだけがドサリと崩れ落ちた。夥しい血が地面に広がってゆく。瀕死の魔法使いが最後の力を振り絞って鋭く何かを唱えた。その瞬間、ノアの後頭部から脳天に何か重いものが叩きつけられる激しい衝撃が走った。

「うっ」

「おい、どこをやられた？」

　グワングワンと頭に響く痛みを堪えながらノアの腕を掴んでいる男を霞む目で見上げた。

　切れ長な青い瞳に少しクセのある黒い髪。えらいイケメンだ。左の上腕部が袖ごと切り裂かれ血が流れている。おそらく、魔法使いの振り返りざまの一撃でやられたのだろう。三針ってところか。もちろん、魔法なんか使わなくても縫えばいい──なんてことを思った。

　このイケメンが、王軍近衛隊きっての魔剣使いで、軍の女性人気ナンバーワンのレオポルド・シュタイナー大佐だということをノアが知るのは、ずっと後になってからだ。

　その右手に握られた細身の刀剣から滴る血が、ノアの右頬も濡らしていることに気づいた瞬間、気を失った。








第二章　牡蠣小屋の白骨遺体









　レオポルド・シュタイナー大佐は、棺とは名ばかりの粗末な木棺に横たえられた白骨遺体を見下ろしていた。木棺の中には、遺体が生前身につけていたと思われる遺留品も一緒に納められている。ガランと薄暗い地下室には、同じような木棺が他に七体分置かれていた。

　各々の棺の蓋には、遺体の名前や性別、出身地が書かれたラベルがピンで貼られている。薄暗い地下室は、それだけで陰惨な雰囲気が漂っていた。

　ここは王都にある中央警察署である。

　七人の犠牲者は、今年二月に同じ場所からこの無残な姿でいっぺんに発見されたのだ。

　捜査状況が書かれた資料を捲りながらレオポルドがひとりごちる。

「全員魔法使いか……」




　ガシュウ国はⅤ字の海岸線に沿って、内陸に向かって扇を広げたような形をしている。その要に位置する王都から、海岸線を西に向かって、馬車で半日ほど行ったところにボランという小さな港町がある。

　その海岸の片隅に、朽ちかけた貧弱な桟橋があり、その上にさらにオンボロな小さな漁師小屋がかろうじて乗っていた。

　ここは牡か蠣き漁をしていた老人が長らく独りで使っていたものだ。小屋の中は床が四角く切られていて、加工して剥き身になった牡蠣の殻を、この穴から下の海面に放り込んでいたらしい。漁獲高はせいぜい老人独りをかろうじて養えるほどで、十年ほど前にその老人が死ぬと、誰にも引き継がれないまま小屋は打ち捨てられた。

　白骨遺体は、なぜか近頃、やたらとこの辺りに繁殖している太った蟹かにを獲ろうとやって来た子供たちに発見された。恐ろしいことに、タモ網が掬ったのは蟹ならぬ人の頭蓋骨だったのである。

　小さな港町はたちまち大騒ぎになった。この街ではかつてないほどの大量殺人事件だ。

　ボラン警察は早々に、王都の中央警察に捜査応援の要請をし、中央警察は更に軍の特別警察の応援を要請した。国全域をカバーする事件捜査は、この国では軍が統括することになっていたのだ。

　レオポルドは、王直属の近衛第一師団に所属していたが、上官の命令を受けて遺体発見からひと月後に、この中央警察に特別捜査官として赴任した。戦火が落ち着いていたということもある。

　彼は着任してすぐ、各地の警察署からめぼしい警官を集めて『牡蠣小屋殺人事件』の専任捜査チームを立ち上げ、伝言羽をフルに使った専用通信網を作った。

　伝言羽というのは羽の生えた細長い筒で、それに宛先を書いて手紙を入れて飛ばせば、相手方までまっすぐ飛んでゆく魔法アイテムだ。宛名が個人なら、当人が触れれば筒の蓋は簡単に開く。個人ではなく団体なら、団体名を書けばそこに所属している者なら誰でも開けられるが、それ以外の者が触れても蓋は簡単には開かない仕組みになっている。まれにカラスやハトなどに邪魔され不安定なので、長距離には向かないが、市街地ぐらいならこの通信魔法は非常に早く便利だった。その上、同じ場所を何度も経由すると、より早く正確に目的地に到着するという性質があった。

　レオポルドはその性質を利用し、事件専用の伝言羽を設置して、捜査情報の伝達精度を飛躍的に上げた。それによって、無駄な移動やすれ違いを劇的に減らしたのである。

　結果、全国に散らばる被害者の身元を、着任してから僅か三か月あまりで全員調べ上げたのである。

　これには頭の固いベテラン警官も舌を巻いた。モノ言わぬ死人の身元調べは、ただでさえ時間と人手がかかる。レオポルドは、捜査チームにたちまち一目置かれる存在となったのである。




　犯人は、どこかで殺した被害者をこの牡蠣小屋まで運び、床に切られた穴から海中へ放り込んでいたらしい。死体は牡蠣殻でぞんざいに隠されていた。

　二年前からここに沈んでいたと思しき一番古い一体を除き、残り六体の遺体すべてがよそ者だった。

　しかも、被害者が住んでいた地域は国全域に広く散らばり、互いに接点がない。それなのに、なぜ彼らはいっぺんに死体となってここで発見されたのか。

「なにか俺たちが見落としている接点があるんだ……」

　レオポルドが言う。

　被害者は、男性六人と女性がひとり。全員が魔法使いで、それぞれが殺されたと思しき時期に、家族から捜索願が出されていた。彼らはみな、ある日ふいに家を出てそれきり戻らなかったという。

　年齢は一番若いのが二十九歳の男性医師で、あとは三十代後半から五十代までと幅広い。四十代の軍人や鍛冶職人、唯一の女性は五十二歳の医師だ。七人のうち四人が医師で二人が軍人、残りのひとりが職人だ。

　男性と医師に若干偏りがあるのは、魔法使いにその職業が多いからだろう。

「マイク、遺体を検死した医師の診断書はこれだけか？　被害者の死因はわかったのか？」

　中央警察の若手警官で、この度レオポルドのアシスタントに抜擢されたマイク・リブロが手元の資料をめくった。

「すみません、それが、まだ判明していません」

「まだ？　もう四月だぞ」

「そうなんですが、遺体のほとんどが海水で洗われ、魚や蟹の餌になっちゃってますからねえ。去年十一月に殺された一番新しい被害者ですら、すでに殆ど白骨化してますが、全員、骨に致命傷の跡がないんです」

　つまり、頭蓋骨が割れているとか、首の骨が折れている、肋骨にナイフの傷があるといったようなことだ。

「にしても、ほとんどの項目が不明じゃないか」

「まぁ、検視したのは田舎の町医者ですから」

　亡骸を早くまともな棺に納めてやりたいとは思うが、遺骨をいまだ遺族に返せないのは、他にも調べられる方法があるかもしれないと思うからだった。一旦返してしまえば、墓を暴くのは難しい。

「まぁ、骨と遺留品が残っているだけでもよしとするしかないか」

「そうですね」

「しかし、死亡推定時期だけはやけにはっきりしてるな」

　最初の一体は二年前に殺されているが、他の六体は、それから一年置いてほぼ一、二か月ごとに殺されている。

　おそらく、二年前に殺されたアダム・コネリーという三十八歳の地元の医師が、犯人の一番最初の犯行だとレオポルドは見ている。犯人はこの殺人を皮切りに、堰を切ったように定期的に犯行を重ねているからだ。殺人の快楽に味を占めたのだ。

「ああそれは、遺体にくっついていた海藻やフジツボやなんかの生育状況から逆算したらしいですよ。医師が地元の漁師にその辺りのことをきちんと聞き込んでくれたらしいです」

「なるほど。彼なりに仕事はしてくれたわけだ。他になにか目撃情報などはないのか？」

　マイクが更に自分のメモ帳をめくりながら言った。

「一年ほど前から、港ではあまり見かけない幌馬車を見たとか、顔に傷のある怪しい大男を見たという情報もありますが、絶世の美女だったという噂うわさまであるぐらいですからあてになりません。いずれにせよ、魚貝を運ぶ荷馬車はしょっちゅう港に出入りしていますし、一見の観光客もやってくる。顔に傷のある男というのも、いすぎて特定するのが難しいぐらいだ。戦場帰りなんかいくらでもいますからね」

　確かに、レオポルドにも戦場で負った傷のひとつやふたつはある。

　だがそれにしても、犯人はどうやって被害者を見つけたのか。

　レオポルドは、棺の周囲をゆっくり歩きながら、考えをまとめてゆく。

　この事件を担当するにあたって、レオポルドは過去の似たような事件の捜査資料を徹底的に読み込んでいた。

「単独なのか共犯者がいるのか、いずれにせよ同一犯による魔法使いを狙った連続殺人だとは思うんだが、それなら地域に偏りがあるはずなんだ。しかし、被害者の住んでいる地域はみな見事にバラバラだ……」

「地域に？　へえ、どうしてです？」

「連続殺人犯シリアルキラーの特徴として、犯人、あるいは被害者の生活圏を中心に、ごく狭い範囲で犯行を繰り返す傾向があるからだ。被害者を物色する『狩場』があるんだ。そこを狩り尽くせば、また次の地域で『狩り』が始まる」

「ああ、つまり、ある通り沿いに被害者が住んでいるとか、互いに見知らぬ関係だけど、みんな共通して利用する酒場や市場があるといったようなことですか？」

「そうだ。ところが、この被害者たちにはそれがない。だとすれば、犯人は被害者を狙い撃ちし、わざわざ彼らの住む地域に出かけてひとりひとり殺している」

「行った先でたまたま見つけた魔法使いを殺しているのでは……？」

「にしても範囲が広すぎる。一、二か月ごとに、仕事や何かの目的で国全域を渡り歩く人間は限られているだろう？　それはそれで特徴が出るものだ」

「確かに……」

「それよりも俺はこれが引っかかる……」

　そう言ってレオポルドは、トレーに乗った小指ほどの小さな試験管を、手袋の嵌った指先でそっとつまみ上げた。スピッツという少し先のとがった試験管だ。栓のコルクは嵌ったままだが、ガラス部分が砕けて中身は空だ。

「ああ、五人の被害者の口の中に押し込まれていたやつですね。なかった二体は、海水の中で蟹や魚につつきまわされているうちに、失われてしまったんでしょう。それ見た時はてっきり毒殺かと思ったんですが……」

「うん、魔力のないただの血液だった……」

「七番目の被害者のスピッツが無事なのは奇跡でした。一体、どういう意味があるんでしょう？」

　魔法使いは、魔法の強化や調整に自分や他の魔法使いの血液をよく使う。掌に垂らして詠唱すると、魔法が強化されるのだ。永続的になにかの効果を持続させるとか、大掛かりな封印や治療魔法など、難易度の高い魔法にはよく使われる。

　薬局などでも血液入りのスピッツは当たり前に売られていて、このスピッツも魔法道具の一種だ。コルクの栓を抜いて血管の上にスピッツの口をつければ、自然と血液がその中に吸い上げられる仕組みになっている。注射針で吸い上げるのと違い、痛みもなく誰にでもできる。魔法使いの定番アイテムだった。

「魔力のない普通の血液を魔法使いに食わせる……。なにか強烈な皮肉が込められている気がしないか？」

「まぁ、確かに……」

「俺は、この犯人は被害者の魔法使いに、強い殺意を持っていた気がするんだ」

「無差別に魔法使いを殺しているわけじゃないってわけですか……？」

「マイク、捜査員に言って、この被害者の周辺を含む人となりを深くまで徹底的に洗ってくれ。どういう人々と付き合いがあるのか、誰かに深く恨まれている様子はないかなどだ」

「わかりました」

　マイクが地下室を出てゆくと、入れ替わりに女性職員が伝言羽を持って恐る恐る入ってきた。

「大佐、軍部から伝言羽を預かってきました。またノア・ヒューズ嬢からだそうです」

「ああ、またか。面会理由は書いてあるか？」

「大佐個人宛ての伝言羽ですので開いておりません」

「わかった。ありがとう」

　受け取るなり、蓋を開けもしないでジャケットのポケットに突っ込むレオポルドを見ながら、職員が苦笑した。

「いいんですか？　ノア嬢の面会要請をもう何度も無視しているでしょう？」

「まぁ、忙しいからな。事件がこう広域に渡っていると、飛び回るだけで精一杯だ。面会理由が毎回書かれていないのは、大した用じゃないからだろう」

「それより大佐、早くここを出ましょう。ぞっとします～」

　わざとらしく腕にしがみつく女性職員に小さくため息をついて、レオポルドも仕方なく地下室を後にした。








第三章　魔法障害









　あの戦場での事件から約一年、ノアは丸薬を二粒、いや、思い直して三粒口に放りこんで水で飲み下しながら思った。

（あの時だ。何度考えてもあれ以外ない──）

　一年前はまだ薬草を煎じた薬湯だけで済んだのに、今は丸薬じゃないと効かない。つまり、より濃い成分が必要だということだ。しかも日に日に効き目が落ちている。

　大きく溜息をつきながら洗面台の鏡を見つめる。

　少し大きめの野暮ったいブラウスの胸元が昨日からきつい。肌がワントーン白くなり、唇は少し赤みを増し、すみれ色の瞳は潤んだようになっている。身体は怠く熱っぽく、ともすれば、意識がぼうっとしてしまう。

（マズい……。最悪だ）

　もう一度冷たい水で顔を洗って火照りを抑え、部屋に戻った。

「はぁぁぁ……」

　自分の異変に気づいたのは、戦場でのあの体験以降、こんなふうに身体に微妙な変化が訪れると、バイト先の病院で、やたらに男性患者に絡まれるようになったことがきっかけだ。

　診察室になんだかんだとやたらと居座る患者や、外科なのにノアが受け持つ内科まで診察に訪れる患者、薬の相談をしたいとノアに名指しで訪れる患者、ノアが昼食をとっている食堂にまで追いかけてきて強引に隣に座る患者に加えて、そこに医師や同僚の研究者まで加わり、気づくとノアは男性に囲まれて食事をしていた。

（なんなんだ──？）

　最初は、やはり専任医師ではなく、魔法薬学の研究者である自分の診察に不安を持った患者さんが文句を言いに来ているのかと思ったが、どうもそうでもないらしい。

　確かにクレーム件数が跳ね上がり、病院側にもそれとなく注意喚起され、落ち込みもしたが、いざその患者に相対すると、そのクレームというのにどれも中身がないのである。薬の匂いや大きさが嫌だとか、果ては診察室のカーテンが気に入らないといったようなことだ。

　そもそも、ノアを取り巻くその手の男性陣に、病院側の医師や男性看護師といったスタッフが入っているのも変だ。事務員や売店の店員もいたので、これはつまり、男性全般ということになる。

「おかしい……」

　ノアのその一言で、そばにいた中年の女性看護師も言った。

「ですねえ……」

「やっぱメアリーさんもそう思います？」

「思います」

　キッパリそう言い切る看護師に失礼なと思わなくもないが、ノアが思うのだから周囲はもっとよく見えているだろう。

「常にないほどモテてますよね、ノア先生？」

　そうなのだ。確かにその手の誘いがやたらと多くなったのは確かだ。しつこい誘いに負けて、仕方なく一緒に食事に行った相手もいたが、その後、突然キスを迫られて反射的に引っ叩いてしまった。その挙句、非常に気まずくなった既婚の同僚がいたため、病院関係の男性の誘いは一切断ることにした。患者に至っては言わずもがなである。

　そもそも、ノア自体がその手のあしらいが下手なのだ。

　そして、そんな状態をひとつきふたつきと過ごすに至って、これはもしかしたらという、ある仮説にすぐ行きついたのは、やはりノアが研究者だからということが大きい。

　その後、日常生活にも支障をきたすようになり、断腸の思いで半年前にバイトは辞めたが、それでも状況は悪化してゆくばかりだった。

　バッグに丸薬の瓶を押し込み、半年前に買ったゴツいメガネと顔を半分隠すマスクをかけ、黒髪を雑にひっつめるとアパートの部屋を出た。

　対症療法でしかないのはわかっていて、薬をこっそり自分で処方している。

　幸いにして研究者という立場が、かろうじて干上がるのを防いでくれたが、収入が三割近くも減ることになっていきなり生活が厳しくなった。このままにしてはおけない。

　おそらく、このトラブルの原因のひとつであろうと思われるあの人にアポイントを取ろうとしているのだが、これがまったく上手くいかない。

　ノアは仕方なく、半年前から軍が定期的に行う、魔力持ちの軍人や魔法使いのための血液検査だけは手伝うようになった。健康診断を兼ねて魔力状態をチェックしているのだ。これに携わっていれば、いずれ目当ての人物に会えるはずだ。

　そして、今日は念願のその血液検査の日だ。

　いかつい魔力持ちがまとめて病院にやって来る。

　この数ヵ月ずっと空振りが続いている。今日こそはと期待に胸を膨らませながら、目の前をゆく彼らを見て心臓がドキンと跳ねた。

（いた！　やっと見つけた！）

　レオポルド・シュタイナー大佐だ。この半年、なんとか接触を測ろうとしてどうしても叶わなかったノアの待ち焦がれた男！

　軍隊、特に王直属の近衛隊は、身内でもない限り外部の人間が接触するのはなかなか難しい。ましてや彼は高官だ。

　急いで準備を整え検査室に向かった。次々に魔法スピッツで軍人の血液を採取しながら辛抱強く彼の順番が来るのを待った。そしてついに念願のその時。

　ノアの前で血管の浮いた手の甲を差し出すレオポルド・シュタイナー大佐の手を取って、つい勢い込んで言ってしまった。

「あの、大佐、どうしてもお話したいことがあって、今日このあと私の研究室に来ていただけませんか？」

　レオポルドはノアに手を取られたまま、突然の申し出に目を丸くした。そして、後ろで順番を待っている彼の同僚たちが、またかという顔でニヤニヤしている。

（ん？　なにこの空気？）

　まあいいやと、とりあえず採血に集中し、他の人より多めに採取した大佐の血液のスピッツを二本、素早く手の中に隠して白衣のポケットに忍ばせた。

　すると、凛々しい眉を顰め手袋を嵌めながら、大佐から思わぬ反応が返ってきた。

「アポイントなら軍を通して欲しいんですが」

「あいえ、そんな大層な話じゃありません。ごく個人的なものなので予定が合わないなら今日じゃなくても……」

「それならなおさら……」

　言いにくそうに眉をしかめる大佐の青い瞳を見て、ノアは大佐がとても女性人気が高いことをやっと思い出した。レオポルドの場合、この手の逆ナンが珍しくないのだろう。同僚たちのニヤニヤがやっとわかった。

「ああっ、そっ、そんなんじゃありません！　勘違いしないでください！　純粋に医学的な話で他意は……」

　思いの丈が強すぎてノアはどこから話せばいいかとしどろもどろだ。

　確かにこの半年の自分の様子は、まるで大佐に恋い焦がれているストーカーのようだったかもしれない。何度伝言羽を飛ばしても埒が明かないので、とうとう軍部に何度も押しかけては、大佐に会わせてくれと頼み込んだ。

（もしかしてそのせいで本物のストーカーと間違われている!?）

　受付からも、変な女から何度も会いたいと連絡が来ているから用心するようにというお達しでもあったのかもしれない。

　ああ、こんなことなら嘘でもいいからなにかそれらしい用件を言えばよかったのだ。理由を聞かれる都度ごまかしてしまった。

（なんという迂う闊かつ！）

「あのあのあの、そうじゃなくて……あ、もし私があなたに襲い掛かったら遠慮なく返り討ちにしてくださってかまいませんからっ」

「は？　あなたが私に？」

「ええ、決して乱暴なことは……！」

「ぷ、わかりました。それほどまでにおっしゃるなら、どうでしょう、先生が私のオフィスにいらっしゃいませんか？」

「本当ですか？　行きます行きます！　ありがとうございます！」

　レオポルドはオフィスの場所を書いたメモをノアに渡すと、笑いを堪えながら診察室を出て行った。

（なぜだ？）

　ノアはとりあえずホッとして胸を撫で下ろすと、次の軍人の血管に向き合った。

「先生、私なら襲い掛かられるの大歓迎ですがどうですか？」

　ニヤニヤ笑いを貼り付けた軍人の魔法使いが言った。

「いえ、遠慮します」

　素っ気なくそう返し、注射針にしてやろうかと思った時、ふと、襲い掛からなくとも薄着で誘惑するとか、女の場合はそういうやり方じゃないかと思って愕然とした。男が女を襲うように、飛びかかって押し倒すことしか思いつかなかった。

　そして大佐が笑ったのは、女性らしい誘惑方法をまるで思いつかないノアの女子力の低さを見抜いたからだろう。

（うう……。ま、まぁいい。そんなことは問題じゃないのよ）






　ノアが、仕事を終えてメモに書いてある住所を頼りになにやら見覚えのある目的地に行くと、そこは警察署だった。

（……ん？　なんで警察？）

　からかわれたのだろうかと思いながら、半信半疑で受付の警官にレオポルド大佐に面会に来たと告げると、「ああ、聞いています」と言って、制服ではなくスーツのマイクが、三階の廊下の突き当たりにある専用オフィスに連れて行ってくれた。扉をノックをすると、中から「はい」という返事が聞こえて、レオポルド大佐が扉を開けてくれた。

「ああ、来ましたね。どうぞ……」

　案内されるままに応接セットに向かい合って腰掛けながら、なぜという疑問があからさまに顔に出ているノアに大佐が言った。

「国全体にまたがる広域の事件には、軍が特別警察として介入することがあるんです。私は今回、その事件の特別捜査官としてここに出向しているんですよ」

「あ、ああ、そうでしたか」

　だとすれば、この三か月、新聞の一面をずっと賑わせている魔法使いを狙った連続殺人事件かもしれないと思ったが、今のノアはそれどころではなかった。

「何かお茶でも？」

「ああ、どうかお構いなく。早速本題に入ってもいいでしょうか？」

「ああ、はい、どうぞ」

　そう言って、レオポルド大佐が正面に座った。

「私は王立大学病院で魔法薬の研究をしているノア・ヒューズといいます。募集があれば戦場で時々軍医をしていましたが、この数ヶ月、軍部に何度問い合わせてもあなたは全然捕まらなくて、ずいぶん苦労しました」

「ああ、あなたがノア・ヒューズ嬢でしたか。伝言だけは聞いていましたが、用件は帰ってきてからということだったので緊急性はないだろうと判断し、この三か月ほど担当の事件を追って国のあちこちを巡っていました。王都に戻ってきたのはやっと三日前です」

「そうでしたか……。あの、一年ほど前、私はソニンの戦場で敵の魔法使いに人質にされて、危ういところであなたに助けていただいたんですが、覚えていらっしゃいませんか？」

　そう言われて大佐が記憶を辿るように首を傾げた。

「うーん……確かにそんなこともあったかもしれません……」

「あったんです！　忘れちゃいました!?」

「まぁ、戦場ではいろんなことが起きますし……あ、その時のお礼でしたら及びませんよ」

「え？　ああ、そうですね。お礼ですね。気が利きませんでどうも……」

「ああ、失礼。そういうことではない？」

「も、もちろん、命を助けていただいて感謝しています。ありがとうございました」

「はあ……」

　ノアは慎重に言葉を探す。

「……えーと、その時、あなたと魔法使いの混じり合った血が、魔法と一緒に私に降りかかったことで、私に深刻な魔法障害が起きました」

「魔法障害ですか？　それはお気の毒ですが、どんな？」

「えーと、たぶん、いきさつから言って呪術の類だと思うんですが、こんな魔法障害見たことがありません」

「私の血が混じりましたか？　流血するような怪我などしたかな？」

　大佐が再び首を傾げる。

　そういえばこの人は、その時も顔色ひとつ変えなかった。

「ええ、あの魔法使いが持っていたメスを、振り向きざまにあなたにふるったんです」

　ああ、そういえばと大佐がようやく左腕の古傷のあたりに手をやった。

　こんな無頓着な人なのに、綺麗な顔に傷がないのが奇跡のようだ。黒髪の下の知的な額、真っ直ぐ通った鼻筋に、何よりも印象的な切れ長の青い瞳は、常に冷静さを失わないように見える。この見た目でゴリゴリの武闘派なのだから、天は二物を与えずなんて絶対に嘘だ。

「魔剣使いでもあるあなたにも、魔法と血液が深い関係にあるのはご存知ですよね？」

「ええ、まぁ。ざっと一通りは学びました」

　魔法使いの場合は魔法の強化のために使うが、魔剣使いの場合、魔法を発動するのは剣の方なので剣士は魔力さえあればいい。そのポテンシャルで剣士の優劣が決まる。それでいくとレオポルド大佐はＳＳランクだ。彼が三十歳の若さで大佐に上り詰めたのは、伯爵という家柄の他にそれによるところが大きい。

「普通なら、魔法使いが自分の魔法で使うのは自分の血です。他の魔法使いの血を買ったり分けてもらったりして使うこともありますが、混ぜ合わせることはありません。大体は無効化してしまうかエラーを起こすからです。あの混乱時にあなたの血と混じり合い、それをよくわからない魔法と一緒に私がまともにかぶっちゃって私の血とも混じってしまった。その結果私の身に起きたのが奇妙な魔法障害です。それをなんとしても治療したい。でなければ、私は自分の魔法薬に自分の血が使えない。薬師としても医師としても致命的です。そのためにはあなたの協力が是非とも必要なんです」

「なるほど。よくわかりました。何をすればいいんでしょう？」

「とりあえず、今一番欲しいのはあなたの血液です。様々に実験をしたいわけですが、どのぐらいが必要なのかわからないので、足りなくなったらその都度いただきたいんです。大量にストックしておくわけにはいかないものなので」

「わかりました」

　レオポルドはあの時、今にも爆発しそうな熱球爆弾を見て咄嗟に自分の魔剣から氷ひょう月げつ刃とうを放った。それは、触れたものをスパッと切り裂く氷でできた鋭い刃だ。

　正直に告白すると、人質の彼女より爆発がもたらす被害の方を重要視したのだ。そのことに、少なからず罪悪感はある。できるだけ協力するべきだろう。

「足りなくなったら、都度連絡をいただくとして、いったいどんな魔法障害なんです？」

「えーと、症状が出始めたのはあの翌週からで、命に別状はないんですが、それなりに厄介で、この一年、ランダムに襲われるその症状に苦しめられています……」

　今はなんとか鎮静剤を飲みながら抑えているが、薬の種類を変えても近頃その薬がいよいよ効かなくなってきて困っているとノアが結んだ。

　答えになっていない。

「鎮静剤？」

「ええ、鎮静剤です。症状を一時的に抑える対症療法でしかないんですが」

　ノアはモゴモゴとなかなかその具体的な症状を言わない。

「鎮静剤ということは、魔法障害によく見られる、謎の痣が身体中に広がるとか、どこかが石化するとか鱗が生えるとか、猫の尻尾や犬の耳が生えたとかではない？」

「えーと、そうですね、あー、その、胸が張るような感じがして、肌の質感が少し変わって、その、あ、目が潤みます」

「はぁ」

　その程度？　というレオポルドの本音があからさまに顔に出た。

「ああ、パニック状態になるとか錯乱状態に陥るとか……？」

「い、いえ、というか、その……」

　なかなかはっきりしないノアの様子に、レオポルドは短い溜息をひとつつくと、ソファに深く座り直して腕と足を組んだ。

「なんでしょう、先生？　共闘に情報共有は必須です。はっきりおっしゃってください」

　疑わしそうにそう言われて、ノアはとうとう諦め、気合を入れて「すううっ」と大きく息を吸い込んで一気に言った。

「私は近頃、理性が吹っ飛ぶほどの強い性衝動に苦しんでますっ！」

「…………は？」

「そう、強い性衝動です！　欲情です、発情しちゃうわけです！　私はヒートと呼んでますが、それはもう強烈で唐突で、いつ始まるかもわかりませんが、大体月平均二回！　ただこれは平均値で、多い時で五回見舞われた事がありますし、一度もない月もありました！　治ったのかとぬか喜びしたのも束の間、その翌月には、また唐突に来るといった有様で、その時はひと月あいだが空いたせいか、それはそれは強烈で仕事を一週間休まなければなりませんでしたっ！」

　テーブルに両手をついて身を乗り出しながら、一気に捲し立てたノアは、耳まで赤くしながらふーふーと荒ぶる息を整えている。

「な、なるほど、よくわかりました。ヒューズ先生」

「ノアでいいです」

「ノア先生」

　若干のけぞるように身体を逸らしたレオポルドが、両手を広げてまぁまぁとノアを宥めている。

　我に返って乗り出した身体をソファに戻し、ノアが自分の頭を両手で抱えた。

「もう最悪です。こんな症状どんな魔法書探しても、医療系論文探しても出てこないし、似たような精神疾患は一応あるんですけど、なんかしっくりこないと言うか、ベクトルが違うというか、私みたいじゃないっていうか、そもそも、こんなこと誰にも相談できないし、頼みの鎮静剤はだんだん効かなくなってくるし、自分ひとりでできる検査には限界があるしで、なによりもデータが圧倒的に足りないわけです」

　ノアのこの様子を見る限り、新手の誘惑なんかではなく、純粋に未知の魔法障害に苦しんでいるようだ。

　要するに、その正体を探るためには一因となったレオポルドも含めて、あの状況のデータをできるだけかき集めたいということらしい。そして、できればこの魔法障害を解消する手段を探さねばならないというわけだ。

　コンコン──

　ノックの音がした。

　入ってきたのはマイクだった。手にティーセットの乗った盆を持ってニコニコと立っている。

「お客様にコーヒーをお持ちしました」

　レオポルドは、頼んでもいないのにずいぶん気が利くなと思ったが、断る理由はないし、まあ、せっかくだからと黙って見ていた。

「ヒューズさん、その後お変わりありませんか？」

「え？　ああ、その節はお世話になりました。まぁ、ボチボチです」

「そうですか。何かありましたらいつでも声をかけてくださいね」

　以前からの知り合いらしく、マイクがなんだかんだと話しかけるのを見て、ははあ、これはとレオポルドはやっと彼の意図に気づいた。ノアに気があるのだろう。

　やたらとゴツいマスクやメガネでわかりにくいし、野暮ったい服装で誤魔化しているが、なんというか彼女は、確かにやたらと男心をくすぐる雰囲気を持っている。雑にひっつめた黒髪からほつれる後れ毛も、珍しいすみれ色の瞳も実に可憐だ。いかに隠そうと、ウブな色香が滲み出ている。

「あ、あの、どうかお構いなく……」

　彼女がマイクから用心深く距離を取るように離れ、一旦外していたマスクをかけるのを見てちょっと残念に思った。かわいい顔が隠れてしまう。

　マイクがせっかく持ってきたコーヒーに手をつける前に、ノアが唐突に手洗いを借りたいと言った。

「ああ、じゃあ、僕が案内します」

「いえ！　さっき場所を確認したので私ひとりで大丈夫です！　その前にあの、空気を入れ替えてもいいですか？」

「え？」

　いうなり、部屋の主であるレオポルドがまだ返事もしないうちに、ノアは強引に窓を全開にしてしまうと、飛び出すように部屋を出て行ってしまった。

　マイクもレオポルドも呆気に取られて彼女を見送った。よほど切羽詰まっていたのだろう。

　ノアが開いた窓から、春の爽やかな風がさっと吹き込んで頬を撫でると、ハッと目が覚めたようにマイクがテーブルの上のコーヒーを見てポツンと言った。

「せっかくのコーヒーが冷めてしまうな」

「ああ……」

「大佐は彼女とどういったご関係ですか？」

「ご関係も何も、彼女は血液検査をしてくれた医者で、ほぼ初対面だ。彼女を知ってるのか？」

「ええ、彼女は半年前ほど前から悪質なストーカー被害に遭っていて、この署でもちょっとした話題になっています」

「ストーカー？」

「ええ、僕は担当じゃないんですが、大佐のアシスタントに入る前、彼女の家周辺を何度かパトロールしたことがあります」

「へえ……」

　ノアを待っているのも変なので、マイクが物足りなそうに行ってしまうと、レオポルドは手持ち無沙汰に、なんとなく開け放された窓から外の景色を見た。古い石造りの家並みと、灰色の石畳の道路を人々が行き交っている。

（理性が飛ぶほどの強い性衝動か……）

　恋人に解消してもらえば済むのに、あの様子だといないのかもしれない──と思ったところでノアがなかなか戻ってこないことに気がついた。もしかして具合でも悪いんじゃないかと思って様子を見に行くことにした。

　下水道が整備されているこの王都では、お金持ちの屋敷や大きな建物には必ず水洗トイレが備え付けられていた。さすがにトイレの前で待つことはできないが、ぶらぶらと一階のトイレのほうに歩いてゆくと、廊下の真ん中で彼女が制服警官に取り囲まれているのが見えた。

　警官たちの顔を見る限り和やかに雑談でもしているようなのだが、いかつい男たちに囲まれて、ノアは明らかに困っていた。

　レオポルドはわざと先生をつけずに「ノア」と親しげに呼びかけた。皆が一斉に険しい顔でこちらを向いた。

（おお、みんなノア狙いか。これはこれは）

「ああ、大佐」

　ノアがホッとしたようにこちらに近づいてくる。

「失礼、みなさん、まだ私の客に何か？」

　レオポルドが笑顔でさりげなく牽制すると、全員が「いえ」とあからさまに不機嫌になった。彼がいくら現場で一目置かれているとはいえ、全員が彼に好意的なわけではない。しかし、これでさらに不興が上乗せされたことだろう。

（まぁ、これも仕事のうちだ）

　三人がかりで囲い込んでいたノアを解放すると、中のひとりが笑顔で言った。

「じゃあ、ヒューズさん、なにかあればいつでも我々に……」

「ああ、はい、ありがとうございました」

　それぞれ持ち場に戻ってゆく。

「た、大佐、あの、大変恐縮ですが、場所を変えていただいてもいいですか？　できれば大学の私の研究室に。あそこならここよりは人の出入りが少ないので……」

「ああ、わかりました」

　二人乗りの辻馬車を拾ってノアと二人で乗り込むと、できるだけ離れようとする彼女にわざと身を寄せた。ウブな彼女の様子がひどく可愛かったからだ。もっとからかってやりたくなる。

「た、大佐は、魔力がどこから来るかご存知ですか？」

　ノアが気をそらすように必死に話しかけるのがかわいい。

「え、なに？」

　わざと聞こえないフリをして顔を近づけた。するとノアが声を張り上げた。

「あ、あのっ、大佐はどこから魔力が来るか……」

「ああ、えーと、昔習ったな。魔力持ちの脳の奥に普通の人間にはない特別な器官があるとか？」

「そうです。魔力のある人間は脳下垂体というところに豆粒ほどの良性の腫瘍デキモノがあって、そこから血管を通して全身に魔力が供給されます。それにはいくつか型タイプがあって、それによって得意な魔法が決まります……って、あの、大佐……」

「ん？」

「も、もう少し、離れていただけませんか？」

　ノアが小さな声でいうのに、大佐が楽しそうに言い訳した。

「ああ、失礼。馬車の車輪の音がガラガラとうるさいし、君がそのマスクを外してくれたらもっと聴きやすくなると思うんだが……」

「……わ、わかりました」

　ノアがマスクを外したので、大佐も少し身体を密着させるのをやめた。だが、狭い馬車の中なので気休めにもならない。彼女はいい匂いがする。どこの香水だろうか。

「……で、話の続きですけど、実は先ほど大佐の血液を少し多めにいただいて検査しました。黙っててすみません」

「ああ、いや、気づいていたので」

「え、なんで見逃してくださったんですか？」

　ノアが驚いてそう言うのに、レオポルドが笑いながら答えた。

「なんでって、女性の君が軍人の私を襲わないと約束するなんて、あまりにも不器用で、根っから正直者で善良な人なんだろうなと思ったからかな。君が脅威になるとは思えなかった」

「うぅ、そ、そうでしたか。で、話を戻しますが、私の検査結果を見る限り、大佐はやはり水属性の魔法タイプで、綺麗な青い魔法結晶が赤血球を取り巻いてます。ご覧になったことありますか？」

「ああ、だいぶ昔に一度だけ」

　属性さえわかれば自分の血液がどうなっているかなど、レオポルドはあまり興味がない。

「で、私の血液なんですが、癒し系魔法と見せかけて、実は時の魔法なんです」

「え、時の？　まさか時間魔法を？」

　これにはかけ値なしに驚いた。時を司る魔法使いは、ＳＳランクの魔法使いよりもさらに稀少な上にある意味無敵だ。この国の英雄『神の右手』と言われた大魔法使いヴィンセント候ですら、時の魔法は使えない。

「でも、極々狭い範囲の時を、ほんのちょっぴり遅らせたり早めたりすることができるという程度です。何しろＢランクなので」

「ああ……」

　なんだその程度かと言う気持ちがあからさまに顔に出てしまった。

「あ、バカにしましたね」

「ああ、いや……」

「ふふ、いいんです。自分でもわかってますから。この程度の魔法ならなくてもいいようなものですが、外科術では案外バカにできません。大出血を止めたり、傷の治りを少し早めたりできます。それに、なにかの実験の作用を早めたり遅らせたりもできるので、私の薬学研究にもぴったりなんです。Ｓ、Ａランクの魔法使いがひしめく王立大学病院の、研究室の末席を汚していられるのもそのおかげなんです」

「ああ、なるほど。そうか、使い方によってはかなり便利だな」

「そうなんです。すごいでしょ？」

　ニッと明るく笑う彼女につられて、レオポルドの口元もつい綻んでしまう。

「で、Ｂランクではあるんですが、私の赤血球を取り巻いている色は、珍しい虹色なんです」

「へえ」

「でもこれが、このトラブル以降、極端に魔力が低下していて、その虹色が殆ど見られず、私の血液では今魔法薬が作れません」

「なるほど。確かにそれは深刻だ」

　馬車の中は狭くなんだか暑苦しい。襟元のネクタイを緩めノアの甘い香りを嗅ぎながら、ふと触れ合ったノアの手を取った。

「え？」

　きょとんとこちらを見上げるノアを引き寄せた。

「ちょちょちょちょ、た、たたた大佐！」

「君はいい匂いがするな……」

「ひ、ひえええ」

　ノアはのけぞって両手で遮り、レオポルドの胸を押し返す仕草すら可愛くて、とうとうキスしようとしてパシッと頬を張られた。

　ハッと我に返った。

「──っ？」

　自分が今何をしようとしていたのかとレオポルドが愕然としたところで馬車が目的地についた。

　ノアが矢のように馬車を飛び出て行った。レオポルドが呆然としながら馬車を降りると、彼女が再び戻ってきて何かの丸薬を水と一緒に差し出した。

「飲んでください、大佐」

　ノアが、はぁはぁと息を切らしながら必死に言う。

「鎮静剤です」

「は？　鎮静剤？」

「そうです。たぶん、私の方も薬効が切れてきたので先ほど警察署で飲みました」

　レオポルドは、なにがなんだかわからないという顔をしている。

「あなたは私のフェロモンに当てられているんです。今あなたが私に対して感じている性的衝動は、全てそれがもたらしているんです。これを飲めば多少マシになるはずですから」

「せっ──!?」

　レオポルドが、絶句した。

「なぜ驚かれるんですか？　あなたも男性ですから」

「……そっ、そうか、そういうことだったのか。自分でも何か変だと……」

　ようやく冷静に状況を把握できるようになったらしいレオポルドを見て、ノアがホッと胸を撫でおろした。




「大佐、どうぞ入って、適当なところに座ってください」

　ノアの研究室は、控えめに言って様々な物で溢れかえっていた。本人は部屋が狭いので物が片付かなくてと言い訳しているが、要するに盛大に散らかっている。そして、部屋全体が様々な薬草の独特の匂いがした。

　壁の棚には薬剤を調合するための細々とした器具や鍋、何かの薬や素材の詰め込まれた大小様々の瓶が置かれ、天井からはドライフラワーにされた薬草が何種類もぶら下がっている。反対側の壁一面の細かい引き出しにも多くの薬草が仕舞われているのだろう。出窓には鉢に植えられた何かの植物が生い茂り、そのせいで閉められなくなったカーテンの代わりになっている。大きな机の上には分厚い本や書類が積まれ、書棚はもちろん、机からもはみ出した本や紙束は応接ソファまで浸食していた。その本を両腕に抱えながら、ノアがレオポルドの座る場所を急いで空けている。

「す、すみません、忙しくて片付ける暇がなくて……」

「いや、どうかお気遣いなく」

　レオポルドはまだショックが冷めやらないという顔だ。

「まさか、これが君のいう魔法障害の副作用？　さっきの警官もみんな……？」

「そうです。今まさに大佐ご自身が体感なさったと思うんですが、訓練された軍人のあなたがそうなるんですから、結構強烈だと思うんですがどうですか？」

「いや……、あー、うーん、完全に油断していた……というか、君の理性じゃなくて男の理性を飛ばす……？」

「まぁ、私は女性なので多少自制が利くというだけで、そういう時の私も満更じゃないというのが問題なんです。迫ってくる男性につい流されそうになることもあって、それはやはり、女性としては非常にリスクが大きいと言いますか……。大体、ホルモンバランスのせいで好きでもない男性と関係を持つなんてできません」

「……なるほど」

「すみません、今朝はいつもより多めに薬を飲んできたんですが、こんなに早く薬効が切れると思わなくて……」

「いや、君が謝ることでは……。まさか、君のその取ってつけたようなゴツい眼鏡とマスクも男性対策？」

「え、えと、肌の露出をなるべく抑える方がいいと思って……」

「でもフェロモンって匂いみたいなものでしょう？　顔を隠したって……」

　ノアがグッと黙り込んだ。

「……じゃあ、じゃあどうしろって言うんですか」

　ノアがとうとう肩を震わせ、思いつめたようにぎゅっと両手を握り締めた。

「発情期はいつ来るかわかんないし、始まると最低でも三日は続くし、その度に家に逃げ込んで引きこもっていたら私は干あがっちゃいます！　仕事だってたちまち馘クビです！　やっと念願の魔法薬の研究者になれたんですっ！」

　この一年のあれこれがノアの脳裏をよぎり、つい大きな声を出してしまった。目を丸くして戸惑う大佐を見て、ハッと我に返ってもごもごとすみませんと言いながら椅子に座り直した。

「すまない。私が無神経だった。からかうつもりじゃなかったんだ」

「い、いえ、私こそ興奮しちゃって……」

　ノアは気を取り直したように立ち上がって、棚からアルコールランプと小さな鍋を引っ張り出し、ゆっくりとお茶を入れた。

「どうぞ。リラックス効果のあるカモミールティです」

「ああ、ありがとう」

「……厄介なのは、この単なるフェロモン効果を、男性はみんな恋愛感情と勘違いすることです。そこは逆に、ヒトの理性がそう思わせちゃうんでしょうね。こんなに惹かれるのだから、自分はきっとこの娘に恋をしているに違いないと。だから、効果が出ていない日でも好意が継続されてしまって……」

「……なるほど」

　と、そこへノックの音がしてノアが「はい」と返事をすると、入ってきたのは同じ研究者らしい年配の男性だった。手に何かの書類を持っている。

「やあノア、この新薬について君の意見が……」

　レオポルドを見て研究者が戸惑った。

「ああ、失礼、お客様でしたか」

「近衛第一師団のレオポルド・シュタイナー大佐です」

　ノアの紹介でレオポルドが慇懃に頭を下げると、研究者は面白くなさそうに唇を歪めながら言った。

「ああ、これはこれは、王軍きっての魔剣使いですか。お目にかかれて光栄です」

　ちっとも光栄じゃなさそうな顔で差し出された手を、レオポルドはしっかり握り返した。

「そんなわけで、今大佐と大切なお話が。スミス教授、そのお話はまた別の機会に……」

「あ、あぁ、そうだね、失礼するよ」

　出て行ったスミス教授のずんぐりした背中を見送りながら、レオポルドが不意に難しい顔で考え込んだ。

「こうなってくると笑い話では済まないな……。俺自身のこともある」

　自分の考えに集中し始めたからか、一人称が「俺」に変わった。

「もしかして君は、この魔法障害が起きてからこの一年、かなり強引な男の誘いに振り回されていた？」

「まぁ、そうですね……」

「うーむ、俺は男だからちょっと軽く考えすぎていたようだ。世の中、無害な男ばかりじゃないぞ。その中にはタチの悪い奴もいるか……。まさか今よりもっとひどい目に遭っていた？　いやそうなんだ。そうだ、何しろ警官が君の周辺をパトロールしていたというんだから」

「まぁ、その……」

　ノアが答えるより前に、レオポルドが鋭く質問した。

「君はどこに住んでる？」

「え、えと……」

「ああいや、住まいを知りたいと言うんじゃない。セキュリティ対策は万全なのかと聞いている」

「げ、玄関ドアには鍵を五つ取り付けてます！」

「はあ？」

　呆れたようにレオポルドが目を開いた。

「普通のアパートか？」

「そうですね」

「俺なら玄関ドアを開けようとして、鍵を五つもガチャガチャやってるところを狙うがな」

「わ、わ、わりと賑やかな通りに面して建ってますし、叫べば誰か気付いて……」

「今までどんな目に遭ったんだ？」

「……」

「言ってみろ。言わなくとも調べる方法はいくらでもあるんだぞ」

　ノアは、なぜ自分が叱られなければならないのかと思いながら、仕方なく正直にこれまでのことを話して聞かせた。

　町歩きのナンパならまだマシで、すれ違いざまの痴漢を始め、セクハラ、付き纏い、待ち伏せのストーカー騒ぎ。歩いていていきなり知らない男に馬車に連れ込まれそうになって、危うく通りがかりの人に助けてもらってことなきを得たこともあった。さらには、夜中にバルコニーからアパートの部屋に侵入され、別のストーカーに救ってもらったという冗談みたいな話まである。この一年で引っ越しはすでに五回。

「まぁ、ここまで行くと仲良くしてくれた数少ない女友達もドン引きで、ついに友人の婚約者に求婚されて以来、女友達もいなくなっちゃいました。ここまで行くともう笑っちゃいますよね」

　あまりにもあんまりな話なので、説明しながら逆にだんだんおかしくなってきて、目尻に涙を滲ませてアハハと笑っていたら、突然レオポルドにふわっと抱きしめられた。

　びっくりして硬直すると、レオポルドはノアの頭を大きな手で何度か撫でると、

「一年も独りでよく頑張ったな。君からの連絡を何も考えずにずっと放置し続けてすまなかった……」

　静かにそう言ったあと、ハッと慌てて手を離した。

「ああ、すまん！　今のは違うんだ！」

「ええ、えへへ、わ、わかって……」

「ます」という言葉が続かなかった。ノアの目からブワッと涙の大粒が膨れ上がる。

「そ、そうですよう！　た、大佐だけが頼みの綱だったのに、ずっと、ずっと連絡つかなくて何ヶ月も放置されて、私、私、ずっと怖かったんだからぁ！」

「す、すまなかった、もう大丈夫だから！　できることはなんでも協力する！」

　この一年の緊張が切れてホッとしたのか、ノアはなかなか泣き止まない。そして、ひとしきり泣いてスッキリすると、お腹がぐうと鳴った。

「はあ、スッキリしたらお腹空いた……」

　ノアが泣き止むのを困ったように見守っていたレオポルドがすかさず言った。

「伝言羽はあるかい？　できれば三本ほど」

「え？　ああ、はい」

　ノアが言われた通り机の引き出しから伝言羽の筒を三本取り出してレオポルドに渡すと、彼は便箋に短く何やら書きつけて、三本を一度に窓から飛ばした。

「さあ、行こう」

「どこへですか？」

「腹が減ったと言ったろう？」
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　レオポルドに促されるまま、念のために別々の馬車に分乗してやってきたのは、郊外の立派な邸宅だった。レオポルドの自宅シュタイナー邸である。

　到着するなり、ノアはあれよあれよという間に広い食堂に通され、豪華な料理の皿が並ぶテーブルの前に座らされていた。

　白いテーブルクロスにはシミひとつなく、いくつも並べられたシルバーのナイフやフォークはどれもピカピカに光っている。

「えーと……」

「遠慮なく食え。召使はみんな女性ばかりで男は俺とあそこにいる執事のジェームズだけだ」

　食堂の隅で控えている年配の紳士が丁寧に頭を下げた。

　つられてノアもペコリと頭を下げる。

　それ以外にも五人のメイドが至れり尽くせりの給仕をしてくれる。

「どうした、うちのコックの自慢の仔こ牛うしのフィレステーキだ。美味いぞ？」

　大佐はすでに食べ始めている。

「い、いただきます」

　とりあえず、肉をひとくち口に入れて、ノアはそのとろける美味さに思わず皿を見つめてしまった。

「なんですかこれ!?」

「だから仔牛のフィレステーキだ」

「はあ。これが仔牛のフィレステーキ……じゃなくて……」

「あとで君の荷物を取りに行かせるからアパートの鍵を預けてくれるか？　なにを持ってくればいい？」

「はい？　あの、大佐、全然お話が見えませんが？　私の荷物をなんですって？」

「今日から君はここで暮らせばいい。空いてる部屋ならいくらでもあるからな。鍵付きの客間を用意させた。この辺り一帯はうちの敷地だから知らない人間はまず入ってこない。使用人に男が何人かいるが、君に近づかせないよう配慮する。どうしても用があるときは、まずは俺かジェームズを通すようにすればいい。それ以外の身の回りのことは全部彼女に任せる。いいな、マリアンヌ？」

「はい、全てお任せください」

　メイド服を着たキリッと美しい中年の金髪女性が頭を下げた。

「彼女には概ね事情は説明してある」

「ちょちょちょちょ、ちょっと待ってください！　ここからじゃ仕事に通うのが……」

「うん、そのことなんだが、君の代わりに王立大学の研究室で働いてくれる医師を紹介してもらおうと、今、頼りになる知り合いにいくつか当たってもらっている。それで、すべてが解決してからまた職場に戻れば、君は何の支障もなく元の生活に戻れるというわけだ」

「……え？」

　その時、ひとりの召使が伝言羽をもって入ってきた。

「レオポルド様、候から早速お返事が来たようです」

「ああ、ありがとう」

　レオポルドがさっそく伝言羽を開封して手紙を読んでいる。

「……ああ、あはは、うちの主治医が自分が行こうと言ってくれている」

「ええ？」

「久しぶりの王立大学だと言って喜んでるぞ」

「……」

　茫然と皿を見つめるノアに、大佐が言った。

「勝手なことをすると怒らないでくれ。今は特別捜査官なんかやっているが、危機管理と護衛は俺の専門分野だ。そこそこの実績があって自信もある。その俺が全力で君を守る。だからこの厄介な魔法障害を治療するまでのあいだ、しばらくはこの屋敷で不自由な生活を強いることになるが、我慢してくれ」

「が、我慢だなんて、今までのことを思えば夢のようです。ありがとうございます」

「いや、半分は俺のせいだ。これはお詫びの印でもある。気にするな」

「……でもやっぱり、ここまでしてもらえるなんて身に余る光栄です」

「そうか。それならよかった」

　ノアは、涙がこぼれそうになるのをグッと堪え、皿の料理をパクっと口にした。しかしその途端、ついに涙腺が決壊してしまった。

「うぅぅぅ……」

「今度はなんだ？」

「美味しいですぅ」

　ポロポロ涙をこぼしながら、次々に料理を平らげるノアを、レオポルドがクスクス笑いながら見ている。

　そんなレオポルドを、屋敷の召使たちが驚いたように見ていた。
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　食後のお茶を、マリアンヌに入れてもらい、レオポルドとノアが広くて豪華な居間で、少し距離を置いてソファに腰掛けている。

「ノア様、寝る前なのでハーブティにしましたの。よろしかったですか？」

　マリアンヌが入れてくれたいい香りのお茶をノアが受け取った。

「はい、ありがとうございます。ああ、ローズレッドですね。いい香りです。いただきます」

「さすが、お詳しいんですのね」

　マリアンヌが静かに居間を出てい行くのを見送るとレオポルドが言った。

「で、これからどうするんだ？」

「ああ、はい」

　この一年、この魔法障害を必死に調べていたノアによると、要するにノアの中で混ざり合った魔力を分離するしかないということらしい。

「あるいは何かの方法で無効化するか」

「そんなことができるのか？」

「……正直わかりません。通常、火と水のように相反する魔力を混ぜ合わせると力を相殺することが知られていますが、私の魔力を相殺する魔力がありません。だから分離するしかないんですが、肝心の魔法使いが既に死んでいるので、あのときの魔法がなんなのかがわかりません。でもそれをなんとか調べて、彼によく似た性質を持つ魔法使いに完璧にあのときの魔法を再現してもらえばあるいは……」

「ああ、あの魔法使いなら生きてるぞ。重傷を負っただけだ」

「え!?　じゃあ今はどこに？」

「さあ？　おそらく捕虜としてどこかに収容されていると思うが、まぁ、すぐに調べさせよう」

「お願いします！」

　ノアのカップが空になったのを見て、大佐が自らお茶を入れてくれた。

「ありがとうございます。大佐なのにお茶なんかお入れになるんですね。意外です」

「戦場暮らしが長いからな。身の回りのことは一通りできるぞ。それに俺は孤児院育ちなんだ。その頃は幼い子の面倒をよくみてたな」

「え？」

「八歳の時にこの家にもらわれて……あ、っと、ほぼ初対面の君には重かったかな。すまない。俺自身はあまり深刻に捉えていないものだから」

「そうなんですね……」

　シュタイナー家は王とも近しい伯爵家だ。レオポルドはひとり息子で、三十歳と言う年齢の割には両親共々結構な高齢だったと思う。老夫妻は少し前から郊外の別荘で暮らしているはずだ。

　ノアはこの一年、大佐のことを追いかけてきたから通り一遍のことは知っている。

　ちなみに、ノアの父は地方住まいの貧乏子爵で、親兄弟とも領地の畑を領民と一緒になって耕すのどかな家庭に育った。その地方領地の学校で一番の成績だったノアは、学校と近隣のいくつかの領主の推薦で奨学金を獲得し、なんとか王立大学の医学科に進学して医師になり、そのまま院に進んで研究者になった。

「優秀だったんだな」

「それ、嫌味ですか？」

「アハハ、嫌味なんかじゃないさ」

　ノアの知る限り、いくら子供のない夫婦でも、伯爵家が孤児院から子供を引き取って後継ぎにするなんて聞いた事がない。普通は親類縁者を頼るものだ。おそらくレオポルドは、幼少期から近隣に鳴り響くほど優秀だったのだ。

「神童が大きくなったらただの人だったってよく聞くだろう」

「あなたはただの人に見えませんが」

　大佐が苦笑した。

「そうでもないさ。俺が特別捜査官を任命されたのは、魔剣が突然使えなくなったからだ」

「え？」

「魔力がなくなったわけではないし、剣術に関しても問題ないが、氷月刃が作れなくなった。小さな氷のカケラぐらいなら出せるが、自分でもよくわからない。何か精神的なものらしい」

「何かお辛いことでも……？」

「いや、特にこれと言って思いつかない。特別何があったというわけでもない。自分でも本当によくわからないんだ」

「そうなんですか……」

　ノアが学生時代、履修項目で少しだけ学んだ心理学では、心的外傷トラウマというのは、何か明確で劇的なひとつの出来事とは限らないと学んだ。案外、様々な事柄の積み重ねが複合的に作用することも多いという。

「ああ、そんな顔しないでくれ。君の警護ぐらいなら問題ないから安心してくれ」

「そ、そんなの心配してません」

「そうか、それならよかった……」

　そう言って、柔らかく微笑むレオポルドの整った横顔を見ながら、この人ってこんな人だったのかという思いを、ノアはしみじみ噛み締めていた。

　レオポルドに関する世間の噂は、一言で言って冷酷無比の女嫌い。腰に下げた魔剣でしつこい女を切り捨てた事があるとか、戦場で殺した敵兵の魔剣をコレクションしてるとか、失敗した部下はみんな殺して戦場に埋めて来るとか、それはそれはやっかみ半分の酷い噂話がごまんとある。

　しかし、同じぐらい戦場での勇猛果敢な伝説も数々あって、騎士たちに絶大な人気を誇っているのも確かだ。そしてお約束のように美姫との噂話も絶えない。話があちこち矛盾しているのだが、噂話などこんなものだろう。

　それに、レオポルドは特別捜査官に任命されたことを左遷のように話しているが、今話題の事件捜査の最前線を任されているのだから、閑職に追い込まれたと思うのは間違いだ。レオポルドなりの謙遜なのだろう。

　そして、先ほどのレオポルドの様子を見る限り、女嫌いはただの噂だということがよくわかった。それどころか、かなりこなれている。

　簡単に流されないよう気を付けなければと思うノアだった。








第四章　馬車の旅









　翌朝、朝食を採るために食堂に降りてきたノアを見て、レオポルドは彼女の雰囲気が目に見えて変わっていることに気づいて眉を上げた。

「おはようございます」

「おはよう」

　それぞれが挨拶を交わしながら、使用人たちもノアの様子に気づいたようで、なんとなく広い食堂で「おや？」という空気が交差する。

　ノアは昨日より若返ったように見えるというか、幼く見えるというか、あれほど野暮ったい格好をしていてもあふれる艶めかしさがない──と、ここまで考えてレオポルドはようやく気づいた。

「君……？」

「ええ、例の症状がなんとか治りました。雰囲気が変わりました？　これが通常の私です」

「なるほど……」

　他の者たちの手前、「例の症状」と言ったが、もちろんノアの発情期ヒートのことである。

　レオポルドが出かけると、マリアンヌが手配してくれた召使と一緒に、ノアのアパートから必要な荷物を取りに行き、再びシュタイナー家に戻ってきてノアのために用意された客間に運び込んだ。鍵のかかる豪華な客間はアパートの部屋全部より広かった。

「この客間はレオ様の部屋から一番遠いんですのよ。よろしかったのですか？」

「ああ、もちろん、なんの問題もありません。ありがとうございます、マリアンヌさん」

　自分が脅威にならないよう気遣ってくれたのだろう。何しろ昨日の前科もある。

　部屋で荷物を片づけたり、広い邸内をあちこち案内されているうちに、気づくと夕方になっていた。そろそろお腹が空いたなぁと、キッチンの辺りをうろうろしているところへ、レオポルドが帰ってきた。

「ノア、例の魔法使いが見つかった。すぐに出かけるが君はどうする？」

「え、行きます！」

「このまま一晩中馬車を飛ばすことになる。すぐ支度しろ」

「はい！」

　エプロンを脱ぎながら、ノアは急いで部屋に飛び込んだ。昨日の今日とはさすがにできる男は違う。

　途中何度か休憩を挟み、夜通し駆ければ夜明けには目的地に着くだろうという御者の見立てに従って、ノアとレオポルドは二頭立ての旅行用馬車に揺られている。舗装されていない田舎道をガラガラと回る丈夫な車輪と馬の蹄の音で、小さな窓を開けていると結構な騒音だ。

　煌々と照らす月明かりのせいで、外の景色は意外に明るい。明日の朝には目当ての魔法使いと対面できるかもしれない。

　名前はカール・トーマス三十五歳。国籍は隣国トルソ。炎を操るのが得意な攻撃系の魔法使いだったので下士官の地位にはいたが、兵士としても魔法使いとしてもそれほど高い能力でもなかったらしい。

　そして彼は、一年前にソニンの戦場でレオポルドに斬られて重傷を負うと、王都の軍病院に一時隔離治療されていたが、傷が回復してベッドから起きられるようになってまもなく、担当の看護師と駆け落ちしたらしい。

「駆け落ち、ですか」

「うん、資料を見るとそうなってるな……。看護師の名前はニコル・ベルナール」

「ああ、あの赤毛の？」

「知ってるのか？」

「彼女もよく救護テントで一緒になりました。あまり親しくはなかったですけど、でもなんかロマンチックですねえ」

「ロマンチック？」

「だって、看護師と敵国兵の患者さんの恋ってロマンチックじゃないですか。障害のある恋って感じで。このカールさんって人、兵隊だから悪いことしたわけじゃないですし……」

「俺の記憶違いじゃなければ、こいつは戦場から脱走しようとして、君を人質に取った挙句に、俺たちは今ここでこうしていると思ったがな？」

「あう、そ、そうでした」

「大体、軍人なんかみんな人殺しじゃないか」

　再び手元に視線を落として何気なくそうつぶやいたレオポルドの、あまりにもシンプルで強い言葉にノアは思わず胸を突かれた。

　──俺ぁもう戦争なんてまっぴらなんだよ!!

　そう言いながらメスを振り回していたあの魔法使いの言葉が耳の底に蘇る。

　レオポルドは己のやっていることを本質的によくわかっている。そのことに正義も大義もなければ言い訳もしない。大きな感慨もないように見える。ノアはそのことがなんだかとても悲しくなってしまった。この人は、望んでもない仕事を、心を殺しながらやってきたのかもしれない。

「まぁ、君のように人の命を救う人間とは真逆にいる人間ってことだな。俺なんかは特に、このカールと違ってロマンチックとは程遠い」

「大佐、それは違います」

「え？」

「私は研究者なのであまり臨床には出ませんが、薬の開発をする上でたくさんの実験動物を死にいたらしめています。現在進行形でこれからもずっとそうします」

「しかしそれは……」

「医療が今までどれほど手痛い失敗や、酷い実験を繰り返してきたかご存知ですか？　たぶん、そこらの軍人の方が余程慈悲深いです。私たちは、そうやって医療を開発してきました」

「開発……」

「そうです。医療も武器のように開発なんです。そのために私はなんでもしてきました。あなたがご自分のことを人殺しだというなら、私も同じです」

「い、いやそれは……」

「それに、私はあなたが身を挺して助けてくれたから今ここにいます。戦争を逃れられたこの国の人々もみんなそうです。あなたが背負っているのは、誰もやりたがらないひどい汚れ仕事です。だから、私はあなたに心から感謝しています」

「……っ」

　真っ直ぐな目でそう言われて、レオポルドは返す言葉がなかった。そして、胸に激しい何かがこみ上げてきて、危うく涙がこみ上げてきそうになった。慌てて必死に堪えたが、そんな自分に動揺し、そのことをノアに知られたくなくて、思わず手元の資料に目を落とした。

「……だが、結果的に君に魔法障害を引き起こすきっかけになってしまったわけだ」

「あれは不可抗力です。そんなことより、大佐が今追っている事件って、例の魔法使い七人の連続殺人事件ですか？」

　話題がそれたことにホッとして、本来なら部外者に話すべきことではないと思いながら「ああ、そうなんだ。まだわかってないことも多いが……」と話し始めた。

　この一年、魔法使いのふいの家出から始まった牡蠣小屋殺人事件の概要だ。

「知っての通り、警察には管轄地域がある。だから、管轄外の行方不明者となるともう捜査の範囲外だ。だから、同時期に複数人の家出人がいたとしても、届出のあった警察署の管轄が違えば、その関連性に誰も気づけない」

「なるほど。しかも、小さな子供ならともかく、大人ですもんね」

「そう。だから、いくら家族が必死になったところで、大人の男の行方不明者など警察も熱心にはなれない」

「うーん、そのうち時間が経って家族も諦めちゃうわけですね」

「そういうことだ」

「でもその人たちの遺体がいっぺんに七体も見つかって……」

「そうだ。それなのに、彼らの死因がいまだによくわかっていない」

「え？　どうしてですか？」

「海に捨てられていたので、波に洗われ魚や蟹に食われたりと、どの遺体もほぼ白骨化していて、その骨にこれと言ったダメージの痕跡がないんだ」

「なるほど……」

「今のところ最も有力な説は毒殺だ」

「毒殺？」

「ああ。だが、遺体が海中に遺棄されていたこともあって、なかなかそれが特定できないでいる」

　レオポルドは、あえて被害者の口の中にあったスピッツのことに触れずにいた。さすがに部外者に話すべきではない。

「調べてみたいな……」

「君が？」

「ええ、私は薬学が専門ですから。毒なら一通りわかります。毒の中には骨にその痕跡が残ることもありますし」

「そうか、君なら捜査に参加してもらうのに何の問題もないな。この旅から帰ったら、一度警察署にきてくれないか？」

「ええ、私でお役に立つならぜひ」

「ありがとう。委任状を発行すれば正式に事件の検死に携われる」

　正式に手続が済めば、これでスピッツのことが話せるとあれこれ考えていると、ノアの口数が少なくなってきたことに気付いた。それに、なんだか暑苦しい気がして馬車の窓をわずかに開けた。

　ノアがぎゅっと拳を握り締めながら黙り込んだ。

「ん？　どうした？　馬車に酔ったか？」

「大佐……」

　すみれ色の潤んだ瞳がレオポルドを見上げ、白い額がしっとりと汗ばんでいた。わずかに身じろぎしただけで、ノアの胸元から男の理性を奪う甘い何かが匂い立つ。

　レオポルドの喉がゴクッと上下した。

「ま、まさか……」

「ヒートです。どうしましょう。薬を置いてきてしまいました」

　ふうっと赤味の増した唇から吐き出される吐息が、レオポルドの頬を掠めた。ゾクゾクと背中に鳥肌が立つ。馬車のこの狭いスペースでこれはまずい。

「わ、わかった、俺は一旦馬車を降りて御者台に移ろう」

　レオポルドは御者に合図して馬車を停めさせた。逃げるように御者台に移ってノアをひとりにした。その方がなにかと彼女も都合がいいだろう。

「どうなすったんです、旦那様？」

　朴訥な御者のモーリスが目を丸くしている。

「いや、なんでもない。外の空気が吸いたくなったんだ。このまま走らせてくれ」

「はい」

　モーリスはさして気にも留めずに手綱を軽くピシリと鳴らした。大きな車輪がガラガラと轍を進む。

　中のノアが気にはなったものの、危険な男はいないし周囲にも何もない。副作用が出る強い薬を飲まずに済んでいるのだから、むしろ身体にいいぐらいだと思ったが、甘かった。

　この時点でレオポルドは、ノアの問題を本質的になにもわかっていなかったのである。

　そのまま二時間ほど走ってから馬を小さな池のある草地で休憩させ、自分たちもマリアンヌが持たせてくれた夜食を食べようと中にいるノアにそっと声をかける。すると中から、水だけくださいと言われ、レオポルドは荷物のバケットの中から水の入った瓶を手にして扉を小さくノックした。

「開けるぞ？」

「……はい」

　熱っぽい顔でうずくまっていた座席から身を起こし、水を受け取ろうとして怠そうに伸ばしたノアの手を見てギョッとした。左手の甲に血が滲むほどの歯形がついていたのである。

「おい？」

　ノアがパッと手を引っ込めた。

　よく見ようとしてレオポルドが腕を掴むと、「いたっ」と顔をしかめた。

「ノア……」

「なんでもないんです。大丈夫」

　馬車の扉を閉めようとしたので、レオポルドがそれを阻止して強引に乗り込んだ。

　そして、手を掴んで少し乱暴にブラウスの袖をまくり上げると、いくつかの歯形の跡の他に、二の腕に強く握り締めて爪を立てたような跡が残っていた。

　おそらく、自分を傷つけ、その痛みで発情の衝動に耐えようとしていたのだ。鎮静剤は、危険な男を遠ざけるためじゃない。ノアのこの衝動を治めるために飲んでいたのだということがレオポルドにもやっとわかった。自分の迂闊さにようやく気付いた衝撃と、馬車の中に籠る女の色香でクラクラする。

「……ノア」

「だ、大丈夫だから行ってください。あとで自分で治療しますから」

「……」

　レオポルドは一旦外にでて御者台の荷物の中から食べ物を少し持って馬車に乗り込むと、静かにドアを閉めた。

「少しは食べろ。ローストビーフサンドだ。美味いぞ。マリアンヌが持たせてくれた」

「……大佐、私」

　レオポルドがおもむろに腰の剣を鞘ごと抜いてノアに持たせた。

「え？」

「君を傷つけないと約束するから、少し俺に任せてくれないか？　どうしても嫌ならその剣を抜けばいい。いや、俺を斬れと言ってるんじゃない。鞘から少し抜くだけでいい。この剣は冷気が出るからそれを合図に俺は手を引く」

　ノアがレオポルドの剣を胸に握り締めながら、わかりましたと頷いた。

「ひとつだけ質問するが、答えたくなければ答えなくてもいい」

「……はい」

「自分で自分を慰めたことは？」

　ノアの目が驚きに見開かれた。

　そして、真っ赤になって何度も首を左右に振った。

「どうして？」

「ど、どうしてってそんなの」

　ノアがオロオロと目を泳がせる。

「な、なんでそんなこと聞くんですかっ」

「性欲は満たす方法がちゃんとあるからだ」

「……っ」

「俺は男だからその手のハードルが低い。男同士では日常会話で飯を食うのと同じレベルで話されるからな。だから、女性の君にとってそれがどれほどハードルが高いのか俺にはよくわからない」

「……」

　ノアが胸の中の剣をますます強く握り締めた。まるでしがみついているように。

「だが、確実に言えることは、自分の身体を傷つけるぐらいなら、それをした方がずっといいってことだ。その方が腕にこんな歯形をつけているよりもずっと健全だ」

「……っ」

　少し叱っているような口調になってしまった。だがここは少し厳しくしたい。

「……ほ、ほ、ホントは、自分でもななな何度か挑戦は……」

　剣にしがみつきながら俯き、ノアが消え入りそうな声で告白した。

「でも、うまくいかなくて……」

「なぜ？　自分の身体のことだろう？」

「わかんないですけど、ふ、ふ、触れているうちに、教科書の解剖学の図解が頭に浮かんでしまって、こ、ここ構造の確認になってしまうというか……」

「あはは、それはとんだ職業病だな」

「わ、笑わないでください」

「すまん」

　レオポルドが慌てて笑いを引っ込めた。

「……恋人でもいれば少しはマシだったのかな」

　ノアがポツンとつぶやいた。

「かなりな」

「……でも、私には簡単なことじゃなかったんです」

「……そうか」

「だ、だ、だか、ら、あの、手伝っ……」

　膝の上でギュッと握り締めたノアの手を、レオポルドの大きな手が包み込んだ。

「勘違いはしない。だから君を決して傷つけないと誓うよ」

　そう言って、レオポルドの指がノアの頬を撫でた。

「……っ」

　レオポルドがおもむろにノアを背後から抱えるように両足の間に座らせた。

「……っ！」

「旦那様！　そろそろ出しますよ！」

　外からモーリスの声がして、ノアがびくっと飛び上がった。

　その声に応えて、レオポルドも声を張り上げた。

「ああ、頼む！」

「さあ行くぞ、おまえたち」と馬に声を掛けるモーリスののどかな声がして、ピシッと手綱が鳴る音とともに、馬車が揺れてガラガラと車輪の回る音と軽快な蹄の音が響く。

　馬車の中では、ノアがぎゅっとしがみついていた剣をレオポルドがそっと取り上げた。反射的に手で追うと、レオポルドが耳元で囁いた。

「持ってたら自分でできないだろう？」

「じ、自分で？」

「そう、自分でするんだ」

　ノアがいやいやをするように首を左右に振った。

「で、でも、この呪いが解ければ……」

「でも今じゃない。それに俺もいつまでも協力できるわけじゃない」

　レオポルドの温かい大きな手が、歯形のついたノアの左手をそっと撫でた。

「だから今はこうするんだ」

　言うなりレオポルドは、長い剣の鞘をノアと自分の身体を遮るように間に挟んだ。

　ノアの背中に剣の硬い感触がする。

「痛くないか？」

「だ、大丈夫です」

「これは、俺のためでもある……」

「……？」

「いいか？」

　ノアが震えながらコクンと小さく頷いた。手持ち無沙汰になった手が無意識にレオポルドのズボンの膝の辺りをぎゅっと掴んだ。

　心臓が痛いほどドキドキと早鐘を打つ。勉強ばかりしてきたノアは、二十七歳のこの歳になってもまだ男性経験がない。そのせいで、今はまだ緊張と羞恥心の方がヒートの衝動を上回っている。

　が──

　レオポルドの大きな両手が、ブラウスの上から胸を持ち上げるように揉まれた瞬間、全身にブワッと熱が膨らみうなじに鳥肌が立った。

「う、わ……」

　レオポルドの膝を掴む両手に思い切り力が入った。

「形のいい乳房だ。俺は男の中でも手が大きい方だが、その手から少し零れてしまう……」

　レオポルドがノアの耳元で甘く囁いた。

「……っ……っ」

　そして大きな手がノアの胸の形を確かめるようにゆっくりと揉みしだきながら、親指が脇から胸の頂に向かって別の動きをするのがいやらしい。

「はっ、あっ、のっ、ち、乳房、わっ、だだだ大胸筋の上に脂肪と乳腺が盛り上がってできた女性ならではの器官で乳頭は……」

「ふふ、講義？」

　レオポルドの手が次々にブラウスのボタンをとってゆく。

「ひゃっ」

　反射的にはだけたブラウスを掻き合わせようとしたが、レオポルドの手の動きの方が大胆で早かった。

　ノアの手の間からブラウスの中に手を差し込まれ、ブラジャーのカップの中に指先が入ってきたと思ったら、オレンジの皮を剥くようにブラウスもブラジャーも片手で一気に剥かれて気づけば肩まで剥き出しになっていた。

「わ、あ……？」

（なんで!?）

　と、思ったのはわずかに一瞬で、気づけばブラジャーは背中のホックまで取られて、はだけられたブラウスの前でくしゃっと丸まっていた。この国では女性のコルセットは随分前に廃れていた。

（うそっ──）

「乳頭ってここのことだろう？」

　ゾクゾクするような色気のある声が耳元で響き、ノアの裸の胸の先にある敏感な蕾は、レオポルドの親指と人差し指の間でいやらしく潰れていた。

「ああっ……」

　ノアの背中がのけぞり、しがみつくように必死にレオポルドのイタズラな腕を掴んでいた。

「ノア……」

　レオポルドの手が左手を掴んでノアの乳房に導いた。

　左の胸を掴む自分の左手にレオポルドの左手が重なる。

「大…佐……」

「講義続けて……」

　左胸を掴んだまま動かないノアの手の上からレオポルドの手が積極的に動く。指の間からわずかに覗く敏感な乳首をそっと擦ってレオポルドの吐息まじりの囁きが耳元でする。

「ほら、ここ、ピンと硬くなった……。この現象をなんていう？」

「はあ、あ、あの……」

　乳首の先のチリチリとした快感に震えていると、レオポルドの空いた右手がスカートをたくし上げ、ノアの腿を撫でていた。

　反射的に抵抗する気力も思考力も奪われ、なすがままに自ら足を開いてしまう。

　ガーターベルトで吊られたストッキングの中に、長い骨張った指先が少し潜り込んできた。楽しそうな指先はストッキングを無意味に脱がすと、今度は方向を変えて身体の中心を目指して這い回る。

「ああ、大佐……」

「痛かったら言え」

「はぁはぁ……」

　レオポルドの大きな手がノアの繊細な股の上に置かれた。

「……っ」

　そしてゆっくりそこをさすり始めた。

「んっ……」

「大丈夫か？」

「は、は、だ、大丈夫じゃ、ない、ですっ」

「聞くだけ無駄だった」

　苦笑するレオポルドの長い指が、ノアの小さな下着の上から、ある筋に沿って強弱をつけながら何度も往復する。

「は、あ、あぁ……」

　そっちに集中しているからか、レオポルドの左手の動きが止まりがちだが、思い出したようにまた動き出し、今度はやわやわと揉んでは乳首を摘まれた。

「ぅあん」

　更に、レオポルドの唇がノアの耳をなぞり、うなじを這い回るかと思えば、頬擦りされる。

　そして、ノアの敏感なところを何度も往復していたレオポルドの指がつと立てられた。強く擦ってまた抉られる。

「あうっ……」

　ノアの唇から堪えきれない喘ぎが溢れる。

「下着を濡らすこの液の名前は……？」

「はぁはぁ、あ、バ、バルト…リン……しせんっ、えき……」

「へえ……。すごく滲んできた」

「あぁ……」

「脱がすぞ」

　ノアが返事をする前に、レオポルドが下着の紐に指をかけてスルリと解かれた。

　そしてもう一度指がそこに戻ってきたとき、今までとは全然比較にならない痛いような強烈な快感と共に、ノアの秘密がくちゃっと淫らな音を立てた。

「ああっ」

　レオポルドの指がさらに大胆にノアの濡れた肉襞の形を確かめている。

　それはノアでさえもほとんど確かめたことのない秘密の入り口だ。

　レオポルドの手が再びノアの右手を掴んでそこに導いた。

「……っ」

「ノア、わかるか……？」

　ざらざらと短い毛の生えた柔らかい丘の奥に、淫靡な花弁が熱を持って快感の期待に震えている。自分で触れたときとは全然違う。

　しかし今は、レオポルドの骨張った指と一緒にノアの指がそこを撫でると、身体に籠もった熱が淫らな体液と一緒にトロトロと溢れながら放散され、さらに大きく膨らみながらノアを狂わせる。

　指先が濡れ、くちくちゃと淫らな音が恥ずかしい。

「うっうう……あぁ、大佐……」

「ここ、コリっと硬くなってるだろう？　ここは？」

「ここ……は……」

「教えてくれ」

「うぅ、しょ…しょう、いん…しんっ」

「じゃあ……」

「ああ、大佐…おね、がい……も、むり……」

　敏感な肉襞の縁をそっと指先で撫でていくその繊細な刺激に、ノアは全身に鳥肌がたって震えが止まらない。

「はぁはぁはぁ……」

「ここの合わさった先の……」

　骨張った指がコリっと硬くなっている花弁をなぞりながら開いてゆく。

「膨らんだこの蕾は……？」

　二本の指がノアの最も敏感な蕾を挟んで小さくゆっくりしごき始めた。

　たまらないビリビリとした刺激が、ノアの下腹部から頭の天辺まで這い上ってゆく。

「ああっ」

「ノア、言って……」

「ああん、あ、あ、いんっかくっ！」

　腰がどうしようもなく動いてしまう。

「……俺はクリトリスって言ってるんだ」

「そ、そうとも……いっ、うっ……」

　レオポルドはノアの反応を確かめながら、実に楽しそうに囁く。

「男のように勃起したここは、快楽を貪る……」

「はっ、ああ、いや、やあ、大佐っ……」

　くちゅっ。

「あぁ……ノア……君はたまらない……」

　波のように襲いかかる激しい快感に溺れそうになっていたノアの耳に、レオポルドの抑えた低い喘ぎと、痛いほどぎゅっと左の乳房を掴む手の力に、初めて彼の欲望を感じた。

　たぶん、背中に当たる剣の向こうでは、硬くなった彼自身が触れるはずだ。

「はぁはぁ、勃起する自分のここに、思う存分与えろ……」

　レオポルドの左手が、ノアの左膝をすくい上げるようにして大きく広げた。

　その瞬間、自分の右手が激しい羞恥と躊躇いをかなぐり捨てて、快感を求めて激しく動き始めた。

「あ、あ、ああ、あ、大、佐っ、いいっ──」

「ノア、そうだ」

　レオポルドの両手がノアの乳房を揉みしだき、うなじに舌が這い強く吸われた。

　レオポルドがノアを強く引きつけ、二人の間を割る硬い剣の感触がする。

　激しく上り詰めていた快感の雷いかづちが、ある一点を超えてノアの脳天を貫いた瞬間、鋭いオーガズムの世界に捕まって何もわからなくなった。

「あ──っ」

　気づくとノアは、身体を大きく捩ってレオポルドの首にしがみつき、すぐにぐったりと気を失った。

　レオポルドは自分とノアを隔てる剣と一緒にしがみつくノアの頭を胸に抱えながら、汗ばんだ額に強く唇を押しつけ息をふぅぅっと吐き出した。

　剣の影に隠れたレオポルドの股間は、ズキズキと痛いほど勃起している。

　馬車の小さな窓から眩しい光が射してきた。

「ノア、夜明けだ……」

　朝焼けの空は美しく、ガラガラと回る車輪の音と馬の蹄だけが賑やかだ。
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　ノアがモーリスに声をかけられてふっと目を覚ますと、外はすっかり夜が明けて朝の光に包まれていた。よく晴れている。

「お嬢様、朝食のお時間ですよ」

「……え？」

　ハッと起き上がって服装を確かめると、あちこち妙な違和感があるが、ちゃんと下着まで身に付けていた。おそらく、レオポルドが着せてくれたのだ。

　違和感を調整して馬車の外に出ると、そこはまだ何もない街道の草地だった。

　毛布を広げて朝食の支度をしているモーリスに声をかけると、レオポルドは目的の街に着く前にどこかでもう一度一休みしたいと言ったのだそうだ。

「目的地はもう目と鼻の先です。旦那様は剣を持って林の奥に行かれましたが、じきに戻ってこられるでしょう」

「この林の奥には何があるの？」

「小さな湧水があったと思います」

　それなら自分も顔を洗いたい。ちょっと様子を見てくると言って、ノアは林の奥に向かった。

　ノアのオーガズムの名残は、激しい運動で汗を流した後のような気怠さで、それは、薬でヒートの衝動を無理やりねじ伏せているような不快感さではなかった。

　レオポルドの言うとおり、この一年、あれほど苦しめられたヒートがこの一晩でスッキリと治ってしまった。信じられない思いとともに、複雑な喜びを噛み締めた。

　林の中をいくらも行かないうちに、人影が見えた気がしてそちらに向かって歩いてゆく。

　すると、転々と服が落ちていた。レオポルドのスーツだ。何気なく拾い集めて人影の近くまで行くと、なんと全裸のレオポルドが剣を構えて立っていた。

　思わず引き締まったそのたくましい背中に魅入ってしまった。

　何をしているのかとぽかんと見ていると、レオポルドは構えた剣を鞘から引き抜き、精神を統一するようにスッと構えた。

　それだけで、あたりの空気がピンと張り詰めた。

　そしておもむろに、剣を何度か下から上に向かって掬い上げるように振るうと、その剣先から細い三日月のようなものがいくつか、空中高くに回転しながら飛んだのだ。

　あれは、前に魔法使いが斬り殺されたと思った魔剣の刃だ。

　それはカカカッと小気味いい音を立てて高い木の枝に刺さって止まった。

（すごい、あれが氷月刃だ──）

　でも大佐は確か、氷月刀が使えなくなったと言ってなかったっけと思いながら見ていると、レオポルドはおもむろにその枝の真下まで歩いてゆき、剣を半分ほど鞘に入れ、顔の前で最後の半分をパチンと音を立てて収めた。その瞬間──

　ザッ──

　と音を立てて三日月の氷の刃が、水になってレオポルドに一気に降り注いだ。彼はその水を全身で受け止め、最後に乱暴に顔の水を両手で払った。

　ノアはそんなレオポルドの様子にただただ見惚れてしまった。

　と、レオポルドがノアに気づいてこちらを向いた。

「ノア？」

　レオポルドは自分が全裸だということをまるで意に介さず、そばの木の枝に掛けてあったタオルでずぶ濡れの身体を拭き始めた。

「どうした？」

「ご、ごめんなさい！　水浴びしてるなんて思わなくて！」

　慌ててレオポルドに背中を向けると、彼は腰に布を巻き付け平然とこちらに歩いてきて「おはよう」と言いながらノアの持っている服を取り上げた。そして何事もなくさっさと身に付けると、背中を向けているノアの頭を、ぽんと軽く叩くと馬車の方へ戻ってゆく。

「たぶん、君のおかげで俺の魔剣の力が戻った。ありがとう」

「え……？」

　慌てて後をついてゆくと、レオポルドが笑顔で振り向いて「その様子だとやっぱり治ったみたいだな」と言った。

「はい！」

「じゃあ、朝食だ」

　ノアは、きゅううっと腹の底を掴まれる甘い衝撃に息が詰まった。

　ヒートかと思って身構えたが、ドキドキと早鐘を打つ胸の鼓動は、今まで経験したどの感覚とも違う。

　そして、レオポルドは何歩か進んでふと振り返ると言った。

「言っとくが、さっきのあれはまださわりだからな？」

「え？」

「本格的な女の快楽はあんなもんじゃないらしい」

「ええ!?」

　ノアが仰天するのを見てレオポルドが楽しそうに笑った。

「男は単純だが、女は奥が深い」

　どれもこれも初めて味わう不思議な感覚に、ノアは大いに戸惑っていた。








第五章　湖のある街









　王都から馬車を一晩中飛ばしてやってきた街は、国境に近い湖のある山間のレイクという観光地だ。殺人事件のあったボランから、馬車で半日ほど北側の内陸に向かって走ってゆく道筋だ。

　ノアたちが大通りの広場に到着すると、レオポルドの到着を待っていた若い男が、馬から降りてサッと敬礼した。どうやらこの街の警官らしい。レオポルドが早速近づいてゆき、二人でなにやら短い会話を交わしている。ここからでは会話の内容までは聞こえない。

　ノアは馬車のすぐそばで、うんと背伸びをしながらその様子を見守っていた。

　しばらくして、会話が終わったのか、若い部下が再び馬に跨って去ってゆき、レオポルドが弱ったなというように戻ってきた。

「ノア、すまん。どうやら誤情報だったらしい」

「え？」

「俺たちが追ってるのは、カール・トーマスとニコル・ベルナールというカップルだろ？　それが、どこで錯綜したのか今聞いたら、トーマス・カルロと、ニコラ・ベルナーというカップルだった。二人は三十代だがこっちは四十代の夫婦だそうだ」

「ああ、なるほど。絶妙にややこしいですね」

「まぁな。でも、よくある名前だからよく確認するよう言ったんだが……。まったく、書類の管理を徹底するよう言いつけておく」

「わかりました。仕方ないですよね」

　すると、不意にノアがモーリスに声をかけられた。

「おや？　お嬢様、虫に刺されましたね。よければこれ使ってください」

「え？」

　モーリスが、ポケットから小さな塗り薬の容器を差し出しながら、ほらここというように、自分のうなじの辺りを指した。

　ノアの赤くなっている場所だ。ブラウスの襟からわずかに見えているらしいが自分では見えない。

　痒くもなんともなかったが、せっかくなのでありがとうと受け取った。

「モーリス、そこのホテルに部屋を取ったぞ。馬車を回してゆっくり休んでくれ」

「はい、旦那様、ありがとうございます」

　モーリスはそう言って、馬車を目の前のホテルに向けた。

「ノア」

「はい」

「それはその」

「それはその？」

「ああ、その首の赤味だ」

「ああ虫刺され。さっきの林ですかね？　全然痒くないですけど」

「俺だ」

「は？」

「それは、俺がつけた。すまん」

「は？」

「あー、さっき、つい……」

　言われてノアは、レオポルドにうなじのあたりを強く吸われたことを思い出した。ノアの首の赤味はキスマークだったらしい。

　慌てて手でブラウスの襟をかき合わせた。

「すまん」

「き、きゅ、吸引性皮下出血……」

「なんだって？」

「い、いえ、なんでもありません！」

　レオポルドが気まずそうにポリポリとこめかみを掻いている。

　ノアは真っ赤になってしまった。

「当分取れないよな。ホントにすまない」

「い、いえ、こ、このぐらいならすぐに魔法で取れますから」

「でも君は今魔法が使えないだろう？」

「ああっ、そうでした。あ、でも、スカーフがありますから大丈夫です」

「そうか？　まぁ、そういうわけで、君の部屋もとってあるから自由に使ってくれ。俺はこれからレイクの警察署に向かう。事件捜査だ」

「ああ、はい、わかりました」

「それで、強行で申し訳ないんだが、今夜のうちにここを発つ。大丈夫か？」

「はい、カールがいなかったので、のんびり薬屋と知人を訪ねようと思います」

　この街には麗しいジュリアがいるはずだ。

「知人はともかく、薬屋も？　薬屋なら王都にもあるだろう？」

「この辺りでしか採れない魔法植物や素材がありますから」

「ああ、なるほど」

「じゃあ」と言って、レオポルドはすぐに辻馬車を拾って行ってしまった。

　ノアはとりあえずホテルにチェックインしてシャワーを浴びた。鏡でうなじに残ったキスマークを見て、つい数時間前の馬車での出来事が脳裏に浮かび、再び胸をきゅうっと締め付けられる。

　とりあえず深呼吸で息を整え、気を取り直してバッグをかき回し、スカーフを引っ張り出しそれを首に巻いた。手の甲は幸いにもすでに赤みが引き、腕の傷はブラウスの袖で隠れる。

　まだ少し朝が早かったので、薬屋は後にしてジュリアの病院へ行ってみようと思った。急に来たので連絡ができなかったから、もし会えなければ、自宅に伝言羽を飛ばしてもらえるよう頼んでみよう。

　ホテルのフロントで聞いたら病院はすぐにわかった。ジュリアの父親が経営しているリシャール・クリニックは、この街の観光名所でもある湖を見下ろす高台に建っているという。貴族やお金持ち商人を相手にした療養型の特別医院なのだそうだ。

　辻馬車を拾って早速行ってみると、真新しい白亜の病院はまるでどこかのお城のように美麗な建物だった。中も外見に違わず瀟洒で、受付でジュリアの名前を出すと、気取った受付嬢が「お嬢様ならご結婚されて、この近くのお屋敷にお住まいです」と言われた。

「え、結婚？」

　意外だった。ジュリアはこの街に帰ってきてすぐに結婚したのだ。

「よろしければ、伝言羽を飛ばしてお知らせしますか？　お嬢様はご自宅にいらっしゃると思いますが」

「あ、ええ、ぜひ！」

　受付嬢がすぐに凝った作りの伝言羽を飛ばしてくれた。

　返信はまもなく飛んできた。ジュリアの綺麗な文字で「是非お待ちしている」と書いてある。

　病院にほど近い高台の屋敷は、病院に負けず劣らずの白亜の大御殿だった。大きな門扉の向こうにある屋敷と思しき建物は、冗談かと思うほど遠い。召使が門扉を開けてくれるのを待っている間、思わず自分の服装を確かめてしまった。マリアンヌさんに言われて、一張羅のシルクのブラウスを着てきて本当に良かった。

　とその時、坂道を登ってくる美しい白い馬車に気づいた。ノアの乗っていた辻馬車に気付いて速度を緩めると、まだ動いている馬車の扉が開き、そこから身を乗り出すようにして、笑顔でこちらに手を振るプラチナ・ブロンドの美しい女性が見えた。

「ノア先生！」

「ジュリア！」

　ジュリアがノアの目の前で御者も待たずに馬車から飛び降りると、目を丸くするノアに飛びついた。

「ごめんなさい！　プレジャーボートで湖に出ていたんです！　伝言羽を見てすぐに飛んで帰ってきたわ！」

「ああ、ごめんなさい、せっかくの船遊びなのに」

「そんなの、ノア先生に会えるんですもの！　よくきてくださいました！　嬉しいわ！」

「ああ、元気そうで良かった」

　ジュリアは長い玄関ポーチまでノアと肩を並べて歩いた。大柄な御者が一足先に馬車で屋敷に入ってゆく。

「ご結婚されていたのね。私、何も知らなくてごめんなさい」

「私がお知らせしてなかったのですもの。先生が来てくださっただけで十分です」

「そう言ってくださると嬉しいわ。ご結婚おめでとう」

「ありがとうございます」

　にっこりと微笑むジュリアは、輝くようなプラチナ・ブロンドも、晴れた空のような青い瞳も、陶磁器のような白い肌も以前と何も変わらない。

　ようやく玄関に到着すると、先ほどの大柄な御者が荷物を馬車から降ろしていた。目深に被ったフードからちらりと見える横顔には、大きな火傷の跡があった。召使に荷物を預け、ノアに小さく頭を下げると、逃げるように屋敷の裏に馬車を移動させてゆく。他の召使たちが、目障りなものでも見るように眉を潜めながらそんな彼を見送っていた。

「彼がいるから、魔力のない私でもボート遊びができるんですよ、先生」

　ジュリアは他の召使たちに聞こえるように明るく言った。

「え、ああ、そっか。さっきの彼は魔力があるのね。プレジャーボートって確か、魔力で動かせるのよね」

「そうです。彼は、ユーグは戦争のせいで顔に火傷を負い、喉を潰されて口も利けませんけど、私がまだほんの子供の頃から献身的に仕えてくれるんですよ」

　わざと周囲に聞こえるようにそういうジュリアの言葉を、召使たちが黙って聞きながら静かに目配せし合っていた。唇の端に薄ら笑いを浮かべているものさえいる。何か嫌な感じだ。

　あの極悪ブラックな救護テントに比べれば天国のように豪華で清潔なお屋敷で、気品に溢れた高価な衣装に身を包み、相変わらず慈愛に満ちた笑顔を浮かべながら、もしかしたら彼女は、あまり幸せではないのかもしれない。

　香り高いお茶を笑顔で注いでくれる彼女についポロリと言ってしまった。

「ジュリア、あなた大丈夫？」

「え……？」

「あ、ああ、ごめんなさい、私なに言ってるんだろう。大丈夫に決まってるじゃないねえ」

「ふふ、ノア先生は相変わらずですね」

「もうほんとにごめんなさい。失礼なこと言って」

「先生はいつも、服装や飾りじゃなくて顔色と表情をご覧になる」

「あぁ、そうね、医者だから」

「ふふ……」

　ノアはバツが悪くて身を縮めた。

「あなたたち、この方と二人にして……」

　大勢の召使がジュリアのその一言で居間を出て行った。

　その冷ややかで寒々しい雰囲気が、ジュリアを取り巻くこの家の環境を物語っている。

　誰もいなくなったところで、ジュリアが手ずからお茶を入れてくれた。

「私は父から、リシャール家の娘がいつまでも看護師をしているのは体裁が悪い、おまえの幸せは、うちに出資してくれた資産家のローランド伯爵に嫁ぐことだと言われました」

「ジュリア……」

「我が家は、二人の兄も父もＡランクの魔法使いで医者です。私だけなんです。魔力がないの……」

　ノアはなんと答えていいのかわからない。

「ふふ、そんな顔しないで先生。私、不幸みたいじゃないですか」

「あ、ごめん、そんなつもりじゃ……」

「ふふ、冗談です。先生はどうしてここへ？」

「あ、ああ、実は──」

　ノアはあの戦場で受けた魔法障害についての経緯をざっとかいつまんで話した。そして、絶妙に似た名前のカップルの誤情報を追ってここへ来たのだと面白おかしく話して聞かせた。

「だから私は今、全く魔法が使えなくて……」

「へえ、そんなことがあるんですね。カールってあの爆弾を作ろうとしてた魔法使いでしょう？　あのとき、私もあの場にいたので見てましたけど、あの魔剣使いの大佐にあっという間に斬られて、まだ息があるっていうので、急いでテントに担ぎ込んで、スコット先生がそのまま助けちゃったんです。私、そのとき助手してたので見てました」

「そうだったの……」

「そのカールと今一緒にいるのが、あの赤毛のニコル？」

「ああ、そうか、あなたも彼女のこと知ってるわね」

「ちょっと惚れっぽい人ですよね？　あまり仲良くはしてなかったですけど、彼女が今そのカールっていう魔法使いと一緒にいるなら、私も伝手を辿って誰かに聞いてみます」

「ホント？　助かるわ！　よろしくお願いします！　でも、警察より頼りになりそうよね」

「ふふ、そうですね。女同士ですもんね」

　そろそろ引き上げようとして立ち上がると、彼女がテーブルの燭台の蝋燭にマッチで火を灯しながらノアに言った。

「先生、マッチがそのうち必ず魔法を超えるって思っていいですか？」

「もちろんよ、ジュリア。この先この世から、誰にだって使えるマッチがなくなることなんか決してないわ。なくなるとすれば、魔法が先よ」

「ふふ、そっか。ありがとう、先生。また会いにきてくださいね」

「ええ、またね」

　ノアが言ったことは決して口先だけのでまかせではない。科学はいずれ必ず魔法を凌駕する。十分に発達した科学技術は、魔法と見分けがつかないと言ったのは、どこの誰だったか──
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　レオポルドがレイクの警察署に行くと、待ってましたとばかりに牡蠣小屋殺人事件の担当捜査官が飛んできた。

　白骨遺体が発見されたボルドからレイクまでは内陸に向かって馬車で半日。ボルドと王都とレイクを結べば、ちょうどきれいな直角三角形になる。

　新聞は連日この事件を様々なかたちで報じ、警察はいまだ犯人の手がかりさえ掴めていないと非難している。そのせいもあって、記者は捜査官を見かけると追い回し、素人のにわか探偵があちこちに登場しては勝手なことをしている。そのため、捜査がかき回されることを嫌った捜査本部は、その手の輩の介入を抑えなければならないという余計な仕事が増えてますます忙しい。今や国全体がこの事件を推理ゲームのように楽しんでいるといった有様だ。

　まぁ、おかげで各地の警察署も、気合を入れて事件に取り組んでくれるのはいいが、勇足も多い。捜査全体を統括しているレオポルドは、気がかりばかりが増えてゆく。

　この事件の最初の犠牲者と思しきアダム・コネリーは三十八歳の医師で、出身地がレイクで、五年前までこの街の病院で働いていたという報告が上がっている。その後ボランの病院に移り、一年も経たずに殺されてあの牡蠣小屋に捨てられた。比較的死亡時期がはっきりしているのは、彼の遺骨にビッシリ繁殖していたフジツボの状態から推定された。

　犯行はアダムの殺人を皮切りに、二番目は一年あいだを開けて、その後一、二か月毎に定期的に行われている。

　レオポルドは、この手の連続殺人事件は最初の事件が最も重要だと考えている。犯行を重ねるごとに洗練されてミスのない犯行手口も、最初だけは不慣れから来るミスを残しやすいからだ。最初の被害者こそが、もっとも犯人につながる手がかりを残しているのではないかと思う。ちなみに、アダムの口の中からスピッツは発見されなかった。

「レオポルド大佐、リシャール医院の院長とアポイントが取れています」

　聞き込みに同行してくれるという地元出身の警察官が、資料を手にレオポルドの元にやってきた。

「ああ、ありがとう。アダムは五年前までこのリシャール病院に勤めていた？」

「ええ、当時のリシャール医院は、今みたいな金持ちだけを相手にする病院とは違いましたけどね」

「ふーん」

「末娘を金持ち伯爵家に嫁がせて、たんまり資金提供させて一年前に今のお城みたいな病院を建てたんです」

　ジョゼフという若い警官の言い方があまりにもあからさまに反感を含んでいたので、レオポルドは思わず苦笑してしまった。

「ふ、君はリシャール・クリニックの院長が嫌いか？」

「あ、す、すみません。つい」

「まぁいいさ。とりあえず行ってみよう」

　ジョゼフと連れ立ってリシャール・クリニックを訪れたレオポルドは、湖を見下ろす高台に建つ白亜の美しいクリニックを見て、先ほどの彼の態度に納得してしまった。中の様子も病院というより高級ホテルのようだ。

　案内に立ってくれた美しい秘書に通された院長室は、実に豪華だった。

「ようこそお越しくださいました」

　そう言って、鷹揚に微笑む恰幅の良い院長のジャンポール・リシャールは、レオポルドとジョゼフに応接セットを示した。

　彼の背景の壁には、おそらく院長の家族と思しき肖像画がでかでかと掲げられている。

　椅子に腰掛けた美しいプラチナ・ブロンドの妻と金髪で恰幅のいい院長を中心に、母親譲りのプラチナ・ブロンドの端正な少年二人が夫婦の両脇に立ち、お人形のような少女が母親の膝に抱かれている。三兄妹は揃って母親譲りの混ざり毛のないプラチナ・ブロンドと、父譲りの青い目をした美しい子供たちだ。成長した今も、さぞや美しいのだろう。

「実に美しいご家族だ」

　レオポルドがそういうと、院長はお恥ずかしいと心にもない謙遜をした。恥ずかしいと思う人間がこんな大きな肖像画を飾るわけがない。

「妻は早くに亡くしましたが、兄二人が私の魔力を受け継いで医師になってくれましてね。魔力のない妹は去年ようやく嫁がせました。女性は男の庇護に入ってこそ輝くというものだ」

　レオポルドは院長の偏った価値観を曖昧に微笑んで聞き流すと、早速アランのことを聞き出すことに集中した。

　ところがこの院長、かつての従業員の話よりもこの医院の自慢の方がもっぱら重要な話題のようで、ともすると話の流れがそちらに向かう。話をなんとかこちらの流れに戻しながら、レオポルドは聞きたいことがあらかた聞けたところを見計らってソファから立ち上がった。

「今日はお忙しい時間をいただいて、大変恐縮です」

「あ、ああ、そうですか。またぜひいつでも」

「ありがとうございます。ところで院長、当時、アランと働いていた同僚や看護師のお話も伺いたいのですが」

「ええ、もちろん構いませんとも」

　院長に許可を取って、この病院で一番古くから働いている看護師に話を聞こうとしているところで呼び止められた。

「あ、あの……」

　身なりのいいその女性は、どこかの奥方といったところだが、オドオドと周囲の目を気にして落ち着きがない。

「我々になにか？」

　レオポルドは落ち着かせようと、できるだけ穏やかな笑顔で受け応えると、その女性はその笑顔に安心したのか縋り付くように言った。

「わ、わたくしは、この病院の院長の長男の嫁のデボラと言います。あの、ちょっとご相談したいことが……」

「我々でお役に立てることでしたらなんなりと……」

　デボラ夫人はよほど人に聞かれたくないらしく、レオポルドたちを伴って病院の広い中庭にある東屋まで誘うと、あたりの様子を伺いながら声を潜めた。

「しゅ、主人がこの三日、家に帰ってこないんです。もしかしたら、れ、れ、例の、あのおぞましい事件に巻き込まれたのではないかと……」

　夫人の話では、夫のロダン・リシャールは今までも度々家を開けることはあったが、彼が溺愛しているひとり娘の誕生日に帰ってこないのはどう考えてもおかしいというのだ。

　だが、そう話している夫人の様子がどう見ても少し不安定で、落ち窪んだ目の周りの隈や、何度も揉み合わせる手の動きや、噛み跡の残る短い爪は夫人が心に問題を抱えていることを示していた。

　レオポルドはチラリとジョゼフと目を見交わし、なるべく静かに穏やかに話しかけた。

「お話いただいてありがとうございます。ですが、我々は先ほど院長にお会いしていたのですが、ご主人が三日も病院に現れていないとは聞いていませんが……？」

「そ、それは、お義父様も主人も経営の方に深く携わっていますから、医師として患者さんを直接診るということはほとんどなくて……」

　夫人がモゴモゴと口を濁したが、確かに院長もその息子も立場から言って積極的に現場に出なくともいいのかもしれない。

　不安そうに手の中で何度もハンカチを揉みしだく彼女は、あまり幸福な結婚生活ではなさそうだ。これはもう少し丁寧に病院の内情を探る必要もあるのかもしれない。ロダンが姿を消す前後の様子をもう少し聞いて、「わかりました、我々も独自に調べてみます」と言って夫人と別れた。

　背を丸めてそそくさと帰っていく彼女の後ろ姿を見送りながら、レオポルドたちは次に、長く働く病院スタッフを当たった。

　早速アランのことを聞いたが、非常に女癖の悪い男で、看護師に手当たり次第に手をつけてはやり捨て、最後には当時まだ十代だった院長の娘のジュリアにまで手を出そうとして病院を追われたという。

「顔と魔力のレベルだけは高いけど、他はどうしようもないクズでしたよ」

　と、旧医院から十二年間リシャール・クリニックで働く最古参の看護師長は手厳しく吐き捨てた。

「なるほど。ところで、話は変わりますが、院長の御子息のロダン・リシャール医師が、家に戻らないとお聞きしたんですが」

「ああ、奥様のデボラ様からお聞きになったんですか？」

「ええ」

「どうせ、どこかの愛人の家にしけ込んでいるんだと思いますが」

　看護師長は顔をしかめながら言った。

「まったく、院長とご長男は実によく似た親子で、リシャール家の男の周囲にいる女たちはみんな不幸なものです」

　相変わらず手厳しい看護師長が逆に心配になってしまい、レオポルドが苦笑しながら聞いた。

「我々にそこまであけすけに仰っていいんですか？」

「ふん、私は今月いっぱいでこの病院を辞めて、息子夫婦と暮らすことになっているからいいんです。やっとおさらばできるわ」

　ではと、積年の思いをレオポルドたちにぶちまけた看護師長は、ちょっとすっきりしたような顔で去っていった。

　この時、レオポルドはすれ違いで気付いていなかったが、ノアが病院の受付でジュリアとのアポイントを申し込んでいた。その返信の伝言羽を、受付の広いホールのソファで待っていたのである。

　レオポルドがもう何人か他のスタッフに話を聞いている間、ノアは届いた伝言羽の返信を受けてリシャール・クリニックを後にしていた。
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　ノアは、ジュリアのお屋敷を早々に辞去して、気持ちを切り替えて目的の薬屋に行くことにした。

　ホテルのフロントで、予め調べておいたこの街一番の老舗に向かう。ホテルからもほど近い、大通りに建つ一番古びた小さな薬屋に入ると、早速独特の匂いに包まれた。ノアの大学の研究室も同じような匂いがする。

（ああ、落ち着く……）

　この手の店は、店舗の規模より小さくともなるべく長く営業しているのがいい。ゆっくり店内を巡った。

　カモミールやラヴェンダーのようなごく一般的なハーブや香辛料に加え、マンドラゴラやモーリュ、ハオマといった魔法植物の中に、なんとプロメテイオンまである。白蜥蜴しろとかげの骨の粉を見たときは思わず「おお」と声が出た。これで火傷などの皮膚再生の治療が格段にやりやすくなる。なんという優良店だ。どんどん買い物カゴに放り込んだ。あとで大学に請求しよう。

　そして、魔石で動く冷蔵ケースの中には、人差し指大の少し大ぶりな魔法スピッツがいくつも並んでいた。これには魔法使いの血液が入っているのだ。持ち主の名前と連絡先と魔法属性、ランクがラベリングされていて、詳しい成分表と一緒に売られている。

　おそらく、地元の魔法使いの血液だ。これはあまり魔力の高くない魔法使いや、高齢で魔力の衰えた者、オーバーワーク気味で魔力を万年消耗している者などにはありがたい商品だ。ちなみに、ヘビーな軍医の時はノアもよくお世話になった。癒し形の血液と詠唱を合わせれば、時魔法のノアでも癒し系魔法が使える。

　逆に、魔力に余裕のある時は売りに来ることもある。時魔法はどの魔法とも相性がいいのだ。持ちつ持たれつというところだ。もちろん、同じ属性でもランクによって値段はピンキリ。ちなみに、ノアはＢランクだが、時の魔法は珍しいのでノアの血液でもＡランクと同じ値段で売れた。

　そんな魔法血液のラベルを見ていて、ふと見覚えのある名前を見た。

（ん？　カール・トーマス？？）

　スピッツが十本ほどある。確か追っている魔法使いの名前と同じだ。属性は炎。国籍はトルソ──というところまで読んでノアは思わず店の奥の店主に声をかけた。

「ご主人！　この血液は!?」

　いきなり声をかけられて、カウンターの内側にいた太鼓腹の店主が、なんだなんだと顔を上げた。

「ここここ、この、カール・トーマスっていう隣国の魔法使い！」

「ああ、嬢ちゃん知ってる人かい？」

「ま、まぁ」

「あんたも騙された口？」

「は？」

　店主の話によると、ごく最近まで王都の軍病院で働いていた看護師の娘が、悪い魔法使いに騙されて捨てられた腹いせに売りに来た血液だという。この血液を売りに来た出入りの業者からの又聞きだ。

「よくあんのよ、そういうこと。魔法使いの男が寝入ってる間にこっそり。慰謝料代わりなのかね。女は怖いねえ」

　あははと店主は太鼓腹を揺すって笑う。

（ビンゴ！）

　噂の真相はともかく、細かいところがニコルとカールの状況に一致しているし、ニコルが金と男にだらしないのは仲間内では有名な話だった。だとすれば、二人はもう別れているかもしれない。

　でも、とりあえずまあ、なんという幸運だ。

　ノアは早速全部くれと言った。

「ええ？　大丈夫？　そんなに恨んでんの？　呪いに使ったりしない？　やめときなよ～。呪術は呪った方もリスクあるよ～！」

「そんなことしませんよ！　それに、騙されたりしてません！」

「ほんとぉ？　でもこれさ、正式な魔法の契約ラベルじゃないのよ。実は。俺の簡易検査では一応、炎の赤い結晶出てたから炎系ってことにしてるけどさ、名前ぐらいであんまり詳しいことがわかんない。巡り巡ってきたスピッツだから格安なの。悪いこと言わないから、使う前にどっかで一度ちゃんと検査してもらって……」

「ああ、それなら大丈夫です。私、王立大学病院の魔法薬の研究者なので自分で調べますから」

　そう言って、ノアはバッグの中から身分証を出した。

「あ本当だ。学生かと思ったよ。でもそんなら安心だ」

「というか、ご主人、簡易検査の器具使わせてもらえませんか？　消耗品の試薬のお金ももちろんお支払いしますから」

「ああ、いいよ、この奥だ。ついでに、他のものも検査頼んじゃっていい？　王立大学の研究者なら品質保証のサイン書けるでしょ？」

　品質保証のサインを書くには国家資格がいるがノアは持っていた。

　資格持ちが魔法の契約ラベルに品質保証のサインを書くと、魔法が発動して全ての同じ商品のラベルに保証サインが浮き上がる。

　この応用で、魔法使いの血液ラベルには嘘の名前が書けない。

「ああ、構いませんともご主人！　その代わり、他のものもお安くしてくれるんですよね？」

　ノアがニカッと笑った。

「まったく、可愛い顔して食えねえなぁもう」
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　レオポルドが夕方近くにホテルに向かうと、ノアはまだ戻っていなかった。すぐに王都に戻らなければならない。

　この半年、レオポルドは全国の行方不明になった魔法使いの情報を逐一集めていると言った状況だ。専用伝言羽を使っているとはいえ、全国に広く散らばっているだけに、やたらと時間がかかる上に膨大な量だ。その裏取りがまた時間も手間も人手もいる。いつ果てるとも知れない作業量にうんざりだ。

　問題は、犯人がどうやって互いに接点のない被害者を選んでいるのか、それがどうしてもわからない。当初は医師が集まる学会だろうかという意見も出たが、それだと軍人や職人の被害者は当てはまらない。魔法使いが登録されている魔法協会では範囲が広すぎる。今捜査はここで大きく暗礁に乗り上げていた。

　とりあえずノアを探そうと、フロントでノアの所在を聞いてみたが、やはり、朝出かけたきりまだ戻っていないという。

　知人との再会が盛り上がっているのだろうか。どこの誰と会うかをまるで聞かなかった自分の迂闊さを悔やんだ。

「そう言えば、お連れ様は薬屋のことも聞いておられましたが……」

　フロントマンの言葉に、そう言えばそうだったと思い出した。聞けばこの近くだと言うので、念のために立ち寄ってみることにした。




　果たして──

「え、あんたあの嬢ちゃんの知り合い？　じゃあ、いい加減にしてくれって言ってよ、もー！」

　いきなり店主に泣きつかれた。

　店内に入ると、店のカウンターの奥にノアらしき後ろ姿が見えたので聞いてみたのだ。

　ノアの資格を利用して、どうも出自の怪しい魔法使いの血液を改めて再検査してもらっていたと言うのだが、その後、ここで買った魔法使いの血液検査を始めると、作業場から動かなくなったと言うのだ。

「王都から来てるんだって？　帰るのに丸一日かかるから、それまでちょっとデータ取らしてくれつってあれだよ」

　ソーセージみたいな店主の指の先には、顕微鏡やらフラスコやら、その他レオポルドにはよくわからない器具を手に、ノアが机に向かってガリガリと夢中で何か書きつけていた。

「昼過ぎに来て、かれこれもう五時間だよ、五時間！　店の薬は勝手に使うわ、帰れつってももうちょっともうちょっとで、もお、嬢ちゃんが作業場独占してるから客注の魔法薬全然処方できなくて困ってんの、こっちは。えらい営業妨害だよまったく。早く連れ帰ってくださいよ、お客さん」

　店主の盛大な愚痴になんとか笑いをこらえて謝り、レオポルドはノアの背中に向かって声を張り上げた。

「ノア、この近くで美味いエビを食わせてくれる店を教えてもらったんだが、そろそろ夕飯の時間だと思わないか？」

「エ、エビ!?　ご飯！　行く!!　行きます!!」

　椅子からぴょんと立ち上がって、きょろきょろと声のする方を向いてレオポルドを見つけると、「あれ？　大佐、もう終わったんですか？」と言った。

「飯かー、食い物だったかー」と店主がカウンターに手をついて悔やんでいる。

「もうって、もう夕方だぞ」

「あれ、本当だ。ご主人、なんでもっと早く声かけてくれなかったんですか」

「……なにこの子？」

　店主が呆れたように呟いた。

　ノアは机の上に散らばった紙束などをガサガサとかき集めると、薬包紙に包まれた薬を処方箋と一緒に店主に差し出した。

「はいこれ、ご主人。伝言羽で届いたお客さんの注文分のお薬ついでに処方しておきました」

「おっ、おお！」

「この処方、こっちの方がいいので直しておきました」

「え、でも医者の……」

「薬に関しては私の方が優秀です」

「そ、そうか」

　店主が薬包紙と処方箋を見比べながら唸っている。

「それとこれ」

　ノアが血液の入ったスピッツをいくつか差し出した。

「私の時魔法の血液です。出血大サービスです」

「え!?　嬢ちゃん時魔法の魔法使いなの!?　それはすごい！」

「Ｂランクなので大したことできないですけど、今魔力も弱っているし半額でいいです」

「えええ、お金とるの？」

「じゃあ、白蜥蜴の骨粉かプロメテイオンをもう一袋つけてくれるって言うのでどうです？」

「乗った！」

　レオポルドが二人のやり取りを聞いていて、とうとう盛大に吹き出した。

　腹を抱えて笑うレオポルドを、薬屋の店主とノアがきょとんと見ている。ひとしきり笑って目尻の涙を拭うと、レオポルドが笑顔を残したままノアに言った。

「ノア、行こう」

「あ、はい！」

　帰り際に「またいつでもきてね！」と一転して手を振る店主に別れを告げて、たっぷりと美味いエビを堪能した二人は、王都への帰路についた。

　帰りの馬車の中でも、ノアは鞄を膝に乗せて、ずっと何やらガリガリと書き物をしている。その横顔を見ながら、レオポルドはひとときの平和な眠りについた。

　明るい満月が、二人の乗る馬車をいつまでも追いかけてゆく。








第六章　ノアとシュタイナー家の人々









　シュタイナー家でのノアは、屋敷に勤める大勢の使用人たちの健康管理や病気になった時の診察、投薬治療が主な仕事になった。ついでに彼らの家族も診ている。

　そしてそれ以外の時間帯は、できるだけ魔法障害の治療に関する研究に充てた。頼みのレオポルドのデータはもう十分とった。カールの血液もある。

　ヒート期でさえなければ、男性と顔を合わせても問題はない。そもそも、不特定多数の人間と出会う今までと違って、ここではシュタイナー家の使用人がほとんどだ。よって主人のレオポルドの客人であるノアに迂闊なちょっかいをかける者などどこにもいないのである。もともと引きこもり気味の研究者でもあったノアは、この広大なシュタイナー家の屋敷で、女性ばかりに囲まれて久々にのびのびと生活した。ストレス過多だったこの一年を思えば楽園のようだ。

「ノア様！　またあちこちに作業を残したまま移動されましたわね！」

　分厚い本を何冊か抱えた侍従長であるマリアンヌが、ノアが庭師のトムと紙束を手になにやら熱心に話し込んでいる所へやってきた。

「あれ、そうだった？」

　ノアがえへへとごまかし笑いをしながら「それよりこれみて！」とトムが持っていた紙を広げて見せた。

　そこにはかなり細密で美しい植物の絵が木炭で描かれていたのだ。

　マリアンヌが「おお」と目を見開いた。

「これは素晴らしいですね。トム、あなたにこんな才能があったなんて知りませんでした」

「これはどうも、マリアンヌさん」

　朴訥なトムが帽子をとって頭を下げた。

「いや、そうではなくて、ノア様！」

　気を取り直してマリアンヌが話始めたので、ちょっと待ってとノアがトムとの話を切り上げた。

「じゃあトム、あとで私のところにあなたの絵を持ってきてね」

「はい、お嬢様」

　トムが再び持ち場に戻るのを見送りながら、マリアンヌがノアに向き直った。

「わたくしは、屋敷の中を見れば、あなた様が何をしていたのか一目瞭然ですと申し上げにきました」

「そうですか？　すごい観察眼ですね、マリアンヌさん」

「鋭い観察眼なんか全く必要ありませんよ。リアン、言っておやりなさい」

　そう言われて上司に従ってついてきた若手メイドのリアンは、茶器の乗ったワゴンから手を離し、コホンと小さく咳払いして、姿勢を正した。

「まずノア様は朝食をお召しになると、食堂で紅茶を飲みながら、今日の診察前の調べ物をしようとして部屋から医学書を二冊お持ちになったみたいです。これがいくつかの魔法薬の小瓶と一緒に、ダイニングテーブルの上に広げたままでした」

　そう言って、リアンがワゴンの下段にあった分厚い医学書二冊と三本の薬瓶を指し示した。

「ああ、うん」

　ノアが自分の行動を思い浮かべながら頷いた。

「それで、調べ物をしているうちに、メモがしたくなったんでしょうね。でもペンがない。そこで、筆記具を探してふらふらと玄関ホールに移動されるわけです」

　ノアが目を瞑って組んだ手を顎にやりながら、うんうんと二度頷いている。

「で、伝言羽の入った箱の中に目当てのものを見つけ、そこで思いついたことを忘れないうちに書き取りました。でも、その便箋は伝言羽用のものですから、全部持っていくわけにはいかない。そこで、書いた便箋を二枚破りとるわけです。若干雑に」

「ああ、そうそう便箋便箋……」

　言いながらノアがエプロンのポケットから雑に破られたくしゃくしゃの便箋を取り出し、丁寧にシワを伸ばしてワゴンの本の間に挟んだ。

　そしてリアンはさらに続ける。

「でも、伝言羽を見て今度は薬屋に薬草の注文をしなければならないことを思い出したみたいです。だからアドレス帳と魔法薬草辞典が必要になりました。そこで早速部屋に取りに行って、それを見ながら伝言を書きます。それがこれです。伝言羽の台の上にありました」

　リアンがワゴンの本に、分厚い辞典と薄いアドレス帳をさらに二冊重ねた。

「ちなみに、あなた様のお部屋の中は棚に収まりきらない積み重なった本の山が、三つほど雪崩れておりました」

　これはマリアンヌ。

「あ、あとでちゃんと直そうと思ってました。ホントです。それに薬草って似たような名前が多いんです。しかも、いつもの薬屋に在庫があるとは限らないし……」

「で、薬草辞典を見て昨日届いたばかりの薬草のことを思い出し、天日干ししなければならないと思って、今そこでそうしておられるわけです」

　ノアの足元には、薄い敷布の上に広げられた薬草があった。

「すごいわ、リアン！　その通りよ！」

　ノアが拍手をすると、マリアンヌが「リアンでなくとも誰にでも一目瞭然です」と溜息をついた。

「わたくしは、あなた様のその作業途中のいろいろが、屋敷中のあちこちに散らばっていると苦情を訴えているわけです。ゴミだかなんだかわからない枯れ草のようなものもよく散らばってますし、うっかり知らずに捨ててしまって、貴重なものだったらどうなさるんです？」

「あー、そうですね、すみません」

「というわけで、このワゴンを今後あなた様専用にいたします。ペンもメモ用紙も備えてございます。それ以外に必要なものは常時これに入れて持ち歩かれれば、我々の手を煩わせるほとんどの問題が解決すると思うのですが、いかがでしょうか？」

「素晴らしいご提案だと思います！　ありがとうございます、マリアンヌさん！　喜んで使わせていただきます！」

「それは恐縮です。喜ぶばかりではなく、少しは反省もしていただければなと、これはわたくしの希望です」

「はい、しますします」

「ぷ、本当ですか？　まあいいでしょう。というわけで、お茶にいたしましょう」

「はい、喜んで！　付き合っていただけるんでしょう？」

「あなた様さえ良ければ。さ、リアンご一緒いたしましょう」

「はい！」

　三人は近くの東屋までワゴンを押してティータイムを楽しんだが、何かと忙しいマリアンヌは早々に行ってしまった。

　残されたリアンが、厳しい上司の背中を見送りながら言った。

「あの、ノア様がマリアンヌ侍従長のお叱りを、あまり気になさならないといいんですが……」

「え!?　ええ、全然大丈夫よ！　故郷のうちの姉があんな感じなの」

「そうなんですか？」

「そうなの。遠慮がない分もっと厳しいわよ。でも、大好きな姉なの」

「ふふ、私も侍従長好きです」

「うん、みんなあの方のこと好きよね。伝わってきます」

「頼りになる方ですから」

「うん、わかるわ」

　ニコニコとカップを傾けると、リアンがさらに続けた。

「あの、ノア様がここへやってこられて、私たちみんな喜んでるんです」

「え、ほんとに？　てっきり迷惑だろうなあって思ってました」

「ふふ、ホントです。昨年までここで暮らしておられた大旦那様と奥様は、郊外の療養所で二人揃ってお暮らしですけど、レオ様は年中仕事で滅多にここへはお帰りにならないし……」

　リアンははっきりとは言わなかったが、親子三人でこの屋敷で暮らしている時は、何かと気難しく厳しいジョゼフ・シュタイナー伯爵を中心に、どれほど暖炉に火をくべても、いつも冷ややかな空気が流れていたと言った。

「気難しい旦那様のお世話は叱られないようみんなピリピリしてましたし、レオ様はまったく手のかからない方ですし、奥様は私がここへきた頃にはもう療養所にお移りになっていて……。でも、あなた様がここへ来られて、私たち、ここ三年間を合わせたよりたくさん、レオ様が笑われるのを見ました」

「え、そんなに笑わない人なの？」

　ノアの感覚ではレオポルドはよく笑っている。

「そうですね。私たちの前では滅多に……」

　ノアが「そうかなぁ？」と首を傾げると、リアンが「うふふ」と笑いながら言った。

「レオ様はノア様の前ではいつも笑ってますものね」

「そうなのよねぇ……。私、笑われてるのかなぁ……」

「でも私たち、こんなふうにノア様のことお世話できて嬉しくて、まるでお屋敷に陽が射したみたいだってみんな言ってます。侍従長だって本気のお小言じゃないんです」

「ありがとう、リアン。じゃあ、これからも遠慮なく好き勝手にやっていいってことかな？」

「あはは、ダメです！　侍従長はますます張り切ってお小言を増やしちゃいますよ」

「それは嫌だな」

　広い屋敷に、若い娘の華やかな笑い声が弾けた。

　それを耳にした仕事中の使用人たちがあちこちでふと顔を上げ、すぐに作業に戻りながら、口元を小さな笑みで綻ばせている。
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「いや、やっぱりグリーンよりも黒だな」

　顎に手を当てながらレオポルドが言った。

「でも、髪が黒ですからこのグリーンも映えますわ」

　マリアンヌがノアの胸に抑えた色味の緑のドレスを宛がいながら言う。

「ダメだ、目の色を殺す。首飾りもすみれ色なんだから黒で十分華やかだ」

「ああ、なるほど」

　ノアが黒のドレスを着て、首にメジャーをかけた二人の仕立て屋に囲まれ、身動きもままならず、目だけをキョロキョロと動かしている。

　襟ぐりの大きく開いたオフショルダーの黒のドレスはスカートのギャザーがたっぷり取られ、腰に巻かれた大きなリボンがキュートだ。

　アメジストで彩られた首飾りはノアの目の色と同じで、若い召使たちがきゃっきゃとはしゃぎながら、ノアの髪にすみれの花を象った髪飾りをちりばめている。

「ノア様、お綺麗ですぅ！」

「なんで普段あんなに野暮ったい服ばかりなんですかぁ」

「そうですよう、着飾ればこんなにお綺麗なのにぃ」

「え、えへへ、そうかな。ありがとう」

　ノアは何がなんだかわからず、手放しで褒められて大いに照れている。

「あ、あの、あのですね、大佐。なんですかこれ？」

「今夜、公爵家主催のパーティがある」

「はぁ」

「まぁ、貴族の社交の場だな。今日は確か、えーと、なんだっけ？」

「スペンド公爵様ご夫妻の娘のジュリエッタ嬢のお誕生会ですわ」

　マリアンヌがそつなく答えると、レオポルドが「そうそう」というように溜息をついた。

「えーと、私はその方を存じ上げませんが？」

「しつこくて困ってるんだ」

「は？」

「これも貴族のお付き合いです。先様への贈り物やその他諸々は、すでにお届けしてありますから、レオ様とノア様はお二人でパーティに行ってくださればよろしいんですのよ」

「はぁ。でもあの、私はこれから研究室に行って、血液のより詳細な成分分析をしたいのですが……」

「ええ、行かれればよろしいですわ。パーティは夜ですから。さ、次はこちらです」

　マリアンヌがにっこり笑って次のドレスを出してきた。紺と白のこちらはえらくシンプルな普段着だが、仕立てがよくこれも高級なのは一眼でわかる。

「ノア様、こちらのドレスのアクセサリーはバロックパールですよ！」

　リアンがそう言って見せてくれたのは、形が不揃いで歪な真珠を連ねた首飾りである。不良品ではないのかと思ったが、そういうものをわざと集めてあるらしい。

　言っている間にノアの周囲に衝立が立てられ、あれよあれよという間に着替えさせられる。衝立がとられて再び仕立て屋の調整が入る。

　今度はギャザーやレースがグッと抑えられ、すでにほとんど仕上がっているらしい。

「うん、いいな。そのバロックパールが地味なドレスを華やかにしている。よく似合うよ、ノア」

「シンプルなのが却って色っぽいですぅ」

「研究室にはこれで行けばいい。で、それが終わったら、そのまま警察署の俺のオフィスにきてくれないか？　仕事を手伝ってくれると言ったろう？」

「ああ、はい、わかりました。でも大佐」

「ん？」

「このドレスはもしかしてオーダーメイドなのでは？　私はこんな高価なドレスにお支払いできるお金を持っておりませんが？」

「これは、君がここで普段やっている仕事のボーナスと思えばいい」

「いやいや、もらいすぎです」

「ほら、俺が君を放ったらかしにしていたせいで、半年ほどの収入が激減したと言ってたろう？　その補償と思えば、足りないぐらいじゃないかな？」

「……うーん、そ、そうか、わかりました」

「あと、言っておくが、あの不細工なメガネとマスクをつけてくるなよ？」

「え、ダメですか？」

「命令だ。あ、あと、俺のことはレオと呼ぶように。大佐は禁止だ」

「ええ、そんな馴れ馴れしい……」

「だからだ」

「は？」

「わかったな？」

「はぁ……」

　そして、レオポルドは警察署に向かい、ノアは久しぶりに研究室に顔を出した。ノアの代わりにシュタイナー家専属の主治医であるパブロさんという老医師が働いてくれている。神の手と言われた大魔法使いのヴィンセント候に似ているのが目下の悩みなのだそうだ。

　ノアは実際にヴィンセント候を見たことがないのでなんとも言えないが、あちこちに飾られている肖像画や銅像を見る限り、真っ白な長い顎髭やひょろりと高身長なところが確かにそんな気もする。でもパブロさんはあんな苛烈な大魔法使いというより、いつもニコニコと穏やかな気のいいおじいちゃんだ。ノアはたちまち大好きになってしまった。

　ちなみに、ヴィンセント候の多くの肖像画は、黒雲渦巻き雷鳴が轟く天を背景に、ゴツイ魔法の杖を悪魔に向かってエイヤッと振るっているものが多い。

　研究はさすがに引き継げないが、花壇や植木鉢の薬草の手入れとか、実験動物の世話や大学病院で出す薬の基礎薬を作ってもらっている。この間はノアの論文を読んで褒めてくれた。そして、とても適切なアドバイスをしてくれるので、このことが全部解決しても、またご意見を伺いに尋ねてもいいかと聞くと、快く引き受けてくれた。

　今日は研究室の中庭で他の教授とチェスなんかして遊んでいる。

「あ、パブロさん、おはようございます！　研究室使いますね！」

「おお、ノアか。おはよう！　今日は一段と綺麗じゃな！　見違えたぞ！」

「えへへ、ありがとうございます」

　機械をあれこれ操作し、あとは反応を待つばかりにセットしておいて、様々な試薬をバッグに詰め込んでレオポルドの待つ警察署へ向かった。遺骨に毒が残っている場合、それに反応する試験薬品だ。それでわからなければ、またここへ戻ってきて検査結果を見ながら反応する試薬を探す。

　警察署のレオポルドのオフィスに行くと、広い会議室に移動させられた。そこには、この事件の捜査に当たっている捜査官が二十人ほどいた。これでごく一部だというのだから、どれだけ大勢の捜査官が関わっていることだろう。スーツ姿もいれば制服警官もいるし女性もいる。ノアが現れたのを見てみな驚いたように目を見張った。

　一瞬、怯んでしまった。

「みんな紹介するよ。知ってる者もいると思うが、俺の助手を務めてくれることになったノア・ヒューズ嬢だ。王立大学病院の魔法薬の研究者で、主に見つかった遺体から、死因の特定や、犯人に繋がるあれこれを見つけてくれるお手伝いをしてくれる」

（え、単発のご意見番じゃなくて!?）

　という驚きの声をグッと飲み込んで、ノアはできるだけ落ち着いた大人の女に見えるようにお辞儀した。

「若輩者ですが、よろしくお願いいたします」

　みなが戸惑ったように頭を下げたが、明らかに浮いている。

　レオポルドの紹介が済むと、ノアはこの気づまりな空気から逃れるように、事件の概要が一眼で見えるよう、様々な資料や地図などが貼り出された黒板を見た。黒板の右端に一番目立つように止められているのが被害者のリストだ。ノアはそれを眺めながら何気なく言った。

「ああ、この被害者の方々……」

「うん？」

　ノアの呟きをレオポルドが何気なく聞き流そうとした。

「グレン・バイザー、クレア・ディケンズ、ジョン・ピーターズ……」

　ノアが被害者リストを順番に小さく読み上げた。

「以前、新聞でこの被害者の名前を見た時はとても驚きました。アダムさんは知りませんけど、他の方々とは戦場で会ったことがあるんです。グレンさんはハイローの戦場で、クレアさんとピーターズさんもそう。ロバートさんは軍医じゃないけど、ゴアナで治療したことあります。みんな別々の戦場だったけど……」

「え……」

「信じられない。みんな殺されたなんて……。犯人は戦場の救護テントでこの犠牲者の方々に目をつけたんでしょうね」

「ノア……」

　全員が唖然とノアの顔を見た。

「え、あ、ごめんなさい、違ってました？」

「マイク！　すぐ確認しろ!!　ジャクソン、地図だ!!　みんな、この一年、いや三年分の戦場の記録を全部取り寄せろ！　どんな小さな小競り合いでもだ！　特に救護テントの利用者は医療側患者側両方から集めるの忘れるなよ！　公式記録だけじゃなく、細かく聞き込むことも忘れるな！」

　レオポルドの指示にみんなが弾かれたように一斉に動き出した。

　急な展開にギョッとしているのはノアだけだ。

　一通り指示を出し終わって残ったレオポルドが、ノアを見ながら目を輝かせた。

「信じられない！　俺たちがこの半年死に物狂いで追っていた犠牲者の関係性を、たった五分で見抜くとはな！」

「ぐぐぐ偶然です！　たまたまです!!　私ずっと軍医のバイトしてたから!!」

「ノア、ハグしていいか？」

　了承する前に、レオポルドがノアをぎゅっと抱きしめた。

「君は天才だ！」

「わあ、まだそうと決まったわけじゃ……」

　それを起に、突然バタバタと慌ただしい警察署を辞して、ノアはとりあえずひとりでシュタイナー家に戻ってきた。

　そして、待ち構えていたマリアンヌやリアンに拉致されて、今朝のドレスを着せられ、メイクを施されて仕上がったところへ、タキシード姿のレオポルドに馬車に押し込まれ、パーティ会場であるスペンド公爵邸に到着した。

　黄金の眩い明かりが大勢の客を照らし、オーケストラはすでに演奏を始めている。

　たっぷりとギャザーを取った華やかな黒のドレスの裾を持ち上げ馬車から降りようとすると、レオポルドの大きな手が優雅に支えてくれた。

　黒のタキシードでドレスアップした麗しい大佐は、ふざけたようにノアの指にキスし、サファイアのような青い瞳を上目遣いにして言った。

「綺麗だよ……」

　ああ、大佐。あなたはずるい──
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　着飾った人々が煌びやかな明かりの中で行き交う。

　そんな会場のレオポルドの横で、シュタイナー家の召使いたちが渾身の力をふるって飾り立てたノアが、なんとか笑顔を貼り付けながら、この人たちはこんなパーティを本当に楽しいと思っているのだろうかと思っていた。

　そもそも、会場中の若い娘たちの自分を見る目が怖い。

「レオ様、そちらの方は？　ご紹介してくださるんでしょう？」

　豪華なドレスに身を包んだ美しい伯爵令嬢が、ノアを見てニッコリ微笑む。

（目が笑ってない～～）

「ああ、これはジュリエッタ様。この方はノア・ヒューズ嬢で、王立大学病院の魔法薬学の研究者です。私がどうしてもと無理を言って我が家に滞在してもらっています。そうだね、ノア？」

　いかにも親しげに、腰を引き寄せてついでにまた指先に意味深にキスするものだから、ジュリエッタ嬢の目に殺気がこもった。

（ひい）

「ま、まー、レオ、そんなふうに仰ったら、みなさまにいらぬ誤解を与えてしまいますわ」

　せめてもの牽制のつもりでノアがそう言うと、「光栄だ」と言ってまたレオポルドが指先にキスした。

　逆効果だった。

　会場中の若い娘の殺気が刺さる。

（ひいぃぃ）

　ノアは、よそ行きの笑顔で着飾った人々に対応するレオポルドの目を盗んで、なんとかじりじり逃げ出そうとしては目敏く引き戻された。仕方なく進められるままにシャンパンやらワインを口にする。

　普段酒は滅多に飲まないが美味しい。特にシャンパン。ワインは赤よりも白が好きだな、なんて思っているうちに、だんだん笑顔の挨拶が苦にならなくなってきた。ずっとヘラヘラしていられる。

　訳もなく楽しい。ふわふわする。

　でもトイレに行きたくなってきた。

　レオポルドに断って化粧室に行き、暑いのでふらふらと中庭に出ていくと、なんと、水盤の足元に魔法植物のモーリュが生えているのを見つけた。

「こ、これは！」

　花壇にはシクラメンが植えられていたので、どうやらこの苗の中に紛れ込んでいたらしい。似ているのだ。根っこごと抜いて花ごと天日干しすればいい毒消になる。

　まぁこれはいわば、シクラメンの苗の中に紛れ込んでいたのだから雑草のようなものだ。雑草なのだからいらないものだと思う──というわけで、石膏の水盤の足ものとに屈んでモーリュを抜いてハンカチに包んだところで、いきなり声をかけられた。

「あの、大丈夫ですか？」

　ぎょっとして、慌てて立ち上がり、とっさに抜いたばかりの植物をビーズのバッグに突っ込んだ。

「は、はい！　なんでしょう？」

　金髪に緑の瞳のこのイケメンは確か、サムスンとかサミュエルとかいう伯爵だったように思う。普段人の名前を覚えるのは得意なはずだが、仕事が絡まないとまるで覚えられないのは、この人にまったく興味がないからだろうか。

「気分がお悪いのではと思ったのですが。ノア・ヒューズ嬢」

「そ、それはご親切にどうも……。じゃあ、私はこれで」

　モーリュが見つかる前に逃げようとして、サムスンとかサミュエルとかいう伯爵に腕を掴まれ引き止められた。

「ざざざ雑草だと思ったんですっ」

「は？」

「えーと、その、なんでしょうか、サムスン伯爵？」

「サミュエルです」

「ああ、すみません、サミュエルサミュエルサミュエル……」

　忘れないように何度か口の中で小さく繰り返した。

「よろしければ、僕と向こうで飲みませんか？」

「は、はぁ」

　ここはひとつ愛想笑いだ。

　ずいぶんと親切な人で、ふらついていても支えてくれる。レオみたいだ。そういえばちょっとだけレオに似てるなと思ったところで、サムなんとか伯爵はシャンパングラスを持ってきてくれた。

　香り高い炭酸のお酒が喉を滑り降りてゆく。ますます気分がいい。そして、なんだかムラムラする。どうやらヒートらしいが、まぁいいかという気になる。

　サムなんとか伯爵の手がむき出しの肩に置かれた。その指先が首筋を撫でるので、背中がゾクゾクとした。緑の瞳が目の前に迫ってきたところで唐突にその人が、ガクンと崩れた──と思ったら、その向こうになぜかレオポルドがいる。

「あれ、サムなんとかさん？　えーと、伯爵？」

「ノォォアァァ」

「大佐？　あれ？　この人になんかしました？」

「まさか」

　するとレオポルドは、床に倒れたサミュエル伯爵を壁にもたれかけさせながら白々しく言った。

「大丈夫ですか、サミュエル伯爵？　え、ご気分がお悪い？　すぐ人を呼びましょう……」

　と言いながら、ノアの腕を引いて引きずるようにその場を急いで離れてしまう。

　途中、廊下ですれ違ったボーイになにかを短く指示してさらに行く。ずいぶん速足でついてゆくのがやっとだ。

「ま、待って」

「………」

「どうしてそんな怒ってるんですか？」

「……怒ってない」

「怒ってますよー。今の人に首チョップしたでしょ？　悪いですよう」

「知ってる奴なのか？」

「ええ。サムなんとか伯爵？　です」

「名前も言えてないじゃないか」

「ええ、さっき知り合ったばかりですから」

「君がこれほど酒に弱いとは思わなかった」

　廊下の物陰に連れて行かれ、いきなりノアは壁に押しつけられた。

　酔っているところに結構な急ぎ足で歩かされて、ノアは息が上がり、酒がますます回って頭がクラクラする。

「ノア、なんであんな奴……」

「はぁはぁ、大佐……」

「レオと呼べと言ったな？」

「はぁはぁ、レオ……」

　レオポルドの青い瞳が怒ったようにノアを見つめる。だがノアはもうそれどころではなかった。

「すごくしたいです……」

「──っ!?」

「おかしくなりそう……」

　ヒートだ。酒のせいだ。これはまずいとレオポルドはとっさにノアを胸に抱えた。

　は、は、と短く息を吐きながら、ノアがしなだれかかってきた。

　レオポルドはノアを抱えて通りがかりのボーイを捕まえ、急いで馬車を回してくれと頼むと、クロークで荷物を返してもらい、屋敷の広い玄関ポーチへと急ぐ。

　やってきた馬車にノアと二人で乗り込んだ。旅行用の二頭立てと違って、二人乗り馬車はサンバイザーがついているだけの剝き出しで、中の様子が丸見えだ。大胆なことはできない。

「はぁはぁ……」

　頬を上気させ、短く荒い息を繰り返すノアは発熱しているように熱い。胸元まで赤くなっている。息を繰り返すたびに上下する柔らかい胸の盛り上がりを、瞳の色と同じアメジストの首飾りが彩っている。

　酒のせいでだいぶ大胆になっているノアは、欲情して煌くすみれ色の瞳でレオポルドを見上げ、膝に手を乗せてくる。

「レオ……」

「……っ」

　ノアをコートでなんとか包んで、胸苦しい蝶ネクタイを外した。

　ノアの手がレオポルドの内腿をスルリと撫でる。

「っ……ノア、もう少しで屋敷に着くから……」

「はぁはぁレオ……お水……」

　肩に寄りかかりながら、ノアが耳元で甘く呻く。股間の欲望が痛いほどレオポルドを突き上げる。

「──っ」

　レオポルドが拳を握り、短く詠唱して手を広げると、そこに小さな氷のカケラができている。それをノアの口に入れた。唇の端から溢れる水滴をノアのピンクの舌が舐めとった。

「ん、レオ、もっと……」

　今すぐノアの、熱く熟した唇に食らいつきたいという思いを必死に押し込めた。

　もう一度ノアの唇に氷の欠片を入れてやる。唇の端からこぼれた水滴が顎を伝って首筋に流れてゆく。

　やっと屋敷について、足元のおぼつかない様子がまどろっこしくてノアを横抱きにして部屋に運ぶ。

「まあ、レオ様、お帰りなさいまし。どうされたんですの？」

「酔っ払いだ。水を」

　マリアンヌがノアの部屋まで水差しを持ってついてきたが、レオポルドはここは自分がやるから誰も近づけるなと言って部屋の前で追い返した。

　やっとのことで、ノアをベッドに寝かせようとして、床の本に蹴つまずいてドサリと二人でベッドに倒れ込んだ。

「わっ」

　ノアを潰さないよう、とっさにくるりと自分が下になって転がったが、胸の上をよじ登ってきたノアが、熱い唇をレオポルドに押し付けた。

「──ッ！」

「はぁ……レオ……」

「──っ」

　レオポルドは完全に理性の箍が飛び、くるりと姿勢を変えてノアに覆いかぶさり、強く口づけながらタキシードの上着をもどかしく脱ぎ捨てた。

「はぁはぁノア……っ」

「んっ、んん……」

　さらに舌を絡め、ダメだと思いながらレオポルドはどうしてもキスを止められない。ノアのドレスの裾をたくし上げ、白い腿の奥に指先を伸ばしたとき、ふと枕元に転がっている小さなビーズのバッグが目に入った。

　その口が開いて、ハンカチに包んだ何かの植物が飛び出している。しおれた植物の根っ子についていた、土のざらりと異質で不快な手触りが、レオポルドをハッと現実に引き戻した。

　たぶん、薬草オタクのノアがパーティ会場のどこかで引っこ抜いてきたのだろう。

　これがノアだ。今のノアは、飲み慣れない酒と魔法障害に引き摺り回されているだけなのだ。

「うぅ……」

　渾身の力で理性をかき集め、かろうじてノアから身体を離してベッドから起き上がると、ふうぅぅと何度か深呼吸をした。

　水差しの水をたっぷり飲んで、さらにノアにも飲ませると、「少し待ってろ」と言って一旦部屋を出た。

　逃げるように階下に降りて、食堂の薬箱にあるノアの鎮静剤を水なしで三粒奥歯で噛み砕いて喉に流し込んだ。口の中で薬の苦味が広がり、少し冷静になった。そして、乱れた服装を整え必死に自分に言い聞かせた。

（──いいか、レオポルド。ここからは試練だ。冷静になれ。いいか、さっきみたいに絶対に理性の箍を飛ばすんじゃないぞ。飢えと寒さで死にそうになったドラクロの攻防を思い出せ）

「──よしっ」

　両手でバシバシと二度自分の頬を叩いてもう一度ノアの部屋に戻る。

　ヒートを治めてやらなければ。

　マリアンヌや他のメイドたちが心配そうにそんなレオポルドを見守っている。

「ああ、心配するな。ノアは飲みすぎただけだ。みんな、部屋に戻っていいぞ」

　皆が渋々一礼して下がっていった。

　ようやくノアの部屋に戻ると、酔い潰れたノアがベッドで寝息を立てていた。

　ホッとしたような残念なような、しかし、全身を震わせる激しい飢えだけがレオポルドの腹の底で渦巻く。

　スカートの裾を盛大に捲り上げたまま眠るノアの形のいい脚を、掌でそっとなぞって際どいところにキスした。

　そして、ゆっくりスカートを下ろして毛布をかぶせ、額にキスして部屋を出て行った。

「おやすみ」

　ドアが静かにパタンと閉じた。
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　煌びやかなパーティ会場で、ノアが誰かのリードで踊っている。

　黒いドレスはノアのうなじから肩にかけての芸術的な曲線を引き立てている。結い上げられた黒髪にちりばめられたすみれの髪飾りは、ノアがステップを踏むたびに可憐に揺れる。

　そんな彼女の魅力を男たちは見逃したりしない。彼らは次々にノアに群がり、手を差し伸べてはダンスをねだる。

　ノアは潤んだすみれ色の瞳でそれに応えている。

　細い腰に回される男たちの手。

　レオポルドはこれ以上それを見ているのに耐えられず、そちらに行こうとして出し抜けに目の前に降りた天幕に邪魔された。

　薄汚れた天幕は、会場の明かりを映してぼんやりと黄色く光る。それを捲ってノアのところへ行こうとするが、それは捲っても捲っても途切れない。切れ目を探そうとしても幾重にも折り重なり迷路のように入り組んでいる。

　レオ──

　ノアだ。ノアの声がする。

「ノア！」

　曖昧な黄色い明かりの向こうでは誰かの影が蠢いている。

「ノア、どこだ!?」

　くすくす──

　何枚目かを捲ると、荒れ果て焼け焦げた廃墟の部屋だった。次の幕が上がると、引き裂かれたマントや薄汚れたブーツが転がり、次の幕には鎧や剣が積み重なり、その次には血濡れの死体が何体も転がっている。

「──ッ!?」

　逃げるようにそこを通り過ぎ、必死に出口を探す。

　再び薄ぼんやりと光る天幕。その向こうで蠢く人影。

　ふいに、聞き覚えのある甘い喘ぎが耳元で囁かれた気がした。

　ハッと振り返るとそれはすでに天幕の向こうに消えた。

　あん、あぁ、レオッ──

「ノア！」

　バサバサと翻る天幕に苛立って、とうとう持っている剣で次々に切り裂いた。氷月刀で一気に切り裂こうと思うのに、使い慣れた魔剣はなぜかシンと沈黙している。

　仕方なく、腕を振るって天幕を切り裂きながら進むと、そこには傷だらけの木のテーブルがあって、広げられた地図の上には見慣れた作戦指示書や薄汚れた伝言羽が転がっている。

　それはどれも血でべったりと汚れていた。

　レオっ！

「ここだ、ノア！」

　いや、やめて!!

　必死に腕を振り回し、再び手応えの曖昧な天幕を切り裂きながら駆け抜けると、だしぬけに広い空間に飛び出した。

　目の前のベッドで裸の男の背中越しに、膝に跨って大きく足を開いて喘いでいるノアの白い顔が見えた。

　白い喉をのけぞらせ、快感に悶えて切なく眉を歪めている。

　ノアをしがみつかせている、その男の背中には見覚えがある気がする。

　あぁあぁ──ッッ

「やめろ!!」

　男の背中越しにノアのすみれ色の瞳と目が合った。

「ノア……」

「あなたは血だらけだわ……」

「──ッ」

　言われて見下ろすと、レオポルドの両手は血塗れだった。

　ノアが横目であざけるようにこちらを見ながら、男のうなじにゆっくりと舌を這わせた。

　理性が飛んだ。

　気づくと男の広い背中に斬りつけ、男に跨がるノアを強引に引き剥がした。

　ノアの全身がべったりと血で汚れた。

「いやぁぁああ!!」

「ああ、違う！　俺はそんなつもりじゃ──」

　うずくまるノアの肩に手を置いた。

　ノアがゆっくりと顔を上げた。

「レオ、してほしい……？」

「え……？」

「私が欲しいんでしょう？」

　裸のノアが淫靡な目で見上げ、レオポルドにしがみついてきた。

　どうしても引き剥がすことができずに、ノアにまさぐらせた。

　どうしようもなく硬くそそり勃たつそれを、ノアの官能的な唇が咥えるのを見ていた。

「うっ──」

　どうしても抗えない。このまま溺れたい。

「はぁはぁはぁ……ノア……」

　レオポルドの股間でノアの艶やかな黒髪が揺れる。すみれの髪飾りがポロリと落ちた。

「あっ、ああ、ぁあノア……」

　気づくとレオポルドを咥えている裸のノアを、先ほど斬り殺したはずの男が後ろから激しく攻めていた。

　男の動きに合わせてノアがガクガクと揺れている。

「やめろ！　やめてくれ！　おまえは誰だ!!」

　ノアの背中が快感にたわみ、官能的な唇から高い喘ぎが溢れる。

　影になっていた男の冷酷な青い目がレオポルドを見つめた。

「俺か？　俺はおまえだよ。ずっとこうしたがっていたじゃないか──」




　ハッと目が覚めた。

　そして股間でガチガチにそそり勃つ己を痛いほどギュッと掴んだ。

「くそ……」

　真夜中だ。

　起き上がって冷たいシャワーを浴びた。だが、身体の中心で疼く熱は治らない。

　潤んだ目で「したいの」と漏らしたノアのあのすみれ色の瞳。

　レオポルドの指で感じている横顔。

　手に吸い付くあの胸の感触。コリっと硬くなる濡れた秘密の蕾。ぽってりとした唇から溢れる高く甘い喘ぎ──

　どうしようもなく昂るそこを掴んで慰めた。激しく手を動かしながら一度では済まなかった。激しいこの昂りをどうすれば治められるのかはわかっている。

（だが今はダメだ。まだ……）

　冷たい水と一緒に己の罪が流れてゆく。

　バスルームを出て、ローブを羽織って剣を掴み、裸足で庭に出ようとして、食堂に明かりがついているのに気づいた。夜明け前だ。

　行ってみると案の定ノアで、寝巻き姿にローブを着て、本や紙束を広げて何か熱心に調べていた。

　淫靡な夢の名残のせいで少し躊躇ったが思い切って入っていった。

「ノア？　起きたのか？　酔いは覚めたか？」

「あー、すみません、レオ。途中から全然覚えてなくて。私、何かやらかしました？　部屋のテーブルの上にこれだけありました」

　そう言って、ノアが手にしたのは、レオポルドが見つけてサイドテーブルに置いたしおれた植物だ。

「君のバッグの中に入ってた。まだ土がついてたぞ。なんだこれ？」

「シクラメンです。あのパーティ会場の庭に咲いてたんだと思います」

「なんでこんなもの？」

「たぶん、酔っ払ってモーリュっていう魔法植物と勘違いしたんでしょうねえ」

「ふ、なるほど……」

「レオは眠れないんですか？」

「うん、俺も目が覚めたんだ。君はひどい髪だな」

「そーなんですよ。丁寧にセットされたくるくるの巻き髪、いい加減に洗って放置するととんでもないことになるって初めて知りました」

「あはは」

　その言葉通り、ノアの黒髪はぐしゃぐしゃに縺れ合って渦を巻いていた。

　ちょっと待ってろと言って、レオポルドはヘアブラシを持ってくると、ノアの髪を慎重に梳かし始めた。

「いでで……！　もっとそっとお願いします」

「悪い……」

　苦笑しながら、俺は王の側近だぞと思わなくもない。

　少しずつ縺れをほぐしながら、毛先から少しずつ梳かしたほうが解けることに気づいた。

　徐々にほぐれてきたとき、ポロポロとすみれの髪飾りが出てきてドキッとした。夢の名残が飛び出したのかと思った。

「髪飾りまで巻き込んでるぞ」

「あー、たくさんついてて細かいので、外しきれなかったんですねえ」

「他人事か」

　ようやくノアの髪が元どおりの艶やかで真っ直ぐに戻るにつれ、腹の底に溜まっていた真っ黒な夢の名残が消えていくのを感じた。

　それはたぶん、レオポルドと違ってノアが清らかだからだ。

　この髪に口づけたいという思いを押し隠し、「ほら、解けたぞ」と言って髪から手を離した。指先から最後の髪束がスルリと滑り落ちるのが寂しい。

「ありがとうございます。レオは器用ですねえ」

「あはは、なんだそれ。それより、被害者の死因はなにかわかったか？」

「ああ、それなんですけど、毒ではなく失血死です。ちなみに、スピッツの魔力なしの血液型はどれもＡ型」

「失血死？　でも、被害者には大きな傷は……」

「待ってください。順番に説明しますね」

　ノアが手元の資料をガサガサとめくりながら説明してくれた。




「なるほど。その話は明日、俺と一緒に捜査チームのみんなの前で説明してやってくれないか？」

「ああ、そうですね。わかりました」

　ノアがレオポルドにコーヒーを入れた。

「あ、そういえばたい……じゃなくて、レオ、近頃何かお気づきになりません？」

　ノアがニコニコと意味深にいう。

「なんだ？　えーと、君が出会った頃に比べて見違えるように綺麗になったってことか？」

「な、何を言ってるんですか、そうじゃなくて、お屋敷のことです！」

「うち？」

　レオポルドがなんだろうというように、周囲をキョロキョロと見回した。

　言われてみれば、食堂の雰囲気が明るく華やかになっている気がする。

「あ、絵か……」

「そう！　そうなんです！」

　食堂の壁を可憐な花の絵がぐるりと取り巻いていた。人の目線より少し下に飾られた絵は、ひとつひとつは大きな物ではないが、食堂全体をぐるりと控えめに取り囲み、まるで花畑に座っているような気分になれる。

　そういえば最近、屋敷のあちこちでこんな絵が飾られているのを目にする。

「庭師のトムなんです！　トム・ピーターソン！　彼の絵がすごいんです！」

　言われて思い浮かんだのは、茶色い髪の控えめで穏やかな青年の顔だった。

　ノアの話によると、庭仕事の合間に趣味で描いていた絵をノアが見つけたのだという。細密でリアルなタッチで描かれた絵は、ノアの仕事にも非常に役に立つのだそうで、最近は彼に頼んで魔法植物の図鑑を作っていると言った。

「彼はここで庭師をやるより、絵で世界に羽ばたける人だと思います！」

　ノアが手放しでそう褒めるのを聞いて、レオポルドは全く面白くない。

　しかし、ノアに心の狭い人間だと思われたくなくて、じゃあ、今度絵画サロンの人間を紹介しようと言った。

「ぜひお願いします！」

　ノアのその満面の笑顔を見て、思わず引き寄せようとする代わりに立ち上がった。

「じゃあ部屋へ戻るよ……」

「はい」

　まったく、理性が吹っ飛ぶ衝動に苦しんでるのは俺の方だ──







＊＊＊







　ノアが、警察署で偶然被害者の繋がりに気づいてから、あのパーティを除けばろくにレオポルドの顔を見ていない。捜査が大きく進展したのだ。その裏どりに追われているらしい。

　ノアは時々研究室を使いながら、できるだけ被害者の遺骨の調査を進めた。

　屋敷の部屋で分厚い資料に夜中まで目を通していると、ふと、身体の奥に灯る疼きを感じた。

（ああ、ヒートだ……）

　薬の瓶に手を伸ばしかけて止めた。もう一年もこの感覚と付き合っている。

　あの夜のことを思う。レオポルドの手がノアの身体中を這い回り、敏感な快感の道筋を辿っていた。レオポルドが触れるから気持ちがいいのか、気持ちの良いところを彼が辿っていたのかノアにはわからない。たぶん、そのどちらもなのだろう。

　彼の真似をして自分の身体に触れるが、あの時の痺れるような快感は得られない。触れてほしい。触れてみたい。想いだけが強く深く募り、身体の奥でどんどん高ぶる熱を持て余す。

　コンコン──

　扉を開くとレオポルドがティーセットを手に立っていた。

「う……」

　ノアの顔を見て一瞬怯む。ヒートに気づかれてしまった。逃げ出すだろうかと思ったら、「入っても？」と聞かれたので部屋に招き入れるために「どうぞ」と身を引いた。

「あー、まだ明かりがついていたから、他にも何かわかったのかと思って……」

　ティーセットが置けるよう、ノアはテーブルの上の資料をガサガサと慌ててまとめた。

「ああ、ごめんなさい。今は魔法障害のこと調べてました」

「根を詰めるのは良くない」

「ふふ、大佐こそ……」

「レオだと言ったろう」

「ああ、そうでした……」

　レオポルドがお茶をカップに注ごうとして、ふと「冷たい水のほうがいいか？」と聞かれた。

「あ、でも、水差しの水を切らしているので……」

　ノアがサイドボードの上の水差しを手にすると、レオポルドは貸してというようにノアから受け取った。

　そして、水差しを手で包み込むように持って短く詠唱すると、そこにたちまち水が現れた。かなり冷たい水のようで、水差しのガラスが白く曇った。その水をグラスに注いで渡してくれた。

「すごい。魔法が使えるんですね」

「容器に水を満たす魔法だけは覚えた。過酷な戦場で部隊を養うには、食い物よりまずは水なんだ」

「ああ、なるほど……。じゃあ、魔法使いになればいいのに」

　水のグラスを傾けながらノアがいうと、レオポルドが苦笑した。

「性に合わない。魔力量が多いので魔剣に任せたほうが楽だし早い」

　魔力を持つ者が使う武器や防具の中には、道具に仕込んだ魔石を使って魔力をコントロールし、よりその能力を高めるものがある。

　魔法使いのように、詠唱や訓練で己の魔力自体を器用に操るのと違って、魔力を道具に注ぐだけでいい。あとは魔法アイテムが持ち主に合わせた能力を発揮する。

　氷月刀は、レオポルドが使うと鋭い氷の刃を放つが、他の魔力持ちが使っても氷の刃は出現しない。ＳＳクラスのレオポルドだからこそと言えるが、どうやらレオポルド自身は、大きすぎる自分の魔力を扱うのが苦手らしい。

「ふふ、意外に不器用なんですね」

「まぁ、そうなんだ」

　ノアが小さく笑ってグラスを傾けた。

「ああ、冷たい。美味しいです」

　空になった冷たいグラスを熱っぽい頬に当てながら見上げると、レオポルドがノアを思い詰めたように見つめている。その青い目が綺麗だ。

「……ん？」

「大佐の瞳、キレイ……。サファイアみたいです」

　頬に伸ばした指先をレオポルドが掴んだ。

「レオだ」

「レオ……」

「ノア、ヒートなのか……？」

「熱いんです……」

　昂るノアがレオポルドの唇に唇を近づけると、スルリと交わされて額にキスされた。そしてノアの手を取ると、手近のソファに座って膝の上に乗せられた。

「レオ、ベッドに……」

　レオポルドの首に腕を回しながらいうと、レオポルドが「ここでいい」と言った。

「どうして……？」

　レオポルドの手がノアの胸をナイトドレスの上から包んだ。

「俺の自制が効かなくなる……」

　掠れた声がノアの耳元で囁いた。

　レオポルドの左腿の上に尻を乗せているノアの足は、レオの足を挟むように自然に開いてしまっている。

　彼の手はすでに長いスカートをたくし上げていて、腿の内側を大きな手が撫でていた。

　ノアは下着をつけていなかった。

「……自分で？」

　レオポルドの言葉に小さくうなずいた。

「しようとしてたらあなたがきた……」

　ノアはレオポルドの頭を抱え込むように抱きしめている。

「邪魔した……？」

「そんなわけ、ない……」

「……っ」

　スカートの中は熱っぽく、自分がすでに恥ずかしいほど濡れているのはわかっている。腿を撫でるレオポルドの手が、ノアの敏感な部分にわずかに触れただけでビクッと震えた。

「あっ……」

「ノア……」

　薄いナイトドレスをはだけられ、胸の膨らみにレオポルドの唇が落とされる。

　快感の期待に震えるノアの濡れた媚肉は、彼の長い指に開かれくちゃっと淫らな音を立てた。

「ああ……」

　レオポルドの顔に柔らかい胸を押しつけるように抱きついた。胸の頂で震える淡い色の蕾が口に含まれた。

「あん……」

　ノアを支える左腕に力がこもった。

　レオポルドの右手は、今度こそ容赦なくノアを深くイヤらしく弄ってゆく。

「ノア、指、挿れるぞ？」

「はぁはぁ、ん、あぁ……」

　ずぷずぷとノアの身体の中に差し込まれる異物が、ゆっくりと深く潜り込んでくる。その感覚は不快なのに、その通り道に散らばっている快感の蕾がパチパチと弾けてノアを狂わせる。

「はぁっ、あっ、う、あぁ……」

「痛くないか？」

　くぐもった掠れた声に首を振って否定する。

　ノアの中の骨張った長い指が、ゆっくりと抽送を繰り返しながら更に快感を引き摺り出してゆく。

　その感覚に息を呑んでいると、親指の腹にもっとも敏感な蕾を同時にこねられた。

「あ、ああ、やあ、レオっ……」

　レオポルドの舌は膨らんだ乳房の先で震える蕾をコロコロと転がし、強く吸い、熱い吐息が胸の間に籠る。レオの濃い男の匂いに理性を奪われ、ノアはさっきから自分の足に触れるレオポルドの硬く凝ったものに手を伸ばした。

「ノア……」

　ズボンの中に手を滑り込ませようとして、彼の手がノアの右手を止めた。

「ダメだ……」

「どうして？　レオ、あなたも私を欲しがってる……」

「でも、君はヒートだ。本心じゃない。そうだろ？」

「本心……？」

「そうだ、魔法障害なんだ」

「……でも」

「俺は、こんな状態のまま君を抱くことはできない……」

「……っ」

　いうなりレオポルドは、ノアを膝から下ろしてソファに座らせたまま、自分はその正面に跪いて大きく膝を開かれた。

「わ、あ、ダメ、レオっ……」

　ノアがさすがに恥ずかしがって抵抗するのに構わず、その足の間に顔を埋めた。

「やっ、レ、オッ、あああぁ──」

　ノアがソファの上で大きくのけぞった。

　レオポルドはノアの足を大きく開いたまま、熱を持って膨らんだ敏感な蕾に強く舌を押し付け、ついばみ、吸いながら、長い指で媚肉の中を弄ってくる。

　そのめくるめく快感の嵐の中で、とうとう真っ白なオーガズムの世界に押し流されて、何もわからなくなった──




　ノアが目を覚ますとすでに朝だった。

　寝不足とヒートの余波で身体は怠く、ノロノロとベッドから起き上がると、ノアはバスルームの浴槽に湯を溜めた。

　この屋敷には最新式のボイラーがあって、バルブを捻るとお湯が出てくるようになっている。いつでも熱い湯というわけにはいかないが、タンクの中の昨夜の湯はまだ温かかった。

　ぬるい湯に身体を沈めながら、レオポルドが身体に残したキスの跡を胸に見つけた。魔法障害に苦しむノアを抱けないと言いながら、あの人はなぜこの女は自分のものだという印をつけるのだろう。

　魔法で治そうとして、今魔法が使えないことを思い出した。

　なんだか無性に泣けてくる。

　激しい欲情から始まる恋情はニセモノなのだろうか。

　ヒートに苦しめられるようになってすぐ、たくさんの男たちに言い寄られた。ノアはその想いの全てを間違いだと切り捨ててきた。その中にはレオポルドも、男たちに応じようとする自分の想いさえも含まれた。ではなぜ自分は今、レオポルドの想いを否定することがこんなにも苦しく切ないのだ。

　こんな想いをするぐらいなら、いっそのこと、あのままひとりでヒートに耐えている方がずっと楽だったかもしれない。

　ひとしきり泣いてバスルームを出て着替えを済ますと、朝食のテーブルに向かった。

「おはようございます、ノア様！」

「おはようございます、マリアンヌさん」

「あら、少し元気がないようですわ」

「ああ、昨日徹夜だったので……。あの、レオは？」

「レオ様ならもうとっくにお出かけになりましたよ」

「そうですか」

「あなた様のおかげで事件が急展開で解決に向かっているとか？」

「いやいや、そんな大袈裟なものじゃないです」

「ふふ、でも、よかったです」

　召使のみんなが笑顔でおはようと言ってくれる。それにおはようと応えながら、少し元気になった。クヨクヨ考えていても仕方ない。とりあえず今は、自分の魔法障害の治療法を探すことと、魔法使い殺人事件の死因を究明することが最優先で、仕事は山積みだ。

　気を取り直して分厚いベーコンにナイフを入れながらふと思う。

　今抱えている仕事の全てが片付いたら、私はまた、あの小さなアパートに独りで戻って、この夢のような暮らしもレオのことも忘れて生きてゆかなければならないのだ──

　涙と共にグッとこみ上げてきそうになったなにかの想いを、ノアはベーコンの塩味と一緒に思い切り噛み砕いた。








第七章　捜査状況









「そういえばノア、こちらの事件のことばかり聞いていたが、魔法障害の方はどうなってるんだ？」

　数日後、二人で警察署に向かう馬車の中でレオポルドに聞かれた。

「ああ、実は、こっちはもうお手上げで……」

「そうなのか？」

「はい。普通なんですよ。あの魔法使いカール・トーマスの血液。そもそも、カールは炎、レオは水属性ですから他の血液と同じようにお互いの魔力を相殺するだけで何も出ません。私の血も混ぜていろいろ試したんですけどダメでした」

「うーむ、そうか……」

「やっぱり、カールをなんとしても捕まえて、使った魔法を分析して無効化するしか……」

「結局なんの魔法なんだろう？」

「こっちもはっきりしたことはわかんないんですけど、カールがレオに重症負わされて、気を失う寸前に唱えた詠唱なので、ごく短いものなんです。それほど種類もないので思いつく限りやってみたけどダメでした。そもそも、混ぜた血液が魔力を相殺しているわけだから、何がどう作用しているのかもうサッパリで……」

「うーん」

「要するに、魔法障害を起こす仕掛けや引っ掛かりがないんです。完全にお手上げです」

「ふーん、じゃあ、魔法障害じゃないんじゃないか？」

「え……？」

「よくわからないが、魔法障害が起きる要素がないってことなんだろう？　それなら、そういう魔法なんだろう」

「ええ!?　強烈に欲情する魔法ってことですか？」

「まぁ、そういうことじゃないか？　あるいはもう何か別の魔法が現れてるんだが、気付いてないとかな」

「え、じゃあ、欲情しちゃうのはその副作用ってことですか？」

「それはわからんが……」

「すでに現れている魔法……。今パッと思いつくのは魔力を消してしまう魔法とか……？」

　ノアが考え考えいうと、レオポルドも考えながらいう。

「ほら、魔法もいろいろ開発されるだろ？　魔力自体は混ぜ合わせても相殺するだけだが、火と水の魔法を掛け合わせれば水蒸気爆弾が作れる。あるいは、土と水を合わせて底無し沼を掘るとかな。戦場での魔法は詠唱も併せてしょっちゅう様々なものを組み合わせて工夫してるぞ。そんな試行錯誤の中で新しいものが開発されても不思議じゃない」

「うーん、なるほどぉ……」

　ノアがしばらく沈思黙考していたが、ふと顔を上げて言った。

「そういえばレオ、カール・トーマスってどういう人なんでしょう？」

「ん？　こないだ資料を渡したろう？　それに、君は血液で彼のデータを持ってるじゃないか」

「でも、それだけじゃわからないこともあるでしょう？　容姿とか人となりとか、何が好きでどんな暮らしをしているのかとか」

「まぁ、捜索に奴の容姿は重要だがその情報いるか？」

「もちろん、魔法使いには重要です。好んで使う魔法には好みや傾向がありますから。一口に炎の魔法と言っても使い方はいろいろです。レオだって今魔法には組み合わせがあるって言ったばかりじゃないですか」

「そうか、そうだな。だが申し訳ないが、俺は顔も覚えていない。咄嗟に斬りつけて、奴が倒れた後は誰かが運んだんだろう。確か資料には、金髪で茶色の目だと書いてあった気がしたな」

「そうですか……」

　実はノアも、カールの人となりどころか彼の容姿についてもほとんど目にしていない。後ろからいきなり襲われて首根っこを抱えられた時はそれどころではなかったし、気づいた時には彼は地面に倒れて血を流し、その直後にノアも気を失っている。

　髪は確か金髪だったような気がする……という程度のお粗末さだ。

　──逃げ切ってやる！　俺ぁもう戦争なんてまっぴらなんだよ！

　そう言って、小さなメス一本で敵陣から逃げ切ろうとした魔法使い。無茶苦茶だが魔法があるのでなんとかなると思ったのだろう。

「レオ、ニコルは今、どこの部隊にいますか？」

「ん？　ニコル？」

「ニコル・ベルナールです。ほら、カールと駆け落ちした看護師の。彼女は軍の看護師だから、平時はどこかの部隊にいると思うんですが、彼女に彼のこと聞けばいいかなと思って……」

「彼女ならカールと逃げたんだろう？」

「え？　でも、レイクの薬屋のご主人が、喧嘩別れした腹いせにどこかの街で彼の血を売ったと。だからその後、てっきり軍に戻ってると思ってました」

「……ふむ、調べてみよう」




　警察署に着くと、レオポルドのオフィスではなく、広い会議室でチーム全員交えて会議が行われることになった。

　ノアはみなの前で、この短い間でわかったことを伝えている。

「まだ、調べることが残っていますが、今の段階でおおよそわかったことをお伝えします」

　捜査官たちがそれぞれメモを広げた。

「まず、死因は、毒殺ではなく失血死だと思われます」

　これには捜査官たちの間から、レオポルドと同じような戸惑いの声が上がった。

「それに、骸骨が咥えていたあのスピッツに毒が入っていたんじゃ……」

　資料をあまり深く読み込んでいない捜査官から、そんな声まで聞こえる。

「いいえ。あのスピッツの中身はＡ型のただのヒトの血液で、毒物ではないと改めてお知らせします。おそらく、犯人が被害者の口に入れたのでしょうが、その目的等については、私の手が及ぶところではないので控えます。あくまで科学的に今わかっていることだけとご了承ください」

　捜査官たちのざわめきが静まり、全員がノアの話に意識を集中した。

「犯人はまず、魔法で反撃されるのを避けるため、強い睡眠剤で眠らせ、それから血管に注射針を刺してゆっくりと血を抜いていったのではないかと思われます。スピッツでは大量に血が抜けませんから」

　捜査員たちから「おお」という驚きと嫌悪の声が上がる。みな注射が苦手らしい。スピッツなら全く痛みがない。

「ご遺体が、水の中で見つかったということもありますが、遺骨が洗ったように白かったのはこのせいもあります。血液が極端に少ないので、骨も白くなっちゃうんですね」

　捜査官たちが一斉にメモを走らせる。

「で、睡眠薬ですが、芥け子しに近い魔法薬草の一種で、夜光草というものがあります。青い根から薬効を抽出するのですが、睡眠と痛み止めの効果があります。この薬を連続して使うと、頭蓋骨のこめかみの辺りに、なぜかコイン大の薄ピンクの蝶のような形の染みができることが最近になってわかっています。これは七つすべての頭蓋骨にこの模様がありました」

　再びざわめきが捜査官たちの間から広がった。

「みんな静かに。彼女の話を最後まで聞いてくれ。質問はあとだ」

　レオポルドのその一言で、場は再びシンとする。

「この薬は、強い痛みを伴う悪性の腫瘍できものに苦しむ末期の患者さんに使うことが多いんですが、血管を通して少しずつ身体に入れると、苦しい痛みを忘れて一日中トロトロと眠り続けます。ですが、声をかけると多少反応してくれますし、余程大量に急激に投与しない限り、死ぬことはまずありません。さらに、夜光草の特徴として、生き物の体内でないと効果をあらわさないんです。つまり、夜光草を投与した血液を抜き出すと、たちまち成分が消えてしまいます。

　犯人は、そうやって犠牲者から抵抗力を奪い、眠らせたままゆっくりと死ぬまで血を抜き取ったのだろうと思います」

「そうか、犠牲者はみんな魔法使いだからどこかに血を売るために……？」

「いや、今のところ魔法使いの血が大量に出回っているという話は聞いていないぞ」

　再び捜査員達がざわめき、レオポルドがそこを上手く仕切ってゆく。




　ノアが一通り説明して帰ってしまうと、マイクがレオポルドのところにやってきて言った。

「大佐、上手くやりましたね」

「ん？」

「今うちの署内では、あなたにノア・ヒューズ嬢を掻っ攫われた呪詛の声で一杯です。みんな狙ってましたからね。そういう俺もです」

「あはは、そうか。彼女に手出しするなよ」

「えー、やっぱりそうなんですかぁ!?　今の大佐の言葉聞いたら、それに女性職員の悔し涙が加わりますよ」

　と、これは女性捜査官の言葉だ。

　レオポルドはもちろん、ノアとの関係を誤解したこの言葉を否定しなかった。

「それより、捜査の進捗はどうなってる？」

　気持ちを切り替えマイクが姿勢を正した。

「やはり、ノア嬢の言う通り、被害者と犯人の接触は戦場で間違いないようです」

「三年前の、隣国レンダイとの戦争を皮切りに、救護テントの設営されたいくつかの野戦場で被害者が全部繋がりました。出身地と時期はそれぞれ違いますが、みんな軍医か、あるいはそこで治療されていた魔法使いの兵士です」

「そうか……」

「臨時の従軍医は都市で集められていっぺんにそれぞれの救護テントに送られますからね。どうりで被害者の地域がばらけるはずです。犯人は戦地で目をつけた被害者を、戦争が終わって落ち着いた頃、地元まで追ってどこかで殺してはあの牡蠣小屋に捨てていたんだ」

「なにか、すごい執着を感じるわ……」

「そうだな。注射針を使った犯行手口から見ても、犯人は医療従事者だ。患者じゃない。医師か看護師に絞って引き続き裏どりを続けてくれ」

「はい！」

　捜査官たちが次々に走り出してゆく。







＊＊＊







　警察署を出ると、ノアはそのまま王立図書館に向かった。ここには持ち出し禁止の魔法禁書が置かれている。

　ノアは今まで、混ざり合って奇妙な反応を起こした魔法を分離して無効化することしか考えていなかったので、素材としての魔力にしか着目していなかったが、「そういう魔法」というレオの言葉を聞いて考え方を変えた。

　魔法には確かに資質からくるそれぞれの傾向と得意技があるが、他の魔法がまったく使えないわけではないし、詠唱を使えば資質に関係なく使える魔法もある。その場合、効果は属性魔法の十分の一程度になってしまう。だが、その中でも例外的なのが、古い魔法書に書かれた強力な禁書魔法だ。これは魔法陣や詠唱を使いこなせば効果は絶大だ。だが、それだけにほとんど使用が禁止されていて、一般人や資格のない魔法使いは閲覧すら禁止だ。だがノアは、医師免許を持つ魔法薬研究者なのでその資格を持っていた。

　手続きをして、図書館の奥まった特別ブースに入ると、移動魔法の禁書から調べることにした。あの時、カールは戦場からなんとしても逃げようとしていたからだ。欲情はたぶん、副作用なのだ。

　ひと気のない禁書の古びた暗い書架をめぐっていた時、ふと誰かの視線を感じて振り向いた。灯り取りのガラス窓に光が反射して、自分の顔が映っていただけだった。気にせず行こうとして、突然ひどい頭痛に見舞われた。痛みはだんだんひどくなり、ふらついた手に触れた何かの薄い本が一冊バサリと棚から落ちた。拾って戻そうとしたが、立っていられない。その場で蹲り、少し痛みが治ったのを見計らって禁書のブースをやっとの思いで出た。

　これは無理せず帰ろうとして、その前に手洗いにいってふと鏡を覗いたら、すぐ後ろに金髪の見知らぬ男が立っていた。心臓が止まるかと思うほどギョッとして反射的に振り返ったが誰もいない。

　あまりのことに声も出ない。心臓だけがバクバクと早鐘を打ったが、魔法禁書はこれだから気が抜けない。ノアは逃げるように図書館を出て辻馬車を拾った。




　シュタイナー家に到着しても頭痛はますますひどく、ノアは早速食堂のサイドボードに置いてある薬箱の中の痛み止めを飲んだ。この薬箱は、ノアがここへやってきて以来、シュタイナー家の女子全員がいつでも飲めるよう食堂に常備している。他には鎮静剤や下痢止め、ちょっとした傷薬などで、まぁ、男性が飲んでも構わない。

「ノア様、トムがお部屋にお伺いしてもいいかと言ってますが？」

　リアンにそう言われて、頭痛も忘れて待ってましたと手を叩いた。

「すぐ来てもらって」

　以前から庭師のトムに頼んで描いてもらった薬草の絵がずいぶん仕上がったというのだ。ちょうど頼みたい絵があって、その資料も渡したい。

　最近はどこかの外国で、目の前にあるものをそのまま紙に焼き付ける写真機という機械があるというのだが、そんな魔法がないノアの世界では、何かの記録を取るためには、写実的なテクニックを持った絵描きの手が必要だったのである。人気絵描きはノアの手にはなかなか手が届かないが、現在のトムならノアでもギリギリ手が届く。

　テーブルの上に広げられた水彩画は本当にリアルで美しく、トムの技術がどれほど優れているかがわかると言うものだ。これで、ノアの魔法薬の資料の品質が爆上がりである。

「トム、あなたは本当に素晴らしいわ」

「いえいえ、そんな、お嬢様……」

　素朴で素直なトムは大いに照れて赤くなっている。

「それでね、あなたにぜひともお願いしたいことがあって」

「あ、はい、お嬢様のおっしゃることでしたらなんでも……」

「ありがとう。今回はちょっと面倒なの」

「はい、なんでしょう？」

　そう言って、ノアが持ってきたのはひと抱えほどの木箱である。

「これなんだけどね……」

　そう言って、ノアはテーブルの上に敷布を広げると、箱からそっと取り出してそこへ置いたのは、人の頭蓋骨だった。

「棺ごと持ってくるのは大変だから、この方には悪いけど、この箱にひとまとめにしてきちゃった」

「……おっ」

「ディケンズさんという女性でね、優秀な医師だったんだけど、あんまり楽しいタイプの人じゃなかったっていうか、人に厳しいっていうか、でもまぁ殺されるほどじゃないと思うんだけど……」

　などと余計なことまで言いながらノアが指し示しているのは、こめかみのあたりの薄ピンクの蝶の形の染みである。

「この染みの形をできるだけ正確に写し取って欲しいの。特に位置ね。今はディケンズさんだけだけど、頭蓋骨は他に六体分あって……」

「お、お、お嬢様、これは人の頭蓋骨ですか？」

「ええ、そうよ。お猿はもっと頭の鉢が小さいし、眉のところが張り出してて、牙みたいな犬歯があるのよ。立派なんだから。ああそうだ、いずれそういうのもあなたにスケッチ頼みたいわ」

「そそそそ……」

「あ、大丈夫！　警察にはちゃんと許可は取ってあるわ。お墓から掘り出したものじゃないの。それに、長いこと海水の中にあったから、臭くないわよ？」

　言いながら頭蓋骨に鼻を近づけてクンクンと匂いを確かめている。

「うん、ちょっと磯臭いけど大丈夫。ちょっと大変だけど、あなたならできると思うわ。どうかな？　……ん？　なんで震えてるの？　真っ青よ？」

「あ、あ、あの、ちょっと考えさせてもらえませんか？」

「え？」

　トムは後退りしながら、そのまま逃げるように部屋を出ていってしまった。

「え、あれ？」

　トムと入れ違いにやってきたのはリアンだった。ワゴンにティーセットを乗せている。

　飛び出すように部屋を出て行ったトムを目で追いながら言った。

「ん？　ノア様、トムはどうしたんですか？　真っ青でしたけど……？」

「なんか急に具合が悪くなったみたいなの……」

「へえ、大丈夫かな」

　そして、リアンがティーセットをテーブルに乗せようとして固まった。テーブルの頭蓋骨は、ちょうどリアンを見上げている。

「ああ、今どかすわね」

「い、いいいいやあああああああっ！！！！」

　ガシャーンと派手な音がして、盆に乗せられたティーセットが床に転がった。

「え!?　あ、リアン!!」

　バッタリと気を失ったリアンを、ノアが必死に抱きとめた。

　リアンの悲鳴を聞いて何事かと飛んできたマリアンヌと他の召使も、その場の様子を見て絶句した。

「あ、マリアンヌさん、リアンが……」

「ノア様ーーーーっ!!」

　屋敷はしばらく大騒ぎになった。




　ノアは言うまでもなくマリアンヌにこってり絞られ、そのまま遺骨と一緒に地下室に追いやられてしまった。

　仕方なく、ひとりでそこで仕事を続けることにした。

　築百年を越えるシュタイナー家の地下室は、古い甲冑や剣といった、今は使わなくなった様々なものを押し込めておく物置と化していたが、囚人を捕らえておく昔の地下牢などもまだ残っている。

　いずれにせよ、あまり人が近づきたがらない暗く湿った場所ではあったが、ノアはそれなりに楽しいようで、ガラクタの中から古いランプや蝋燭を引っ張り出し、火をつけて光量を確保すると満足そうに作業を始めた。

　箱の中の遺骨を古ぼけた大きな木の台座の上に取り出し、パズルを組み立てるように丁寧に並べながら、ずっと骸骨にぶつぶつ話しかけている。

「大体、みんな同じものが皮の一枚下にあるのに、なんでそんなに嫌われなくちゃならないのよねえ、ディケンズさん？」

　次の骨を箱の中から取り出している。

「あれ？　ディケンズさん、尺骨が一本多いですねえ。他の方のが混ざっちゃいましたかね」

「あ、あの、お嬢様……」

　その声に振り向くと、トムが食べ物と飲み物の乗った盆を持って立っていた。明らかに不審者を見る目でノアを見ている。

「あ、トム？　具合はもういいの？」

　トムはおずおずとノアに近づくと、盆を差し出した。ノアの好物のローストビーフサンドだ。

「はい、おかげさまで。あのこれ、マリアンヌさんが持って行けって。あの、ここで召し上がられるんですか？」

「うん、そうよ。ありがとう。私が持ってきてって頼んだの」

「よかった。何かの罰かと思いました」

「ちがうちがう」

　ノアが苦笑する。

　トムはテーブルの上の骸骨を食い入るように見ながら、思い切ったように言った。

「俺、やります」

「え？」

「この骸骨の絵、描く仕事」

「本当!?」

「はい、お嬢様のおかげで俺、大好きな絵の勉強できて、俺の絵を見て買いたいって声かけてくれる人もいて、なんか絵描きとしてやっていけそうなんです。それもこれも全部お嬢様のおかげです！」

「いやいや、私じゃなくて、レオのおかげよ。画家のサロンや画商を紹介してくれたのはレオでしょう？」

「いや、でも最初に俺の絵を見出してくれたのはお嬢様です。だから俺、この仕事も一生懸命やらせてもらいます！　それに、こうやってみると、骸骨がこんなに綺麗なものだとは思いませんでした」

「そう！　そうなのよ、トム！　ああ、ありがとう、わかってくれたのね!!」

　ノアは思わず手放しで抱きついてしまった。

「わあっ……」

　二人がちょうど抱き合っているところにやってきたのがレオポルドである。

「おっと……」

「あ、だ、旦那様！　あ、じゃ、じゃあお嬢様、俺はこれで！」

　真っ赤になってうろたえながら、トムが何度もレオポルドとノアに頭を下げながら出て行った。

「ああ、レオ、お帰りなさい！」

「……お邪魔だったかな」

「なにがですか？」

「マリアンヌに、君をきつく叱りすぎたから、様子を見に行ってやってくれと言われたんだが、俺は必要なかったようだ」

「ああ、でも私も悪かったんです。普通の人があんなに骸骨を嫌がると思わなくて……」

　それを聞いてさすがにレオポルドも少し笑ってしまった。

「考えてみれば私、子供の頃に森に落ちている動物や鳥の骨集めるのが趣味で、お菓子の缶に入れて大事にしてたら、ある日姉に見つかって、めちゃくちゃ叱られたの思い出しました」

「あはは、その頃から変わってないわけか」

「まぁ、そういうことですねえ」

「君が落ち込んでるかと思って、これ持ってきたんだがやるか？」

　そう言って、レオポルドがノアの目の前で振ったのはシャンパンの瓶だった。

「ああ、いいですねえ」

　トムが持ってきたローストビーフサンドを肴に二人でグラスを傾けた。

　目の前には組み立てられた骸骨が横たわっている。

「ああ、蝶のシミってこれか……」

　レオポルドが頭蓋骨のこめかみの辺りを指して言う。

「そうです。薬は青いのになんでピンクなんでしょうねえ」

「そうなのか……」

　二人で骸骨を見つめながらグラスを傾けた。

「知ってますか、レオ？　赤ちゃんの骨って大人より多いんです」

「え、本当か？　それは意外だな」

「大人になるにつれ、合わさって大きなひとつになって減っていくんです。お母さんの狭い産道を通って生まれてくるために、まだ固まってないんですね」

「へえ……」

　目の前の骸骨は、なにも語らない。

「……君が薬を飲んでいたと聞いた」

「え？　ああ……」

　ノアが頭痛薬だと答える前に、レオポルドが小さな指骨を目の前に一列に並べながら、つまらなさそうに聞いた。

「トムが好きなのか？」

「え？」

「だから、薬を飲んでヒートに耐え、俺のところに来ない？」

「何の話ですか？」

「だから……」

「トムと頭痛薬とヒートがどういう関係なのかわかりませんが、レオは、魔法障害のある女は抱けないって言ったじゃないですか。私は、あなた以外の人にあんなこと頼めないのに……」

「え？」

「それに、トムはリアンの婚約者です」

　ノアが頭蓋骨を小脇に抱えて立ち上がった。

「私、部屋に戻ります」

「ちょ、ちょっと待て！　そんなもん持ってなにするつもりだ？」

　ノアが頭蓋骨を見つめた。

「寂しいのでディケンズさんと一緒に寝ます」

「ま、待て！　俺がいる！」

「でもあなたは……」

「前に勘違いしないと言った。俺には前科もある」

「……あなたの勘違いも前科も、帳消しになる魔法の詠唱があるんですが唱えてもいいですか？」

「魔法……？」

「レオポルド、私、あなたが好きです」

「──っ」

　古ぼけた台の上に、頭蓋骨が戻された。








第八章　異変









　レオポルドの部屋に入ってすぐ、ぎゅっと抱き竦められた。

　大きな手で顎をすくわれキスを落とされる。角度を変えて何度も唇を合わせながら、レオポルドが掠れた声で途切れ途切れにささやいた。

「ノア、もう協力じゃない」

「んっ……」

「俺は……俺の思いのままに……」

「は、ふっ……」

「君を抱くぞ。いいんだな？」

　ぼうっとした目でレオポルドを見上げながらノアが言った。

「はぁはぁ……、レオの言ってたいつまでも協力できないってそういう……？」

　レオポルドの青い目が至近距離でノアを見つめながら眉を潜めた。

「他にどんな意味があるんだ？」

「い、いつまでも私に関わりあっているのは嫌なのかと……」

「バカ、そんなわけないだろ」

　レオポルドの指先がノアの頬を撫でる。

「愛してる……」

「レオ……」

　胸にかき抱かれるその強さが、レオポルドの思いの強さと比例しているようで、甘い痛みに胸をぎゅうっと掴まれて息が詰まる。

　何度も唇を合わせながら、あれだけ淫らな行為をしておきながら、ちゃんとキスするのはこれが初めてだなと思った。

　レオポルドの濃い匂いで頭がぼうっとする。自分はどんな匂いがするのだろうと思った。

　昂る熱い息が互いの顔の間で籠る。酸素を求めて開いた唇に、レオポルドの舌が滑り込んできて歯列をなぞられた。

「んっ……」

　息ができない。興奮で胸が詰まり目の前が霞む。

　いつの間にかブラウスのボウタイが解かれ、ボタンが外され、レオポルドの大きな手がノアの胸を包んだ。やわやわと揉みながらスリップの肩紐を落とし、ブラジャーのホックが外された。スカートはとうに床に落とされ、気づくとベッドに押し倒されていた。

　すでに全裸のノアに覆いかぶさるレオポルドが、頬擦りしながら唇を滑らせ、耳に口づけ複雑な軟骨に柔らかい舌が這ってゆく。

　一旦身体を起こしたレオポルドが自分の服を脱いだ。チラリと見えたレオポルドの下腹部で反り返る男性と、常にないこの激しさが、ノアを少し怯えさせる。

「怖いか？　ヒートじゃないのか？」

「だって、レオの裸間近で見るの初めて……」

「せっかく君をヒートに持ち込みたくて酒を飲ませたのに……」

「わ、わざとなんですか？」

「淫らな君はたまらないからな……」

　ヒートに決まってるじゃないですかと言う間も与えてくれず、裸の胸に顔を埋めるレオポルドの頭を抱きしめると、胸の頂を強く吸われる感触がして思わず高い喘ぎが溢れる。

　ノアの身体の中心から外側に向かってぶわっと熱が膨らみ放散してゆく。指と舌だけでノアを弄っていた時のレオポルドが、どれほど自分を抑えていたかがわかる。それほど彼は激しく、初めて触れ合う肌は熱く、解放された興奮がノアを圧倒した。ノアのヒートが霞んでしまうほど。

　こうして裸で抱き合っていると、レオポルドの悦びもノアに伝わってくる。それは彼に一方的に与えられているときと全然違った。私もレオポルドを満たしているのだと思うと幸せだった。

　大きな手が背中や腰を這い回り、ノアから快感を引きずり出しながら、徐々に下腹部に迫り、期待に震える割れ目に潜り込んだ。

　くちゅっ。

「ああっ……」

　レオポルドの指先で淫らな音がする。

「は、っ、あぁ、レオッ……」

　すでにどこを探ればいいか知っている彼の指が、迷わずノアのもっとも感じる蕾を指先で摘んでゆっくり擦った。

「ここ、好きだろ？」

「や、あぁ……ッ」

　背中がよじれ、腰が浮く。脚が跳ねて、全身に汗が吹き出し、必死にレオポルドの背中にしがみついた。

　どうしようもなく悶えるノアの動きに合わせて、レオポルドの手が大胆にノアの両足を思い切り開いた。

「ひゃっ」

　ノアのわずかな抵抗など無視して、そこにレオポルドの顔が埋められた。その中心で興奮に膨らむ蕾に舌を押し付けられた。

「ああぁ──ッ」

　レオポルドは休むことなく舌と一緒に指も使ってノアを攻める。

　ぐしゃぐしゃになって熱を持つ襞の間を、濡れた舌と長い指が潜り込んでかき回す。

　彼の指は徐々に激しくなってゆく。

「はぁはぁ、ああ、レオ、私もあなたに触れたい……」

「……ん」

　レオポルドの手がノアの手をそこに導いた、それはノアの想像を超えている。これほど硬く大きくそそり勃っていれば、レオポルドは痛くないのだろうか。

「すごい……」

「教科書と照らし合わせるなよ？」

「あれは図解だけですから、さすがに感触までは」

「ふふ、真面目に答えるな」

　ノアは、覆いかぶさるレオポルドの欲望の中心を、掌で受けるようにして包みゆっくりしごいた。

「あぁ、ノア……」

　レオポルドの眉間が何かに耐えるようにぎゅっとしかめられた。その切ない表情にノアの胸がきゅんと甘くつかまれる。

「不思議な感触……。気持ちいい？」

「ああ。もっと強く……」

　レオポルドの手がノアの手に重なり、一緒にそこを握って力加減を教えてくれる。

「んっ、ああ、いい……」

　レオポルドのその顔が、声が、抑えた喘ぎがノアを更に昂らせた。

　お互いの手の動きが激しくなって、喘ぎと熱い吐息が交差する。

「ノア、挿れたい……」

「ん……」

「痛むぞ？」

「いい、レオにならなにされても……」

「ああ、ノア……」

　レオポルドの硬いそれがノアの割れ目に当てがわれ、慎重にゆっくりとノアを割りさいてゆく。

「あっ、ああっ……！」

「少し我慢してくれ……」

　はっはと浅く息を繰り返しながら、思わずレオポルドの首にしがみつくと、彼の裸の胸がノアの胸に重なって柔らかく潰される。

「ああ、ノアっ……」

　レオポルドがノアの上でゆっくりと抽送を始めた瞬間、ノアの意識も飛んだ。そしてだし抜けに、一年前のあの戦場でノアの脳天を貫いた激しい痛みが蘇った。
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　レオポルドがふと目を覚ますとノアは隣でまだ眠っていた。

　小さくキスして起こさないようそっとベッドを抜け、ローブを羽織ってキッチンへ行った。

　マリアンヌに言って飲み物とグラスを持って部屋に戻ろうとすると、わたくしがお持ちしますというのを断った。

「レオ様」

「ん？」

　マリアンヌがレオポルドの持った盆の上にカットフルーツを載せて見上げた。

「あなた様は、あの方をどうするおつもりなんです？」

「……なぜそんなことを聞く？」

「期待ばかりさせて、突き放してしまうのは残酷ですわと申し上げたいんですの」

「俺がそんなことするように見えるか？」

「あなた様の浮名は皆の知るところですわ。ここの召使ならみんな知っています」

「うーん、バレないようにしていたつもりだったけどな」

　レオポルドがポリポリと指先でこめかみを掻いた。

　マリアンヌが「けっ」と横目で冷ややかに笑った。

「毎晩違う香水の移り香をつけて帰り、シャツの襟についた口紅を落とすのは一体誰だと思っているんですか。女の目は誤魔化せません」

「な、なるほど。肝に命じておくよ」

「お屋敷にどこかのご令嬢連れてくるのも初めてではありませんしね」

「あれは俺の好みも聞かずに父上が連れてきた女性達だ」

「まぁ、そうかもしれません。でも、好もしい方もおられましたわ。それをみんなけんもほろろにお帰しになってしまって……。お見送りするのが心苦しゅうございましたわ」

「そうか……」

「一方で香水の匂いはコロコロ変わるし、あなた様は毎年歳ばかり重ねてもう今年で三十一歳ですわね？」

　マリアンヌの遠慮ない苦言に思わず苦笑した。

「そうだな」

「……わかっているんです。あなた様が女性と浮名を流すのは、いつも戦況が厳しいと評判の戦場帰りばかりでしたから。女性に慰めを求めたくなる気持ちもわかります。いつ死ぬかわからない身で、結婚を躊躇う気持ちも」

「……」

　叱られた子供みたいに唇を尖らせるレオポルドを見て、マリアンヌは溜息まじりに苦笑した。

「あなた様が、今までとは全く違うタイプのノア様を連れて来られた時は驚きました」

「ああ、まぁ、そうだろうな。彼女の場合は事情があったから」

「そうですわね。でも、このワゴン見てください。ノア様のワゴンです」

　言われてレオポルドは、キッチンの入り口にあるやたらとゴチャゴチャしたワゴンに目をやった。ノアが仕事で使っているものだ。

　分厚い本や診察道具、薬草に瓶やスコップや植木鉢といった雑多なものが様々に押し込まれていて、最近はノアが屋敷のどこへ行くにも引いて歩いている。道具以外にもお菓子や小さな人形まで乗っていて、カゴを支えている細い柱には、小さな花まで飾られていた。

「うちの召使いたちが、ノア様のワゴンに消耗品を継ぎ足しながら、毎回お菓子やお花を置いていくものだから、ただでさえごちゃごちゃのワゴンがますますひどくて、ノア様が二台目のワゴンを紐で繋ごうとしておられるのを見た時はみんなで本気でお止めしましたわ」

「あはは、そうか……」

「あの方は、私たちの親兄弟も分け隔てなく診てくださるし、診立ても確かでノア様のお薬はとてもよく効きます。でも、なによりもみんなあの方が大好きです。わたくしもです。もし、レオ様があの方を悲しませるようなことがあれば、たぶん、うちの子達は一斉にストライキを起こしかねませんわ」

「それは大いに困るな！　でも、そんなことにはならないと誓うよ」

「では……」

　マリアンヌの目がキラッと光った。

「あなた様がまだ婚約もしないうちに、ノア様を着飾ってあちこち連れ回し、公式の場で意味深な態度を取るのもみんな、周りから固めて気づけばノア様があなた様のプロポーズを断れないように仕向けている作戦──と受け取ってよろしいんですのね？」

「な、ま、わ、わかってるんじゃないか……」

　マリアンヌがにっこり笑った。

「ふふ、それが聞ければ十分です。早くノア様にお飲み物をお持ちになってくださいまし」

「あ、あぁ」

「でも、嫁入り前の娘に、おいたは程々になさいませ」

「っ!?　こ、心がけるよ」

　フレッシュジュースとフルーツの乗った盆を持って、レオポルドが慌てて部屋に戻るとベッドが空だった。

「ノア？」

　テーブルに盆を置いてノアを探すと、ローブを羽織っただけの姿でバルコニーにいた。

「ノア？　どうした？　そんな格好でいると風邪引くぞ」

　レオポルドが手を伸ばすと、ノアが弾かれたように逃げた。

「？」

　バルコニーの手すりに捕まるように隅っこに逃げると、ノアはすみれ色の瞳を眇めるようにして言った。

「──おまえは誰だ？」

「──ッ!?」

「ここはどこだ？」

　ノアが言った。

　レオポルドはノアの気配が別人のように変わっていることに敏感に気づいた。

「……どうした、ノア？」

「ノア？」

　ノアはバルコニーの入り口に立つレオポルドの脇を素早くすり抜け、部屋の中に入ると、テーブルの上のジュースとフルーツを見つけて早速口にした。むしゃむしゃとあっという間に平らげると、手の甲で乱暴に口の端を拭い、レオポルドの動きを注意深く見て距離を取りながら、部屋の様子を探っている。

（誰だこいつは。誰かの人格が取り憑いて混乱してるのか？）

　たぶん、この状況を見て、レオポルドと自分がさっきまで何をしていたのか察したのだ。

　だからこいつは自分に今すぐ脅威はないだろうと踏んで、すぐに逃げ出さず状況の把握に努めようとしている。

「……」

　レオポルドは注意深く見守りながら、さりげなく部屋の出口に立って逃げ道を塞いだ。バルコニーからは無理だろうともう確認したはずだ。

　するとノア──いや、違う「ソレ」だ──は、レオポルドを横目で見ながらクローゼットの前で立ち止まった。大きな鏡があるのだ。その姿見に見入っている。

「……」

「……」

　レオポルドは心臓が痛いほど早鐘を打つ。この奇妙な異変はさっきからずっとレオポルドに激しい不安を訴える。目の前にいるのは間違いなくノアなのに、こいつからはまるでノアの気配がしない。レオポルドはその恐ろしい事実に圧倒されて今にも叫び出しそうだ。

「ふーん、綺麗な女だな。でも、これで目が覚めたってことは、魔法はうまく発動したんだな。女になるとは計算外だが」

「──!?」

　ノアが鏡の前で自分の顔を角度を変えてしげしげ見ながら言った。

「ノアはどこだ!?」

　ソレがビクッと肩を竦める。

「おお、こわ。大きな声を出すなよ。こっちはか弱い女なんだからよ」

「……おまえは男なのか？」

　ソレはレオポルドを無視してまだ鏡を見ている。

　レオポルドはこの状況にどう対処していいかわからない。

　ソレはしどけなくはだけたローブから溢れる胸を掴むと、自分の体全体にゆっくりと感触を確かめるように手を這わせている。

「……!?」

「おまえ、この女とやったんだろう？　いい体してるもんな」

　ソレがいやらしく笑い、手がノアの下腹部に潜り込んだ。

「やめろ！」

「この女、初めてだったんだな……。へえ、へへへ、処女おとめの痛みってこんな感じなのか。すごい違和感だ。あ……」

　自分の指先についた血を不思議そうに見て、最後にペロリと舐めた。

「貴様!!　やめろ!!　ノアに触るな!!」

「あははは、ノアというのか。今は俺の身体だ！」

　レオポルドが思わず近寄ろうとした時、ソレはいつの間にか手に持っていた果物ナイフを己の首に突き付けた。

「近づくな。この女がどうなってもいいのか？」

　レオポルドが凍りつく。

「ハハハ、どうだ、完璧な人質だぜ。思い通りになる上に、誰も手出しができない。俺を殺せばこの女も死ぬことになるからな！」

　首にナイフを突きつけ「動くなよ」と言いながら、ソレがさらに質問を重ねた。

「ここはどこだ？」

「……王都の俺の屋敷だ」

「どこの王都だ？」

「ガシュウ」

「戦争やってた敵国か……。おまえは誰だ？」

「レオポルド・シュタイナー」

「それだけじゃ答えになってねえ！」

「……王軍第一近衛師団の魔剣使いだ」

「ち、軍人かよ。敵国のど真ん中じゃねえか」

「……貴様、カール・トーマスか？」

「ふーん、俺のことを知ってるのか？」

「おまえを斬ったのは俺だからな」

「ああ、あの時俺の邪魔したのはおまえか！　そうか、この女はあのとき俺が人質にとった女か。俺はこの女の中に入っちまったのか」

「ノアをどこへやった!!」

「大きな声を出すなと言ったろう！　俺も知らねえよ！」

「なんだと!?」

「とりあえず、金を寄越せ」

　レオポルドは黙ってタンスの引き出しの中から財布を出して差し出した。

「そこのテーブルの上に置いて離れろ」

　コーヒーテーブルの上にある、先ほどまでフレッシュジュースとフルーツの載っていた盆に財布を乗せると、レオポルドは三歩ゆっくりと下がった。

　魔法使いソレが首にナイフを突きつけたまま近づいてきて財布を手に取ろうとした瞬間、レオポルドが爪先で盆を蹴り上げた。

　ガシャンと大きな音を立てて跳ね飛ぶ食器や財布に気を取られて、魔法使いが一瞬首からナイフを離した。その瞬間、レオポルドがナイフとノアの首の間に手を刺し入れ、同時に魔法使いの首に鋭い手刀を落とした。

　ガクンと一瞬で気を失った魔法使いの身体を片手で受け止めた。

「こんな杜ず撰さんなやり方でこの俺から逃げられると思ったかチンピラめ」

　そしてレオポルドは、気を失っているノアの身体をぎゅっと抱きしめた。

「ノア、ノア、すまない。必ず助ける。無事でいてくれ」








第九章　神の手









　翌朝、レオポルドが王立大学病院のノアの研究室に行くと、乱雑だった部屋がすっきりと片付けられ、出窓に並べられた伸び放題の薬草の植木鉢は、綺麗に手入れされてネームプレートまで刺されていた。

　使い込まれたオンボロソファには、恰幅のいい老人と、ノアがパブロさんと呼んでいた老人がチェス盤を囲んでいて、ノックの返事も待たずに険しい顔で部屋に飛び込んできたレオポルドを見て目を丸くした。

「ヴィンセント候、迎えにきたんです！　どうか手を貸してください！」

　挨拶もそこそこにレオポルドが言った。

「なんだねレオ、出し抜けに。学長に失礼じゃないか」

「ああ、すみません、ミュラー学長。とても急いでいたものですから」

　鷹揚に笑って恰幅のいい学長が席を立った。

「いやいや、君が慌てているなんて新鮮だな。よほどのことなんだろう。気にしないでくれ」

「ミュラー、済まないね。盤はこのままにしておくから、続きはまた今度だ」

「ええ、楽しみにしていますよ」

　老人二人のそんなゆったりとした会話を聞いているのももどかしく、レオポルドはイライラと老人が帰り支度をするのを待った。

　高速で走る馬車に揺られながら、ヴィンセント候がレオポルドにのんびりと言った。

「おまえの愛しいノア・ヒューズ嬢になにかあったかね？」

「なぜノアに何かあったと？」

　老人の察しの良さにレオポルドが用心深く問い詰めた。

「ハッハッハ、なんて顔しとるんだ、レオポルド。おまえほどの男が」

「す、すみません」

「おまえが慌てるなんて、彼女以外にないだろうと思っただけさ。各所で聞こえるおまえののぼせ上がった噂話を聞く限りね」

「はぁ……」

　レオポルドは、いや、この老人を知るほとんどの人がこの人には頭が上がらない。

　今は趣味でシュタイナー家の主治医などやっているが、五年前まで王の側近であり、この国有数の大魔法使いであり、神の手と呼ばれたヴィンセント・チェイン・ジョバンニ・パブロ・マイヌール候である。

　レオポルドが、ノアの代わりに研究室で働いてくれる人を探している最中、どうしようかと思っていたところで、ふと思い浮かんだのが引退して暇を持て余しているヴィンセント侯だった。誰か適当な人材を紹介してもらおうと伝言羽を飛ばしたら、私が行こうと言い出したのである。

　王立大学の学長より地位も名誉もあるこの人をそんなところに行かせるつもりなど毛頭なかったレオポルドだったが、ヴィンセント候は「ボケ防止じゃ」と言って聞かなかった。そして、この老人が動けば王とておいそれと自由にはできない。

　レオポルドとの繋がりは、当主のシュタイナー伯爵が、彼を養子に迎えたことがきっかけだった。幼い頃の彼は、大きすぎる魔力を持て余していた。そのレオポルドに、師匠として魔力のコントロールを仕込んだのがこの老人なのだ。

　しかし今は、国の重責から解放され、気が向けばどこへでも顔を出すという気楽なセカンドライフだ。そんなだから、金や名誉では動かない。

　ノアには長い名前の一部である「パブロ」とだけ名乗り、ヴィンセント候にそっくりなのが目下の悩みといい加減なことを言ってケムに巻いてしまった。まぁ、騙される方も騙される方だが、候自身がノアに身分を明かすつもりがないのだろうと、レオポルドはそのまま黙っていることにした。

　馬車の中でこれまでの経緯をざっと説明し、ノアの様子がおかしいのだと言うと、ヴィンセント候は長い顎髭をしごきながら珍しく難しい顔で考え込んだ。

「ふーむ、禁忌魔法を使いおったな」

「え……」

　レオポルドの不安がさらに掻き立てられる。

「そんな顔をするな、レオポルド。近衛師団自慢の魔剣使いが形なしだ」

「彼女に何かあったらと思うと、俺は……」

「ほお、珍しいの、おまえが女に入れあげるとは。たまには噂も本当のことがあるのだな」

「候こそ、マリアンヌに夢中じゃないですか」

　候がシュタイナー家に頻繁に顔を出したがるのはこのせいもある。

「男が女に入れあげるのはこの世界の理というものじゃ」

「求婚されればいいのに」

「しておるよ！　もう何度もじゃ！　この私がこれほど思っておるというのに、あのマリアンヌめは身分の差がと抜かしおる」

「身分ですか。歳の差じゃなくて良かったじゃないですか」

「そこじゃ。わしに気遣っておるのだと思うかね、レオポルド？」

　わざと情けない顔でレオポルドに恋の判断を委ねようとする、この老人のチャーミングさと独特の励ましに、叫び出したくなるような不安と焦りが少し軽くなる。

　候は何事も確かめてみなければわからないと言っているのだ。はやって考えすぎるなと。

　レオポルドは膝に置いて握り締めていた手から力を抜いた。

　馬車はようやくシュタイナー家に到着した。




　レオポルドとヴィンセント侯が屋敷に戻ると、地下室に通じる階段の前で、召使たちがノアのワゴンを囲んで揃ってシクシクと泣いていた。

「なんの騒ぎじゃこれは？　まるで葬式のようだの」

「めっそうもありません！　そんな不吉なことをおっしゃらないでください、ヴィンセント様！」

　マリアンヌが顔色を変えた。

「そりゃすまなんだ」

　彼女達の涙の理由を要約すると──私たちのノア様があんな下品なクズに乗っ取られるなんておいたわしい──ということらしい。

　マリアンヌはさすがに気丈だったが、ノアにあんな酷い拘束をするなんて許せないと言って怒っている。他の召使達もうんうんと頷いている。

　皆が恨めしそうにレオを見て、私たちはあなたの命令で仕方なく近づかないようにしているが、これ以上ひどいことをしたら許しませんよ──という非難がだだ漏れなのだった。

「そんなにひどいのか？」

「ま、まぁ、ご覧になればわかると思うので、とりあえず地下室の方へ……」

　レオポルドがこれ以上火の粉が掛からないうちに、足早に召使達から逃げるように地下室に向かった。元は地下牢だった一室に、ノアは両手を縫い付けられた拘束具に包まれ口枷までかまされて、鎖で床に固定された椅子に座らされていた。

　ヴィンセント侯もこれにはさすがに険しい目になった。

「レオ、いくらなんでもこれはやりすぎじゃないのかね？　これはノアの身体でもある。見損なったぞ」

「……言い訳はしません。今口枷を外します」

「ここは地下牢じゃ。簡単には逃げられん。危険なものは遠ざけて閉じ込めておけば済むことじゃないか」

「誰になんと言われても拘束衣を外す気はありませんよ、ヴィンセント候。こいつも昨夜から半ば混乱しているようで、まともな話ができるかどうかわかりませんが……」

　頑固なレオポルドに溜息をつくヴィンセント候だったが、口枷を外されたとたん、ノアが待ってましたとばかりに喚き始めたのを聞いて気が変わった。

「じいさん、もっと言ってやってくれよ！　この大佐は、俺がこの体を自由にまさぐるのが気に入らないのさ！　傷つけてるわけじゃねえ！　少しぐらいはいいだろうが！」

「なっ!?」

　候が愕然としてカールを見た。

「……なるほど。レオ、わしが間違っていた。すまない。おまえの判断は正しいな。考えてみれば、縄や紐で縛るよりも拘束衣の方が安全じゃ」

「なんだよじいさん、あんたもかよ！」

　レオポルドの顔がホッとしたように緩んだ。

「じゃあ、代わりにあのかわいい召使呼んでくれよ！　こっちも女なんだからいいだろ！　なあ！」

「ふーむ、官能魔法が効きすぎておるようじゃのう。こりゃノアもさぞかし苦しんだことじゃろう」

「ノアやこいつの状態がお分かりになるんですか!?」

　レオポルドが驚きに目を見張った。

「一体、なにが起きているんでしょうか。ノアはこの一年、こいつの残した魔法にかかりきりでした」

「そうだったのか。混ざり合った魔法使いの血液を分離する研究だと言っておったから、まさか、こんなことだとは……。わしがもっと早くに気付いておれば……」

　ヴィンセント候は難しい顔で、拘束衣のカールを見つめ、おもむろに言った。

「おまえ、身内にルイーゼ・コルトレイという女性はいるか？」

　カールが殴られたようにピタッと喚くのをやめて目を丸くした。

「……父方の大叔母だ」

「ふーむ。じゃあ、この冊子を見たことがあるな？　これはノアのワゴンにあったんじゃが」

　候は古びた薄い本を持っている。

「それは……。うちに代々伝わる先祖の残した魔法書だ」

「いやいや、代々は言い過ぎじゃ。せいぜい五十年ぐらい前だったかの。懐かしいのう」

「!?　……あんた何者だ!?」

「わし？　わしは五十年前にこの魔法を元カノのルイーゼちゃんと作った魔法使いだな」

「なんだと……!?」

「禁書にしていたはずだが、管理体制を見直さねばな。ノアのことじゃから、これは中身も確かめずに図書館からうっかり持ち帰ってしまったのじゃろうのう。研究室の掃除も大変だったものなぁ……」

　後半は独り言みたいになっていたが、候の言葉にレオポルドとカールが愕然と目を見開いた。

「いやなに、最初は単純な入れ替え魔法だったんじゃよ。ゲーム感覚で学生時代に作ったんじゃが、なんというかその、恋人とイチャイチャしようとして？　身体が入れ替わったらちょっと楽しいかな？　とか思ってちょっぴり官能魔法も盛り込んで？　ふざけ半分で作っちゃったんじゃなぁ……。いやはや、若気の至りというやつじゃのう」

　レオポルドとカールが唖然とヴィンセント侯を見つめた。

「汎用性が高くてその後あまりにも悪用するものが多くてな。ガシュウでは禁忌魔法にしてたんじゃが、ルイーゼちゃんがこの仕様書を持っておったか。二冊あったとは盲点だった。あー、みなまで言うな。すまんのう、天才で」

「じゃ、じゃあ、この魔法にかかっている間、ノアがあれほど発情したのも……？」

「そうじゃな、なんというかその、魔法のちょっとした味付けというか、個性というか……」

　最後はごにょごにょと言葉を濁す候を、呆れて見ているレオポルドにカールが訪ねた。

「……このじいさん何者だ？」

「ヴィンセント侯と言えば、魔法使いのおまえなら知ってるだろう？」

「ガ、ガシュウの神の手か！　このじいさんが!?」

「わし、その言い方嫌い」

　カールが諦めたように大人しくなった。
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「……俺は、トルソの花火職人だったんだ。それがある日突然、ガシュウとの戦争に連れて行かれて、ソニンで花火の代わりに爆弾を作れと言われた。戦場に行く前に、死んだ親父の遺品の中にたまたまその魔法書を見つけて、何かの役に立つかもしれねえと思って持ってったんだ」

　いよいよ戦争が嫌になって逃げ出そうとした時に、あの騒ぎを起こし、レオポルドに斬り殺されそうになって咄嗟に唱えたのが入れ替え魔法の呪文だった。

「一か八かだったんだ。うまくいくかどうかは俺にもわからなかった。で、気がついたのが昨夜で、今こうなっているってことは、入れ替えは成功したんだろう」

「死にかけた身体を乗り換えたなら、相手がどうなるかとは考えなかったのか！」

「俺だって必死だったんだよ！　そもそも、相手は散々殺せと言われた敵国の人間だ！」

「だがノアは──！」さらに言い募ろうとしてヴィンセント候に遮られた。

「安心せい、レオポルド。この魔法は相手が死ねば元の身体に戻ってくるようになっておるよ。そのはずみにこいつが今度はノアの身体から弾かれるじゃろう。恋人同士のお遊びで作った魔法じゃ。そこは注意深くリミッターを作った。でなければ、死にかけるたびに服を着替えるように身体を着替える、とんでもない化け物ができてしまうじゃろう？」

「じゃあ、ノアは……」

「こいつの身体の中で生きておる。だが、確か二十四時間程度で自然に元に戻るようになっているはずだったんじゃが……？」

「二十四時間……」

　レオポルドが難しい顔で再び考え込んだ。

「俺の使った魔法は一日で元に戻ったりしないぞ」

「どういうことじゃ？」

「親父の遺品にあった日記には、一週間入れ替わったと書いてあった。俺はその日記を読んでこの魔法書見つけたんだ」

「その魔法書は今どこにある？」

「さあな、戦場の俺の荷物の中だ」

「戦争が終わってから一年も経っていますから、探し出すのは難しいかもしれません」

「ふーむ、ルイーゼがリミッターを外してしまったのかのう？　全部は無理じゃと思うが、これは下手をするとこやつの本体が死んでもノアが戻って来れなくなるやもしれん」

「そんな！」

「い、いや、まってくれ、一年!?　あれから一年経ってるのか!?」

「そうじゃ。それもある。この魔法は色々と不測の事態を引き起こしておるの。確かに何が起きるかわからん……」

　カールのその様子からして、彼の体感では昨日の今日という感じなのだろう。

「ヴィンセント候……」

　レオポルドが必死の目で大魔法使いにすがる。

「その騒動の時、おまえも怪我をしたと言っておったな？」

「ああ、はい。こいつが持っていたメスで腕を切られました」

「おまえも自分の血を使ったんだろう？　爆弾はすぐにできたか？」

　候がカールに聞いた。

「ああ、いや、そういえばなかなか熱球が縮まらなかった」

「ノアじゃな。時魔法でなんとかその熱球が縮むのを防ごうとしたんだろうの」

「つまり……？」

　レオポルドが促すと、ヴィンセント候が話をまとめた。

「つまりはじゃな、わしの昔の改良型入れ替え魔法と、ノアの時の魔法と、おまえのバカでっかいだけで雑な魔力が相まって、一年も経ってから入れ替え魔法が発現したということじゃろう。おそらくノアの魔力は、無自覚にこいつを抑えることに全力を投じておったのだ。そのせいで魔法が使えなくなってしまったのじゃろう」

「それじゃノアは、カールの魔法が発現しないよう、一年間ずっと、寝ても覚めても無自覚に時を止める魔法を使いっぱなしだったってことですか？　ノアの魔力がそこに全振りしていたと？」

「そうじゃな」

「一年中？　この娘、すごくないか……？」

　カールが自分の体を見下ろしながら言った。

「レオポルドの魔力がサポートしたんじゃろう。ノアはこいつの血を浴びていたんじゃろう？」

「ああ、なるほど」

「一年経って、ようやくノアも魔力切れしたのかのう」

「いや、俺が思うに、昨夜初めてこの二人は──」

　と、カールが昨夜のことを話そうとしたのをレオポルドが慌てて遮った。

「それよりもカール、おまえは今どこにいるんだ？」

「そうじゃな。ノアはそこにいるはずじゃ」

「さあ、知らねえよ。俺の意識は今戻ったばかりなんだから」

　レオポルドが考えながら言った。

「……おそらく、こいつはニコルと一緒かも知れない」

「ニコル？」

　声をそろえた二人に、レオポルドが説明した。

「ニコル・ベルナールは当初、俺に斬られて重傷を追ったカール、おまえの担当看護師で、その後二人は軍病院を出ている。駆け落ちしたと言う話だったがどうもそうではないようだ」

「どういうことじゃ？」

「ニコルは、今俺たちが全力で追っている、魔法使い連続殺人事件の最重要参考人だ」

「なんじゃと!?」

「どういうことだよ？」

「ノアが危ない──」

　レオポルドの目が暗く光った。








第十章　再び湖のある街









　旅行用馬車にレオポルドと中身がカールのノアと、そしてなぜか白猫が揺られている。

　ガラガラという単調な車輪の音を聞きながら、事件を知らないカールのために、レオポルドが魔法使い連続殺人事件のあらましを話し始めた。

「半年前に、ボランという小さな漁村の牡蠣小屋で、七人の白骨遺体が見つかったことからこの事件は始まった」

「そんなことが……」

　ノアの姿をしたカールが青ざめた。ノアの膝の上にいる白猫は、大人しく丸まっている。

「被害者は魔法使いばかりだが、殆どの者に地元の警察署に捜索願が出されていた。しかし、みな大人だ。当初はただの家出人と、各警察署は特にこれといった捜索をしなかったんだ。それが一転して、実にセンセーショナルなご帰還だ。

　すぐに警察が動き始め、俺たち特別捜査官まで投入されたが、どうしてもこの七人の接点が掴めず、捜査が大きく暗礁に乗り上げていた。そんな時に、偶然その繋がりに気づいたのがノアだ。それが戦場の救護テントだった」

　ノアの助言をきっかけに、捜査現場が大きく動き始めた当初を振り返りながらレオポルドは続けた。

「それまで、やみくもに各地の行方不明や失踪届をかき集めるしかなかった俺たちは、これで一気に動き始めた。三年前まで遡って各地の戦場の救護テントで働いている者、あるいはそこで治療されたものの情報をかき集めた。犯人はこの中の誰かだ。

　延べ人数にすると相当な数になるんだが、犯人が麻酔薬を使うことや、注射針で血を抜く犯行の手口から見て十中八九医療従事者だ。

　そこでごそっと大きく患者や素人の下働きが容疑から外された。そこからさらに、被害者全員が関わっていた戦場と、それに被る関係者の数が絞られる。それを、ひとつひとつ裏を取りながら検証してゆき、最終的に俺たちが容疑者として絞り込んだ人数は五人になった。その中にはノアも含まれたんだが……」

「この女も……？」

「ああ。でもノアは犯人じゃない。最初に殺されたアダムとの接点がない。要するに、結論だけを先に言えば、カール、おまえと駆け落ちしたという従軍看護師のニコル・ベルナールが、捜査本部が最終的に弾き出した魔法使い連続殺人事件の重要参考人だ。今捜査官が必死に行方を追っている」

「ええ……」

　レオポルドがカールの膝の上にいる猫を自分の膝に抱き上げようとして、短くシャアッと抗議されてやむなく諦めた。猫は当たり前のようにノアの膝の上で丸まった。

　ノアの姿をしたカールはすでに拘束衣は着ておらず、マリアンヌとリアンに目隠しされながら、風呂に入れられ服を着せられた。だが、目の前にレオポルドがいてはノアを自由にできない。彼は大人しく、膝の上の猫を恐る恐る撫でながら言った。

「変身魔法なんか初めて見たぜ」

「変身ではない。仮宿の魔法じゃ」

「ひっ、喋った！」

　カールが膝の上の猫から手を離してのけぞった。

「猫の身体を借りて意識を乗せておるだけじゃよ。入れ替え魔法のように、魂を動かすほど大掛かりでもない。年寄りの身体に馬車の長旅はちとキツイでな。で、レオポルド、わしらはどこへ向かっておるのじゃ？」

「レイクです。カールの血がそこで売られているのを二ヶ月ほど前にノアが見つけて、その仕入先が、七人の遺体が遺棄されていたボランの薬屋だということがわかりました。ボランはニコルとアダムの出身地だ。二人は以前から顔見知りだったのかもしれない。

　ボランではカールとニコルの目撃情報もあったんですが、すでに二人は移動していました。しかし、アパートの隣人に、ニコルがレイクの知り合いの病院で働くと漏らしていたそうです」

「ふむ、そうか」

「ニコルってどんな女なんだ？」

「これだ」

　カールにそう聞かれて、レオポルドが懐から取り出したのは一枚の似顔絵だった。軽く彩色も施され、赤毛の肉感的な女が緑の目でこちらを無表情に見ている。

　ニコル・ベルナールが務めていた軍隊の中にある軍病院の看護師たちの証言をもとに、レオポルドがふと思いついて、以前トムに描いてもらったのだ。

「見覚えはあるか？　おまえ、一年もこの女と一緒にいたんだぞ」

「うーん……そう言われてもな。とにかく俺の記憶では、あのソニンの野戦場で、あんたに殺されそうになって、気がついたらあの屋敷で目が覚めたんだ」

「そうか……」

「そもそも、軍病院で入院してる頃の俺はどんな具合だったんだ？」

「一言で言えば、魂の抜け殻みたいになっていたらしい。一日中ボンヤリと何をするでもなく、どこかに座らせれば誰かが連れに来るまでそこでじっと座っているような、歩き出せばどこまでもフラフラ歩いていくような、そんな状態だったらしい」

「へえ……」

「つまり、誰かの介助なしにはなにもできないので、その担当にニコルがついていたというんだ」

「なるほど……」




　レオポルドが軍病院に事情聴取に訪れた際、ニコルの同僚の看護師たちが、自分たちの証言を元に似顔絵を描いているトムの手元を見ながら感心していた。

「わあ、似てる似てる」

「すごいのね、あなた」

　手放しで褒められてトムは照れながらも一生懸命描いてゆく。

「あ、でも目元はもう少しきつい感じかな？　目尻がもう少し吊り上がってて」

「ああ、そうね、色は緑よ」

　言われた通りにトムが細かく調整してゆく。

「ニコルはさ、すぐ悪い男に騙されて、しょっちゅうお金に困ってた」

　ひとりの看護師の言葉に、他の看護師が同意だというようにうんうんとうなずく。

「貢いでは捨てられちゃうっていうの？　すぐダメな男に入れあげちゃうんだけど、ニコルも男をダメにしてたよね？」

「そうそう。甘やかせすぎるのよ」

「でも、カールの世話は嫌がらずにやってた」

「バカね、あれはほら……」

「ああ、そっか」

「なんだい？」

「カールは魔法使いだったから、こっそり血を抜いては売ってたのよ」

「それが看護士長に見つかってとうとうクビよ。前から魔法使いの患者がいると、お小遣い稼ぎで時々こっそりやってたのよね」

「で、カール連れて故郷に帰ったってわけ」

「カールを連れて？　なぜ？」

「だって、ねえ？」

　看護士たちが再び顔を見合わせて頷き合っている。

　カールは捕虜として、敵国の情報を得られるわけでもなく、捕虜交換に使えるわけでもなく、かと言ってこの国の人間ではないので下手に解放することもできない。入院費の払えない彼を民間の病院に押し付けるわけにもいかず、まさに軍病院のお荷物だったのだ。

「ひでえ言われようだ」

　ノアの顔でカールが顔をしかめた。

「それを引き取ると言ったのがニコルだったそうだ。病院側にしてみれば、これ幸に厄介者が二人も一度に片付くわけだ。患者の血をこっそり売っていたニコルがお縄になることもなく、表面上ごく穏やかに病院を去れたのはそういうわけだ」

「ああ、なるほど……」

「死なない程度に血を抜いて養う。殺しをするよりよほどリスクが少ない。おまえは格好の金のなる木だったろうよ」

「うーん……」

「そう言えば、トムにおまえの顔も描いてもらった」

　そう言って、レオポルドが懐からもう一枚絵を取り出して広げた。

　そこには、金髪に茶色の目の精悍な男が描かれている。口角の下がった顔つきが不機嫌そうに見えるが、なかなかいい男だ。

「似てるか？」

　ノアが顎髭を擦るように指先で顎を撫でながら、「もう少しいい男だ」と言ってレオポルドの失笑を買った。

「最初は看護師の間でも、おまえの世話をしたがる者が多かったそうだ。でも、あまりにも反応がなくてそのうち飽きてきたんだろうな。そこを最後まで付き合ったのがニコルというわけだ」

「でも、俺の魔力はせいぜいＢランクだ。小遣い稼ぎにもなるかどうか……」

「おまえをキープしながら、殺した他の魔法使いから搾り取っていたんだろう。殺された魔法使いはどれもＡランクだったというから」

「……なるほど。恐ろしい女だ。でもなんでまた急に一年前から犯行を始めたんだ？」

「借金があったそうだ」

「はあ、どこまでも救われねえ女だな」

　白猫の尻尾がレオポルドの膝の上で広げられているニコルの似顔絵をパサパサと撫でている。

　馬車はそろそろレイクへ到着しようとしていた。
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　ノアの目がふと覚めた。

　タプタプと周囲を囲む大量の水の気配がして身体がわずかに揺れる。

（……船の中？）

　船室らしい狭い部屋の寝台に寝かされている。天井近くの狭い窓の景色は、曇った白っぽい空を覗かせるだけで時間の感覚を曖昧にした。

　船底をゴツゴツと波が叩く篭った音がする。波は穏やかだが水の独特の揺れが横になっているノアの目眩を酷くする。

（変だ──）

　最後に目を閉じたのはレオポルドの部屋だと思ったのに、ここはどこだろう。なんで自分はこんなところにいるのか。

　起き上がろうとしたが、身体がひどく怠く自分ものではないみたいだ。左腕に針が刺さり点滴の管が伸びている。それを目で辿ると、点滴スタンドに青みを帯びた液体が満たされた瓶がぶら下がっているのが見える、

（……ああ、夜光草だ。あんなにきれいな青なのに、なんで頭蓋骨のこめかみのシミは薄ピンクになるんだろう）

　違和感だらけなのに、頭の中の考えが漠然と散らばってうまくまとまらない。薬のせいだ。

　誰かが部屋に入ってきた。見覚えのあるあの赤毛の女は──

「ニコル……？」

　糊付けされたようにまるで開かない唇をなんとか動かして名前を呼んだ。ひどく掠れた声しか出ない。するとニコルは、ぎょっとしたようにこちらを覗き込んだ。

「カール、あんた私がわかるの!?」

　辛うじてうなずいたが、ニコルはなぜそんなに驚いているのだろう。そもそも、なぜ自分のことをカールと呼ぶのか意味がわからない。

　喉が張り付いたようにカラカラで声が出ない。脱水症状を起こしているらしい。寒気がするのは熱があるからなのか、それとも本当に体温が下がっているからなのかよくわからない。身体に力が入らない。

　険しい顔のニコルがノアにかがみ込んで、しきりに何かを喋っている。だが、それは意味をなさずにノアの周囲でくぐもった低い音になったりキーンと高くなったりするただの響きだ。何もかも朦朧とする。

　ニコルの後ろから大柄な影が被さった。声を出そうとしても唇がうまく開かない。やがて、夜光草の眠りは再びノアを眠りの闇に引き摺り込んでしまった。
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　レオポルドの一行はニコルの行方を追って、まずは職場の病院に訪れた。

　ひと月ほど前にも訪れたリシャール・クリニックだ。ノアとともに捜査線上に浮かびあがった看護師のジュリア・リシャールの親元でもある。ニコルはその伝でここを頼ったのだろう。

　レオポルドとノアの姿をしたカール、そして猫に意識を乗せたヴィンセント候の一行は、早速リシャール・クリニックにやって来た。ところが、受付の看護師に、ニコルなら三日前から無断欠勤だと言われた。

「よくあることなのかな？」

「初めてですけど、ここへ勤め始めてまだひと月も経ってませんから。お嬢様の口利きで破格の条件で雇われたっていうのにまったく……」

　仕方なく彼女の住まいに行こうとして、ふいに後ろから声をかけられた。

「あら、ノア先生！」

　その声に振り向くと、身なりのいいプラチナ・ブロンドの美人が笑顔で一行を迎えてくれた。美人はノアをよく知っているらしい。

　レオポルドはすぐにピンときた。

　彼女がジュリア・リシャールだ。院長室の壁に飾られていたバカでかい絵の中で、母の膝の上に抱かれた七歳ぐらいの少女は天使のようだった。それがそのまま大人になったかのような美しい女性だ。

　以前ここへやってきた際に、ノアが会いに行ったと言う知人も彼女だったのだろう。

　ノア先生と呼ばれたカールは、曖昧な表情で笑っている。

　女好きのヴィンセント候が彼女の足元にまつわりつく。ジュリアは嫌がることなく抱き上げると、胸の中で猫の頭を撫でた。

「まぁ、あなたはどこの子？　ここは病院だから入れてあげられないわ」

「にゃあ～ん」

　聞いたこともないほど甘えた声で鳴くヴィンセント候はご満悦である。

「ノア先生、今日はどうしてまたここへ？」

「あ、あぁ、えーと……」

　困っているカールに助け舟を出すつもりで、レオポルドが手を差し出した。

「これは失礼、ミス・ジュリア・リシャール」

「ミセスですの」

　ジュリアがすかさず訂正した。

「重ねて失礼しました、ミセス・ジュリア。私はレオポルド・シュタイナーと申します。普段は近衛第一師団の魔剣使いですが、今は訳あって特別捜査官として警察に出向しておりまして、彼女は私の助手として同行してもらっています」

「ああ、そうでしたの。あなたはあのソニンの野戦場で魔法使いを斬った？」

「ああ、あの場にあなたもいらっしゃいましたか」

「はい。その後、ノア先生から深刻な魔法障害が起きて、その治療中だと伺いましたわ。ね、先生？」

　そう言って、ジュリアがノアに同意の視線を向けると、中身がカールのノアはその通りというようにギクシャクと頷いた。

「ノア先生が助手……ということは、今回は魔法障害の治療ではなく、何かの捜査ですの？」

「ええ、まぁ、その両方かな。近頃世間を騒がせている魔法使いの連続殺人事件ですが……」

「ああ、被害者のひとりのアダム・コネリーが昔うちで働いていた医師でしたわね。でも警察は、いまだ被害者と犯人の接点を見出せていないとか……？」

「そうですね、そこで軍人の私が遣わされたわけです。広域の捜査になりますので」

　レオポルドが苦笑しながら言った。

「あら、私ったら何も知らずに失礼なこと申し上げて……」

「いえ、本当のことですから。でも、それがこのところ彼女のおかげで大きく進展しまして……」

　そう言って、レオポルドがノアに何気なく目をやった。

「ノア先生の？」

「ええ。彼女が犯人と被害者の関係に気づいたのです。それに、彼女の場合法医学的な観点でも頼りになる方なので。まぁ、あまり詳しくは申せませんが、その繋がりで、ニコル嬢に是非ともお話を伺いたいことがあってここを尋ねたわけです。場合によっては、あとであなたにもお話をお伺いしても……？」

「ええ、もちろんですわ」

　二人と一匹はその後すぐにリシャール・クリニックを辞し、ニコルの住まいに向かった。

　彼女は湖沿いの安アパートに住んでいたが留守だった。急いでアパートの大家を尋ねた。身分を明かし、戸惑う老婆の大家に半ば強引に部屋を開けてもらった。

　部屋に飛び込んでも誰もいない。何かないかとレオポルドの目は必死に部屋の中を探る。今こうしている間にも、ノアはすでに殺されているかもしれない。悪い想像ばかりが膨らんで、今にも叫びそうになっているレオポルドの胸に、突然猫がふわっと飛び込んできた。

「──ッ」

　ざらざらの舌で何度か頬を舐めると、驚いて固まるレオポルドがなんとか頭を撫でるのを待って、トンと床に降りた。

　落ち着け──ということなのだろう。

　何度か大きく深呼吸し、ぎゅっと目を閉じてゆっくり開けた。

（ありがとう、ヴィンセント候）

「この三日ほど二人の姿見てないけど、あの子になにかあったのかい？」

　アパートの大家が言った。痩せた小柄な老婆だ。その顔には好奇心より心配が浮かんでいた。

「旦那がああいう状態だから、あの金持ち病院で働くことにしたんだって聞いたけどね。なんでも、あそこの院長の娘が昔の同僚だったって？」

「ああ、そうですね。でも、病院へ行ったら彼女は三日ほど無断欠勤だと……」

「無断欠勤……？」

　部屋の中は意外に小綺麗で、ニコルはここでカールとわりと快適に住んでいたのではないかと思われた。そして部屋のあちこちに、まだ生活感が残っていた。踏み荒らされているわけでも、なにかに急かされるように荷物をまとめた形跡もない。二人で散歩にでも出掛けた後のような雰囲気だった。

「急に逃げ出したって雰囲気でもないな」

　カールの言葉に、レオポルドが同意した。

「カールの中でノアは目覚めてないのか……？」

「ニコルはどうしたんだい？」

　大家にもう一度聞かれたが、ニコルが何かの犯罪を犯したのではなく、巻き込まれたに違いないという口調だ。ニコルはよほど上手く本性を隠していたらしい。

「ご心配ですか？」

「だって、若いのにボケて何も分からなくなってる亭主を、ずいぶん献身的に世話してたんだもの。そりゃなんかあったのかって心配にもなるよ」

「それは、魔法使いだった亭主の血を売るためじゃないか？」

　ノアの言葉に、大家はじろっと不機嫌に睨んだ。

「そんぐらいしてもバチは当たんないと思うがね。あんた、ボケた年寄りの世話したことないのかい？　魔法使いの血がいくらになるか知らないが、せいぜい小遣い程度だろ？　あたしならそんなはした金のために、そんな厄介者、決して引き受けないね」

　その言葉に、さすがのカールも黙り込んだ。自分の血がいくらで売れるかは彼が一番よくわかっている。

「ニコルがあのご亭主と出会った頃、すでに亭主はあの状態だったっていうじゃないか。あたしゃびっくりしちまって、あの娘だってまだ若いだろう？　聞けば三十だって言うからさ。何を好き好んで手のかかる男を引き受けたんだいって」

　大家の話を聞きながら、二人と一匹が部屋の中を行先の手がかりを探してあちこち観ていると、レオポルドはキッチンの壁に、料理のレシピが貼り付けてあるのに気づいた。

　いくつかのレシピにはハートマークがついている。

　レオポルドの横にやってきたカールが、それを見て「俺の好物だ」と驚いたようにつぶやいた。

「そしたらあの子笑ってさ、うちの人は元は腕のいい花火職人だったんだっていうじゃないか」

　レオポルドとカールが顔を見合わせた。

　老婆はまだひとりで喋っている。

「出会った頃にすでにこの状態なら、腕がいいか悪いかなんてわかるわけないだろって笑ったら、きっとそうに違いないって言うんだよ。私の勘は当たるんだって」

　老婆はさらに続ける。

「とにかくあの子が、ニコルが言うにはさ、花火職人だった亭主の気が紛れるかと思って、ある日小さな手持ち花火を買ってやったんだってさ。どこの雑貨屋でも買える普通の花火だ」

　いいながら老婆は足元をうろつくヴィンセント候の白猫に気づき、ふいっと抱き上げ胸元で撫でながら話を続けた。

　ヴィンセント候は喉をゴロゴロ鳴らしながら好きにさせている。女性なら年齢は問わないようだ。

「そしたらさ、亭主が花火しながらポロポロ泣くんだってさ」

「え……？」

　ノアの姿をしたカールが意表を突かれたように猫を抱く大家を見た。

「ポロポロ泣きながら、『俺は人殺しなんだよ』って小さな小さな声でポツンと一言だけ言ったんだってさ。一年まるで喋れなかったのに、その一言だけ。だからこの人はきっと良くなるって……」

「……」

「まったく、恋する女ってのは厄介だねえ」と、苦笑しながら猫を撫でる大家を、レオポルドとカールは黙って見つめた。

「でも、それ聞いたらたまらなくなって、従軍看護師を辞めて亭主を連れて最初は故郷のボランの病院で働いてたんだそうだが、ほら、あすこ牡蠣小屋で魔法使いの死体がゴロゴロ出てきたろ？　亭主はもともと魔法使いだし、それで気味悪くなって伝手頼ってここへ越してきたと言ってたよ」

　ニコルのアパートを出ながら、全員が同じ思いで心を一杯にしていた。

「ニコルはシロだな……」

　レオポルドのその言葉にカールもヴィンセント候も反論しなかった。

　大家がうまい嘘でもついていない限り、ニコルが魔法使いに強い恨みを持つ稀代の殺人鬼だとはとても思えない。

「振り出しだ。くそっ！　俺たちは犯人の目星を間違ったのか!?　じゃあ、ノアはいったいどこへ……！」

「ニコルが犯人じゃないなら、ひとまず俺の体は安全だろ？　でもニコルは必ず俺のそばにいる。だから落ち着いて探せばいいんだ」

　カールのその言葉に、レオポルドが苦笑した。

「その姿で言われると、妙に納得するが、俺はまだおまえを信用したわけじゃないからな」

「まぁ、とりあえず目撃者を探そうぜ」

　レオポルドが懐からニコルとカールの似顔絵を出して、付近に聞き込みをしようとしてまた声をかけられた。

「あれえ？　嬢ちゃんまた来たのかい？」

　以前、ノアが居座った薬屋の店主だった。配達の途中なのだそうだ。

「今朝、またカールの血が入荷したよ。見てくかい？　今度は結構大量だ」

　その言葉に、カールとレオポルドが顔を見合わせた。

　二人が早速店に駆けつけ、魔導式冷蔵庫を見ると、カールの名前が入った血液のスピッツではなく、小瓶が並んでいた。結構な量だ。

「以前嬢ちゃんに鑑定してもらったおかげで、ちゃんと品質保証のラベルが浮き上がったから間違いないよ。いやあ、あのときはありがとうね」

　ノアのような資格持ちが品質保証のサインを書くと、契約魔法が発動して全ての同じ商品の魔法ラベルに保証サインが浮き上がる。同じ血液なら何も書かれていない魔法ラベルにその血を一滴垂らすだけで、魔法使いの名前、魔法属性、ランクなどの文字がサインとともに浮かび上がる仕組みだ。

「誰がこの血液を？」

　レオポルドが聞くと、店主はよく意味がわからないんだがという顔で言った。

「それがさ、あれは確か、リシャール家の下男なんだよ。長年そこで働いてる」

「下男？」

「戦争でひどい傷を負って、今は閉鎖されちまった昔のリシャール医院に担ぎ込まれたんだ。命拾いしたはいいけど、顔にひどい火傷の跡が残って口も利けない。身寄りがないってんでそのままリシャール家で雇われたと聞いたよ」

「ずいぶん詳しいな」

「そりゃ俺は薬屋だから、リシャール家とは長い付き合いだ」

「なるほど。でも、なんでそいつがカールの血液を？」

「それが俺にもさっぱりだ。リシャール家の末娘のジュリアお嬢さんは、見た目通り天使みたいなお嬢さんで、幼い頃から奴に同情してよくしてやって、嫁ぎ先にまで一緒に連れてったんだ。それなのに、不愛想で何を考えているやら、だ。もしかしたら、ボランの連続殺人事件の犯人は奴で、カールはあいつに捕まっているのかも……なんてな！」

　店主は最後は冗談めかして笑ったが、ノアとレオポルドの深刻な顔つきを見て顔色を変えた。

「……そういや、ボランの牡蠣小屋で、顔に傷のある大男が目撃されたって新聞で読んだことあるぞ」

「そうだな」

　レオポルドが言った。

「おいおい、まさか冗談だろう？　この町に恐ろしい殺人鬼がいたって？」

　店主が悲鳴混じりに声を上げた。

　カールが考え考えぶつぶつ言った。

「じゃなきゃ、そいつが俺の血を売りに来た説明がつかない。まさか俺は本当に犯人のそばにいるのか？　そうだ、そいつは戦場で障害を負ったことを逆恨みして、救護テントで出会った魔法使いたちを狙ったんだ……」

「……いや、そうじゃない」

「え？」

「殺された他の魔法使いが、行方不明になって以降、血が売られていたという記録はどこにも残っていなかった」

「……つまり、今になってなぜ俺の血だけが売られたのか？」

　その時、一匹の大型犬が店に飛び込んできた。

「わあ、なんだ、なんだ、どこの犬だ？」

「すまんのう、ご店主。仮宿の魔法で一時的にこの犬の体を借りておるだけじゃ。だから店を荒らしたりせんよ」

　犬が喋ったので、店主が腰を抜かして床にへたり込んだ。

「な、な、なっ……」

「猫はどうしたんです、ヴィンセント候？」

　レオポルドが驚いて尋ねると、「犯人の足取りを追うのに、鼻の効くこの犬に乗り換えじゃ」と言った。

　三人の会話を聞いて、店主がかろうじて言った。

「ヴィ、ヴィンセント候!?　ガ、ガシュウの神の手!?」

「今は引退したただのジジイじゃよ。そんなことより、なにかわかったか？」

「はい、ヴィンセント候、カールの体は犯人のそばです！」

　レオポルドとカールと賢い犬が店を飛び出した。

　通りを駆け抜ける二人と一匹だったが、カールはノアの足なので大幅に遅れをとってしまう。

「待ってくれよ！　こっちは女の体なんだからよ」

　カールが息を切らせながらやっとのことで追いついたとき、レオポルドは辻馬車を拾っていた。カールもレオポルドと犬に続いて乗り込んだ。

　まずはリシャール・クリニックに駆け込んだが、受付看護師の話では、ジュリアはすでに自宅に帰ったと言う。そこですぐ湖の高台に建つ白亜の邸宅に向かったが、出てきた召使に奥様はお出かけですと冷淡に言われた。

「では、ジュリア奥様に仕えている下男には会えますか？　ずいぶん大柄な男だと聞きましたが」

「ああ、ユーグのことですか？　彼なら奥様と一緒ですよ。まったく、立場もわきまえずいつもべったりで、奥様も奥様ですわ。あんな醜いものを侍らせてみっともない……」

　召使はつい喋りすぎたと思ったのか、はっと口をつぐみ、けんもほろろにドアを閉めようとした瞬間、犬が召使の目を盗んでスルリと屋敷の中に飛び込んだ。

「あ！」

「こら！」

　全員が虚を突かれて反射的に犬を追うのに任せて、レオポルドもカールも屋敷の中に踏み込んだ。

「こら、えーと、ジョン！」

「ベル！」

　レオポルドとカールが勝手な犬の名前を呼びながら見える限りの部屋を確認するが、確かにジュリアの姿もユーグという下男の姿もないようだ。

　召使たちが小さな悲鳴を上げながらにわかに騒ぎが広がってゆく。

　そのうち、ヴィンセント候がどこから持ち出したのか、一枚のスカーフを咥えてやってきて、レオポルドに「いくぞ」と囁いたので、その指示に従って、これ以上騒ぎが大きくなる前に屋敷から飛び出した。

「そりゃなんです、候？」

「ジュリアのスカーフじゃ。犬なら匂いで追える」

「なるほど」

「ジュリアを追えば下男につながるってわけか。お嬢様は無事なのかね？」

　再び辻馬車に乗り込もうとして、ヴィンセント候に止められた。

「バカもの！　そんなものに乗ったら匂いがわからなくなるじゃろうが！　しかも彼女はどうやら馬車には乗っておらん！」

　必死にジュリアの匂いを負う犬の後をついて、じりじりする思いで長い坂道を降りながら、二人と一匹はとうとう湖畔に到着した。

　根気よくさらに匂いを辿る犬に従っていたが、とうとう広いヨットハーバーまで来ると行き詰まってしまった。

「ダメじゃ。この桟橋で途切れてしまった。これ以上は追えん」

　ハーバーには何十艇ものヨットや魔道エンジンで動くプレジャーボートが係留されている。一艇一艇確かめるにはとても時間がかかりそうだ。

　今この瞬間も、自分を警察が追っていることに気づいた犯人が、証拠隠滅のためにカールを殺しているかもしれない。

（どうすればいい？　どうやってこの中からカール本体を探せばいい）

　レオポルドは必死に頭を回転させた。

　──カール・トーマスってどういう人だったんでしょう？

　レオポルドの脳裏に、ノアのそんな言葉がふいに蘇った。

　あの時ノアは、カールは何が好きでどういう暮らしをしていたのか、そういう人柄が使う魔法に個性と特徴を与えるのだと言った。

（本体はなくとも中身の人柄はここにいるじゃないか）

　レオポルドが隣にいるノアを見て言った。

「カール、おまえは花火職人だったと言ったな？」

「え？　ああ」

「その花火はどこまで操作可能なんだ？」

「花火は打ち上げる場所が大事だからな。血を使えば魔法で作った花火をどこでも好きな場所で打ち上げられ……」

　そこまで言ってカールも何か思いついたようだ。

「そうか、あの花火を俺の本体の真上で打ち上げればいいんだ！　俺の血に呼応して迷わず目指すぞ。あ、でも、この体じゃ俺の血が……」

「ああ、じゃあ急いで戻ってあの薬屋におまえの血液を取りに……」

「そんなこともあろうかと、持っておるぞ。ここに」

　そう言って、とびきり賢い犬が、首輪に挟んだ小瓶に入ったカールの血を後脚でカシカシと掻いて取り出した。

　それを拾い、急いでカールが掌に垂らした血をぎゅっと握りしめて詠唱を始めた。

　そしてゆっくりと手を開くと、拳大の赤い小さな玉が震えながら一旦膨らみ、ぎゅっと石ころほど小さく縮んだ。熱球が小さいのはノアの魔力を使っているからだろう。だが今はこの方がいいのだ。

　ノアの掌の上で震える小さな赤い球は、さらにカールの詠唱に合わせてひゅっとレオポルドの脇をすり抜け飛んでゆく。それはたくさんの船が係留されているハーバーではなく、湖面をまっすぐ尾を引いて飛んだ。そして、二百メートルほど沖合で急にぐうっと天に向かうと、パーンと赤い火花を散らしながら弾け、真下に浮かんでいるプレジャーボートを照らし出した。

「あそこだ！」

「くそ！　でも湖の沖に出てるぞ！！」

　遠くに見えるプレジャーボートの甲板で、大柄な人影と細身の誰かが揉み合っている様子が見えた。おそらく、ユーグとジュリアだろう。魔法花火の音を聞いて、二人の人影が甲板の向こうに消えた。そして、船がゆっくり向こう岸に向かって動き始めた。向こう岸は隣国だ。国境を越えられれば簡単には追えない。

「ああ、逃げられるぞ！　どうすんだ!?」

　カールのその叫びに、レオポルドが答えた。

「こうするのさ！」

　言って左の掌を魔剣でパッと浅く斬ると、滴る血を剣に垂らした。そして柄を両手で掴んでスッと構え、大きく息を吸い込んで集中すると、水面に向かってザンッと大きく振り下ろした。

　すると、斬り裂かれて飛び散った水滴は水面に落ちる前に、パキパキと凍り始めたのである。

　大きな魔力を思い切り剣に込めたからか、レオポルドの髪が逆立っている。

「おお」とカールが感嘆の声を上げた。

「相変わらずバカでかい魔力じゃのう。こんな荒技ができるのはこいつぐらいじゃ」

　犬が感心しながらその様子を見ている。

　みるみる凍りついてゆく湖面にレオポルドが飛び乗った。そして、剣の切っ先を水につけたまま、水面を切り裂くようにして氷の道を作りながらボートまで走った。その切っ先から伸びる氷の道は、たちまち船尾まで追いついてボートを湖に縫い止めた。

　その勢いで船内に飛び込むかと思ったが、なぜかレオポルドはカールが追いつくのを待っていた。

　そして、青い瞳でカールの目をじっと見つめて言った。

「おまえ、なんで逃げなかった？」

「え？」

「元の身体に戻ったら、殺人鬼に襲われて死にかけているかもしれない。このままノアの体を奪って逃げられるチャンスはいくらでもあった」

「……俺は、元の体に戻ってニコルのところへ帰るんだ」

　レオポルドがニヤッと笑った。

「なら覚悟しろよ、カール！」

「おう！」

　レオポルドとカールと賢い大型犬が、一気にボートに雪崩れ込んだ。
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　ノアが再びふと目を覚ますと、天窓から見える空はずいぶん暮れなずんでいた。もうすぐ夜になるのだろう。

　相変わらず朦朧とした意識の中で、大柄な男が長椅子で眠っているニコルの様子を伺うように覆いかぶさっている。

　あれは確か、ジュリアの家で見た下男だ。

（ニコルは一体どうしたんだろう？）

　男が不意に、ノアの方を向いてこちらに近づいてきた。顔にひどい火傷の跡が残っている。澄んだ黒い目がノアを覗き込み、何か言いたそうに口を開くが、言葉は何も出てこない。そして諦めたように、ふいに狭い船室から出て行った。

　ほっとしたのも束の間、ニコルの様子を見てやりたいがノアも身体が動かない。夜光草の点滴の他に、右腕のもう一本の管を赤い液体が満たしているのが見える。

（……輸血？）

　いや違う。管は床に置かれた大きなガラス瓶に繋がっており、その瓶は刻々とノアの血で満たされてゆく。この状況から、ようやくノアにも自分がどういう事態に置かれているのかがわかった。

　どういう経緯で捕まったのか、例の殺人鬼の次のターゲットが自分なのだ。だとすれば、あの男が世間を騒がせているあの恐ろしい事件の犯人なのだ。

　鉛のように重い腕を何とか動かし、やっと夜光草の点滴を抜いたところで誰かが船室に入ってきたのがわかった。

　ああ、ジュリアだ。彼女は自分の下男が犯人だと知らないのだ。危ない、逃げてと言おうとして彼女に寝台に押し付けられた。そしてジュリアは、ノアに再び夜光草の点滴の針を入れ直した。

「……？」

「すぐに済むわ。もう少し我慢してね」

　なぜか背筋に悪寒が走った。

　天使像のように美しいジュリアの瞳は相変わらず青空のように澄んでいて、慈愛の微笑みでノアを見下ろしている。

　心地いいジュリアの静かな声は、まるでその声自体が癒しを施すようにノアに注がれる。

　ノアはその声を聞きながら、震えと涙が止まらない。

　そしてジュリアは、血液の入ったスピッツをノアの口の中に押し込んだ。

「血よ。さあ、これを使って逃げて」

（そうだ。魔法で時間を止めればいいんだ……）

　カールの身体では時間魔法は使えない。それでもつい、朦朧とした意識で言われた通りスピッツを嚙み砕こうとしたとき、先ほどの下男が船室に再び入ってきた。そして、乱暴な仕草でジュリアを引きずってゆく。

「やだ、ユーグ、なんなの？　離して！　ユーグ!!」

　男に引きずられて、ジュリアが船室を出て行った。船室の外で二人が揉み合っている気配がする。なんとかしなければと思うのに、目の前が暗くなり、意識は思いと裏腹に遠ざかってゆく。

　と、ザブンという大きな水音と同時にガラガラと太い鎖が引きずられる音がして、船室の真上で何かが弾ける大きな音がした。

　パアアンッ──

　目の覚めるような大きな音なのに、それはノアの意識を止めておけなかった。真っ暗な死の帳がノアの目の前に下りた──
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　レオポルドの一行が、船の甲板に乗り込んだ時には、すでに大男のユーグの姿はなく、甲板にはジュリアが倒れていた。犬がすかさず鼻先を近づけ、彼女がまだ生きているのを確かめると、二人と一匹はすぐに船室に飛び込んだ。

「ノア!!」

　カールは完全に意識を失った状態で寝台に横たわっていた。

「ノア！　ノア、目を覚ませ!!」

　紙のように真っ白な顔色で眠るカールの本体に向かってレオポルドが必死に呼びかけた。胸に耳を当てると、心臓はまだかすかに鼓動している。慌てて腕に刺さっている点滴の注射針を抜こうとした。

「いかん!!　レオ、それを抜いてはいかん！　床に置かれた瓶を逆さにして高く持ち上げろ！」

「そうか！」

　レオポルドは賢い犬に言われた通りに、血液の入った瓶を高く持ち上げて支えた。

　抜いた血を元に戻しているのだ。

　同時に、ノアの姿をしたカールが、自分とノアの右の掌に浅く傷をつけると、その手を合わせてなにやら詠唱し始めた。カールは左手にヴィンセント候の薄い魔法書を持っている。それを見ながら詠唱の呪文を唱えているのだ。

　カールとノアの二人から、ぶわっと膨らむ目に見えない圧力のようなものを感じた。二人の髪が空気なのか静電気なのか、ふわりとなびいている。

　魔法の摩訶不思議な圧力は、ぶんぶんといよいよ狭い船室いっぱいに広がり、二人の額の真ん中で小さな稲妻のようなものが繋がりパチパチと音を立てた。

　ノアの目が虚な半眼になり、眠っていたカールの目が開かれたが、その目も虚だった。

　レオポルドは血液の瓶を点滴スタンドに下げ、夜光草の青い液体の点滴だけは抜いて、その不思議な魔法の儀式を脅威の目で見守った。

　と──

「ウォンッ！」

　賢い犬が突然鋭く吠え、それをわかっていたかのように、レオポルドがわずかに身体を捻り、自分の背中を狙っていたナイフの切先を寸でのところで交わした。すかさずナイフを握る細い手首に手刀を入れると、ナイフはあっさりその手から落ちてカランと音を立てて床に転がった。

　床に膝をつき、乱れたプラチナ・ブロンドの間から、憎々しげにレオポルドを睨んでいるのはジュリアだった。

「ジュリア・リシャール、魔法使い連続殺人事件の容疑者としておまえを逮捕する」

「……いつから私が犯人だと？」

「さっきだ。ユーグはおそらく共犯者なんだろう。彼がおまえと一緒に戦場に出ていたという記録はない。ニコルとノアを除けば、すべての条件に当てはまるのはもうおまえだけだ」

「……」

「ユーグはどうした？」

「湖の底よ」

「殺したのか？」

「……」

　そんな騒ぎの中でも、カールはノアの魔法に集中し、周囲の様子にまるで反応しない。

　ジュリアに手錠をかけ、手すりに繋ごうとして、カールとノアの額を繋いでいた稲妻が唐突にしゅんと消えた。同時に船室の圧力もふっと消え、そのとたん、ガクリと気を失ったノアをレオポルドがとっさに受け止めた。

　入れ替わりに寝台のカールが体を起こし、咳き込みながら口の中のスピッツを吐き出した。それが床で砕け、中身の血が小さく飛び散った。

　レオポルドが気を逸らしたその隙に、ジュリアが船室を飛び出した。レオポルドはノアをそっと寝台に寝かせてすぐ後を追ったが、ジュリアはすでに船に繋がる氷の道に飛び降りているところだった。その後をヴィンセント候の犬が追う。

　レオポルドは慌てず、魔剣を鞘から半分まで抜くと、おもむろに顔の前でパチンと収めた。

　途端に氷がザブッと音を立てて水に戻り、それとともにジュリアと犬が一緒に水没した。

　溺れるジュリアの服の首根っこを咥えて、犬が必死に船に向かって泳いでくる。

　レオポルドがそれを順番に甲板に引き上げると、びしょ濡れの犬がブルブルと全身を振って水を払い、カンカンに怒った。

「年寄りの寿命を縮める奴があるか!!」

「すみません」

　船室に戻るとぐったりとした寝台のカールが、

「大佐、もう大丈夫だ」

　と言って再び気を失った。
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　その後、カールとノアとニコルの三人は病院へ、ジュリアは警察に引き渡された。レオポルドは立場上どうしても事件終息の対応に追われて警察署に縛られたが、一日に何度も病院に伝言羽を飛ばしては煙たがられていた。

　最初に意識を取り戻したのはカールで、程なくニコルが意識を取り戻したのだが、その間カールがニコルにつききりだった。一年も一緒に暮らしていたくせに、当初この二人は、まるで初対面のようにぎこちなかった。だがそれも、すぐに馴染んでゆくことだろう。

　魔法使い連続殺人事件解決の一報は、レイクを皮切りに瞬く間に国中に知れ渡り、街はにわかに騒然となった。

　そんな中、レオポルドはベテラン取り調べ官から、ジュリア・リシャールの取り調べを依頼された。

　現場を第一線で駆け回ってくれた彼らに花を持たせるべきだと遠慮していたレオポルドだったが、この申し出は意外だった。真犯人の事情聴取は捜査官の醍醐味でもあるのだ。

「いいのか？」

「はい。実は彼女の取り調べに難航しておりまして……。のらりくらりとはぐらかされるばかりです。彼女の場合、他にも犠牲者を隠している可能性もあるので、早急に事件の詳細を聞き出したいのですが……」

「わかった、行こう」

　古い警察署の狭く寒々しい取調室に入ると、粗末な木のテーブルと椅子にジュリアは座っていた。粗末な木綿の囚人服でも彼女は輝くほど美しかった。

　正面の椅子に腰掛けるレオポルドを見ながら、ジュリアが唐突に言った。

「あなたは、魔法とマッチはどちらが優れていると思う？」

「魔法とマッチ？」

　唐突な質問に戸惑い、意味を理解するまでに一拍を要してしまった。

　ジュリアは感情の読めない目でレオポルドを黙って見つめている。

「魔法もマッチも同じだ。道具のひとつでしかない。あれば使うがなければ他のものを代用するだけだ」

「ふ……」

「それがなにか？　早速取り調べをしたいんだが……」




　それからの調書作りはスムーズだった。他の捜査官たちがなぜ難航したのかと首を捻るほどだった。

　ベテラン捜査官が心配した通り、ジュリアはすでに閉鎖されている旧リシャール病院に、あと二人犠牲者を監禁していた。慌てて捜査官が飛び込んだときには、夜光草漬けにされ朦朧とした状態で死にかけていたが、二人ともなんとかことなきを得た。

　ジュリアは、ひと月かふた月に一度、救護テントで目星をつけた魔法使いの近くに住む看護師仲間に会いに行くと言って、小旅行にでかけた。そして、犠牲者を誘い出し、幌付きの荷馬車の中で殺してそのままボランの牡蠣小屋に遺棄したのだ。父親の病院で薬の在庫管理をしていた彼女は、夜光草も点滴も自由に使えた。彼女を疑うものは誰もなかった。

　犠牲者の数は見つかっている七人の他に、レイクの湖の底にユーグと父親と兄がいた。ボランの牡蠣小屋が使えなくなったからだろう。兄は殺されてからすでにひと月ほど経っていた。レオポルドとノアが初めてここへやって来た頃だ。犯行は総勢十人に及んだ。

　カールとニコルを狙ったのは、カールはノアを人質にして危険に晒した憎い魔法使いであり、そのそばにいて彼を世話したニコルは同罪だとジュリアは言った。それに、ニコルは、身代わりの犯人に仕立て上げるのにうってつけだったと付け足した。

「犠牲者を殺した動機は？」

「魔力があるというだけで他人を見下し、傲慢な態度で人を奴隷のようにこき使う彼らが許せなかったのよ。私のように、魔力なんかなくても人は殺せるのよ。そうでしょう、大佐？」

「……彼らの口の中にあったスピッツにはどういう意味があったんだ？」

「ああ……」

　髪を手で梳きながらジュリアが言った。

「失血死寸前の彼らに、その血を使えば、魔法を使って助かるかもよと騙して絶望させるためよ。なにしろ、中身は私の血なんですもの。ふふ……」

　クスクスと肩を揺らしながら笑うジュリアを見ながら、レオポルドは背筋に悪寒が走るのを止められなかった。

「大佐、カールの中にノア先生がいたというのは本当ですか？」

　事情聴取の最終日、ジュリアに聞かれた。

「ああ。魔法障害のせいだ」

「……もう少しだった」

　レオポルドは目を上げて彼女を見た。

「それは、もう少しで殺せたという意味か？」

「ふふ……」

　ジュリアは唇の端で小さく微笑んだ。

　そして彼女は、レオポルドが調書を完成させた夜、独房内で、自分のペチコートを裂いて作った縄で首を吊って死んだ。

　ノアだけがまだ意識を取り戻さない──








第十一章　彼岸と此岸









　広い食堂でヴィンセント候を加えて、ノアとレオポルドがマリアンヌたちに給仕されながら食事している。

「あの美しい天使のようなジュリアが真犯人だったとはな……」

　ヴィンセント侯が、テーブルの上に畳んで乗せられた新聞の見出しを見ながら溜息をついた。一面には扇情的な見出しが踊っている。

　曰く──

『湖畔の街を戦慄させた美しいヴァンパイアの正体』

「閉鎖された旧リシャール医院から発見された生存者の中に、ご亭主のローラン伯爵がおりました。まぁ、召使たちの話では、ずいぶん横暴な男だったとは言うんですが……。静かなあの街は今、蜂の巣を突いた騒ぎですよ」

「そうじゃろうの。動機は魔法使いへの逆恨みか……。リシャール病院もあっという間に解体してしまったのう」

「あれは仕方ないでしょう。経営者のツートップが殺され、その犯人が長女とくれば、一族の大スキャンダルだ。あの白亜のクリニックは新旧ともに、今や、殺人事件の舞台として連日人が押し寄せているそうです」

「ん？　殺人の舞台はボランのオンボロ小屋じゃろう？　あるいは、幌馬車か」

「まぁ、人々には、白亜の御殿の方が興味深いのでしょう」

「ハハ、なるほどな。確かに、〝リシャール一家の物語〟の舞台はあの豪華な病院かも知れぬな」

　ヴィンセント候は乾いた笑いを漏らした。

「しかし、戦地の救護テントや病院では、ジュリアより殺された者たちの方がよほど嫌われていたというのが皮肉です。みな魔力のあることを鼻にかけ、傲慢で嘘つきで、怪しい儲け話で人から金を巻き上げようとしたり女を騙したりと、まぁ、ジュリアじゃなくとも、どこで刺されてもおかしくないような連中ばかりでした」

「だからと言って殺されていいはずはなかろう」

「おっしゃる通りです」

「そう言えばカールはどうなった？」

「ああ、彼の亡命に一役買っていただいて感謝しています。彼は今、赤毛のニコルのところに戻って、元気に花火職人をしているみたいです。今は手持ち花火作りに凝っているのだとか」

「そうか、それはよかった。官能魔法の影響を受けていたとはいえ、下品なあの男もこれで少しはマシになるじゃろ」

　ヴィンセント候はコーヒーを一口飲んで深い溜息をついた。

「で、今度はこっちじゃ」

　そう言ってヴィンセント候は、リアンに食べ物を口に運んでもらっているノアを見つめた。

「もうひと月ほどになるのか。ノアは死国の縁に触れてしまったんじゃのう……」

　ヴィンセント侯がどうしたものかとまた溜息をついた。

　あのギリギリの死線をくぐり抜けてようやく自分の身体に戻ったノアは、目覚めたものの意識の大半をどこかに置き忘れたようになってしまった。

　日常生活はギリギリできるが、誰かのサポートが必要なのだ。シュタイナー家の召使たちがつききりになった。

　候によると、ノアは死の国に近づきすぎたためにその境目で魂が引っかかっているのだと言った。

「候……」

「そんな顔をするな、レオポルドよ。ノアをこちらに引き戻す方法を、わしも何か手がないか考えておる」

　そして、ノアに食事させているリアンを見ながら言った。

「食欲はあるのだな？」

「はい、もともと食べることがお好きでしたから」

　サーモンのテリーヌを口に入れてもらったノアは、リアンを見ながらふわっと笑った。

「ふふ、美味しいですか？　……こんなこというと叱られちゃうかもしれませんけど、このお嬢様も幼子みたいでかわいいです。突然ぎゅっと抱きつかれることもあって、そばに誰もいないとしくしく泣いちゃいますし、もうかわいくてかわいくて……」

　ノアは手にグラスを持って水を飲むと、お腹がいっぱいになったのか、今度はそのすみれ色の瞳が、横に座るレオポルドをじっと見つめた。その無垢な眼差しがあまりにも真っ直ぐにレオポルドだけに注がれるものだから、食堂にいる召使たちから次々に「うっ」という嗚お咽えつが漏れ始める。

　ヴィンセント侯の溜息がますます深くなった。

「こらこら、おまえたち、せっかくの食事が湿っぽくなってしまうじゃろう」

　マリアンヌが目尻を拭いながら言った。

「でも、もうなんだか私たち、胸が締め付けられてしまって……。レオ様がお仕事からお帰りになると、ずっと雛鳥みたいにくっついて歩かれて、もうレオ様しか目に入ってなくて……」

「あと、ご飯です」

「それが愛らしくて不憫で……」

「切なくて寂しくて……」

「なんとかしてください、レオ様！　ヴィンセント様！」

　マリアンヌの後をみんなが付け足した。

　苦笑しながらレオポルドがノアの手を取ると、ノアは嬉しそうに席を立って彼の膝の上に乗り、両腕を首に回して肩に頭を乗せて幸せそうに目を閉じた。

「……毎晩同じベッドに寝ておるのだろう？　ちゃんと可愛がっておるのか、レオポルド？」

「は？」

　その場の空気がピンと張り詰めた。

「ごほん、も、もちろん、隣に添い寝しています」

「添い寝？　わしは男と女の営みをちゃんとしているのかと聞いておるのじゃ」

　誰かが食器をガシャンと落とした。

「も、申し訳ございません」

　召使が慌てて床にしゃがみ込んで、落とした食器を片付けている。

「さ、さあさあ、お食事はすみましたよ。みんな、さっさと片付けましょう！」

　マリアンヌのその言葉に、全員がそそくさと動き始めたが、意外になかなか片付かない。みんながこの会話の行方に聞き耳を立てているのである。

「な、なにを唐突に……」

　ヴィンセント候の発言に、レオポルドがしどろもどろになっていると、候が不思議そうに言った。

「なぜって、ノアのこの様子は、おまえの欲情に反応しておるからじゃ」

「え……？」

　レオポルドがぎょっとしたように、肩にもたれかかるノアに視線を落とした。ノアは、ふいに身を強張らせたレオポルドにさらに強くしがみつく。そして、レオポルドのうなじの匂いを思いきり胸に吸い込むと、うっとりしたようにほほを染め、ほうっと息を吐きだした。

　ヴィンセント候は「ほらな？」というようにレオポルドを見つめた。

「え、ええ？　これが？」

「うむ、おまえの欲情に反応してノアも欲情しておるわけだが、まぁ、今はこんな状態だし、ノアのことじゃから、もともとあまり器用に男を誘惑できるタイプじゃなさそうじゃな」

　レオポルドはその言葉に、以前ノアが、自分を強引に誘い出そうとして、襲いかかったりしないから安心してくれと言ったことを思い出した。

「しかし、ちゃんと満足させておれば、ノアはすぐにでも戻ってくるはずじゃが、おまえは意外に下手なんじゃのう……」

　ヴィンセント候は最後の言葉を、溜息混じりにポロリと零した。

「え？」

　耳を大きくそばだてていた召使のみんなが、それを聞いてそうだったのかとレオポルドを半笑いで見つめた。

「へ、下手も何も、私は何もしておりませんので……」

　レオポルドが慌ててごにょごにょと言い訳した途端、ヴィンセント候の眼がカッと見開かれた。

「なんじゃとっ!?　それは本当かっ!?」

「え、ええ、まぁ……」

「なんということだ、おまえともあろう男が!!　男女の営みも食べることと同じじゃ！　生きることなのじゃ！　冥界の淵にいるノアに、最も必要なことをなぜ与えてやらんのじゃっ!!」

「で、ですが、候！　こんな幼子のようなノアでは……！」

「「「はあ──っ!?」」」

　ヴィンセント侯の怒鳴り声よりも、召使たちのその一声の方が遥かにレオポルドを怯ませた。ヴィンセント候もちょっと怯んでいる。

「な、なんだよ、みんな。だってそうだろ？　この状態のノアと一線を越すなんて、手籠にするようなものじゃないか。お、俺は大切にしようとだな……」

　ノアを膝に乗せたまま、レオポルドがしどろもどろになった。

「これだから根が真面目でストイックな軍人は……。大体、おまえの方だとて、ノアを抱かずにおるのに四苦八苦しただろうに。日に日にその思いが強くなるから、ノアはおまえの男の匂いに惹かれてついて歩くのじゃ」

「ええっ……？」

「わしゃてっきり毎晩のようにと……。それなのにノアがまるで戻ってこないから、これはいよいよおまえに、わしがとっておきの夜の指南をと……」

「よっ、夜の指南って……、候が俺に!?」

「他に誰がおるのじゃ」

「い、いやいやいやいや……！」

　戸惑うレオポルドの膝から、マリアンヌがノアを引き剥がした。

　反射的にレオポルドにしがみつくノアに、マリアンヌが優しく言った。

「ノア様、これからお風呂に入って思い切りおしゃれしましょう？」

「……おしゃれ？」

「そうです」

　そう言って、マリアンヌが連れ出したノアの後ろを、他の召使たちもそそくさとついて出てゆく。

「あ……」

「レオポルドよ、おまえはそれなりにモテる男だと思っておったが、意外に朴念仁じゃのう。ノアのあの可憐なすみれ色の瞳が、常に誰を見ていたのかよおく考えてみよ」

「それはその、卵から孵ったばかりの鳥の雛みたいなものだと……」

「バカモン!!　男なら、愛しいおなごの魂を揺さぶるほど満足させてみせんかーっ!!」

「……！」

　ヴィンセント候はさながら、悪魔を成敗する自身の肖像画のようになっていた。
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　バルコニーの掃き出し窓から、月明かりが煌々と射し込んでいる。

　伯爵家の子息という割には、高級ではあるが最低限の家具しかない味気ない部屋だということはわかっている。

　八歳でこの家に貰われてきて以来、シュタイナー伯爵に気に入られることしか考えてこなかったし、その期待に応えるためにはそれなりの努力が必要だった。

　この部屋には、その努力に必要なものしかなかったし、それ以外のものを持つ余裕もその必要もなかった。そして、必要のなくなったものは順次捨てていった。だから、レオポルドと同じように、この部屋は味気なく冷ややかだ。

　ほんの少し前までは──

　ノアがここへやってきて以来、ノアのワゴン効果はあちこちに飛び火して、屋敷の中には彼女の存在の痕跡があちこちに転がっている。召使たちがまめに片付けてくれるので、見苦しく散らかることはなかったが、花やちょっとした置物が増え、明るい絵が飾られた。

　──見てください、大佐！　この絵、庭師のトムが大佐にって！

　この家に来て早々、この部屋にトムの水彩画を持ち込んだのはノアだ。素朴なトムの外見からは想像もできないほど、花をモチーフにした繊細で色鮮やかな水彩画が、まずはノアの寝起きする客間に飾られた。それはたちまち屋敷中に広まって、バカでかい陰鬱な当主の肖像画を脇に押しやった。そして、使用人だけでなく客たちの目も楽しませるようになったのだ。

　そして、レオの部屋には白百合の水彩画が飾られている。

　──これ、トムが大佐をイメージして描いたんですって。素敵ですよね！

　つんと澄まして生える白百合のその佇まいがなにか偉そうな感じがして、寂しい絵だなとつい言ってしまった。

　するとノアが驚いたように言った。

　──よく見てください、大佐！　この白百合の根本にはすみれの花が咲き乱れているんです！

　確かに白百合の根本には可憐なすみれの花が絨じゅう毯たんのように広がっている。

　──こうして見ると、百合がすみれを見守ってるように見えるでしょう？

　ああ、確かに。でも季節が違うじゃないかと言ったら、細かいことは気にしないでくださいよ。これでこそ絵の醍醐味ってことじゃないですかと口を尖らせた。

　──ホントだったら一緒になるはずのないふたつです。




　コンコンとノックの音がして、ノアがマリアンヌに付き添われて入ってきた。アイスクリームの乗ったワゴンを置いてゆくと、マリアンヌはそそくさと出て行ってしまった。

　白い絹のナイトドレスはマリアンヌたちが着せたものだろう。リボンを解けばすぐにでも脱がせられそうで、おそらく下着はつけていなさそうだ。

　艶やかに肩に流れた黒髪と、すみれ色の瞳がレオポルドの顔を見るとふわりと微笑んだ。そしてアイスクリームの器を手にした。

「ふふ、美味そうだな。おいで」








第十二章　君だけ









　初めて君に会ったとき、俺は躊躇なく君を見捨てようとした。

　君を救うより爆破がもたらす被害の方が大きいと思ったからだ。戦場ではそうするのが当たり前だったし、そんなことは今までも数え切れないほどやってきた。同じことがあれば、俺はこれからも間違いなくそうするだろう。戦場では一瞬の躊躇が雌雄を決する。文字通り命取りなのだ。

　それなのに君は、俺とカールの返り血を浴びた顔を上げ、気絶する寸前に俺の腕の傷に手を伸ばして治療しようとしたのだ。だがその時の俺は、そんなことに気付いてさえいなかった。

　君から面会のアポイントが入っているのは知っていたが、俺に会いたがる人間は少なくなかったし、たっぷりと野心を孕んだ欲望に塗れた老若男女は、よほど俺が魅力的に見えるらしい。俺自身は、人の命など簡単に見捨てあっさり切り捨てる冷酷な人間なのに。

　そんなたくさんの面会リストが並ぶ中、理由が空欄のままアポイントを取る君の名前は、奇妙な目立ち方をしたまま自然に後回しになっていった。

　男も女も、みながみんな何らかの欲望をあらわにし、同時に俺の欲望を煽ろうとした。味方になると言い、応援すると言い、共犯者になろうと言った。そして同じものをこちらにも寄越せと言うのだ。欲望の先にあるのは、儲けや権力といった下手を打てばこちらにも火の粉が降りかかりそうなものもあれば、安易で手軽で淫らな快楽もあった。その手の快楽は後腐れのないものを選んで容易に乗った。か弱く美しい女ばかりだったということもある。

　それなのに君は、鎮静剤まで差し出して俺に欲望を抑えろと言った。その欲望の先には誰もいないのだと。そんな人間は初めてだった。

　言えば望みのものが大抵卒なく出てくる素っ気ない屋敷が、君が来てからガラリと様相を変えた。あちこちで女たちの笑い声が響き、君の姿を見つけると、みなが自然に吸い寄せられていった。君がマリアンヌに盛大に叱られている時は、その後ろで他の召使まで身を縮め気を揉んでいた。君がケロリとして笑うと、みなも安心したように笑った。君を叱りつける者でさえ。

　俺は、自分の屋敷に感情を持った人間が暮らしていることなど考えたこともなかった。そしてそれは、俺自身が感情をあらわにすることなく壁を築いていたからだということに初めて気づかされた。

　あの馬車の中で、俺は君に「私もあなたと同じ人殺しだ」と言われた時に救われ、「あなたは誰もが嫌がる汚れ仕事をしているだけだ」と言われた時に、様々なことが腑に落ちた。誰もやらないなら俺がやるのだというご立派な使命感ではなく、誰かがやらねばならないのなら、俺にお鉢が回ってくることもあるかもしれないと思ったのだ。君が医師であるように。

　その時初めて、あの戦場で君が俺に向かって手をかざしたのは、俺に救いを求めたのではなく、俺を癒そうとしていたのだということに気づいた。

　俺は、それまでそこに存在していることすら気づかなかった、俺の欲望の楔を君が抜いてしまったのを感じた。君の全てが欲しいと思った。

　なぜか使えなくなっていた魔剣が、急に再び使えるようになったのは、その余波だろうと今は思う。

　君は少し前、俺のことを好きだと言った。

　だから俺はもう、躊躇うことなくその楔で縫い付けられていたものを解放してもいいんだろう？

　ああ、いや、一度は解放したのだ。

　だから今夜もう一度──

「ノア……」

　君を主人の俺よりも大切に大切にしているうちの召使たちが、心を込めて着せてくれたナイトドレスは、君の清潔な色気を引き出し、背中に流れる黒髪は、さらさらと俺の手の中で滑る。何よりも俺の欲望を煽るすみれ色の瞳が、まっすぐ俺を見上げ柔らかく弧を描く。素直に幸せだと思った。

　キスを落とすと、今食べたばかりのアイスの甘い香りとほんのり冷たい唇と舌が俺のキスに応えた。

　俺の手の中に収まる小さな顔を持ち上げ、何度もキスを落としながら、ほんの少し唇を離すと、君の唇が俺を追いかけてくるのがたまらない。君の長い睫毛が俺の睫毛と絡み、熱い吐息が頬を掠める。滑らかな君の頬が上気して熱くなってゆく。

　少し開いた唇に舌を差し込むと、君はそれを確かめるように吸い、舌を絡めてくる。

「ん……」

　掠れた喘ぎとともに君の手が俺の頬をなで、少し背伸びしながら俺の舌と唇を貪った。俺がそのことに興奮して君の細い背中をぎゅっと抱き締めると、君は少し戸惑ったように唇を離し、潤んだ目で俺を見上げながら、足りなくなった酸素をはぁはぁとその綺麗な胸に取り入れた。

　俺はその間に君の肩から柔らかいナイトドレスの肩紐を落とし、首筋に唇を這わせながら、鎖骨を通って胸の膨らみに思い切り唇を押し付ける。乳房の谷間に頬擦りし、素晴らしい弾力と柔らかさに押し返されながら、思い切り君の香りを吸い込んだ。そして、手で胸を寄せ、その頂で震える淡い色の蕾を口に含んだ。

「ああ……」

　甘やかな喘ぎが君の唇から溢れる。

　俺の下腹部で疼く俺の欲望は、君の柔らかな肌に触れてますますいきり勃つ。手と唇と舌で全身を確かめながら、君が快感に身を捩れさせるのを見ているのが楽しい。俺の指先ひとつで高く溢す喘ぎが心地いい。俺の髪に差し込まれ抱きしめる小さな手が愛おしい。

　ざらりと手に触れる薄い短い毛の奥に息づく君の秘密が、俺だけに開かれトロトロと快感の蜜を溢れさせている。君のこの悦びは俺の悦びだ。そこに舌を押し付けながら指を使えば、自然に膝が立ち、爪先が無意識にシーツを削ろうとしている。

　入り口を囲む肉襞がコリっと硬くなり、合わさったその先で膨らむ蕾は赤みを増して震えている。俺はそこに全神経を集中させた。

　君の喘ぎが悲鳴のように高く、次第に掠れ、はくはくと声にならずに必死に空気を貪っているのがかわいい。

　熱い蜜壺の中を弄る指先に、ざらりと違和感のある媚肉が触れる。指先を押し付けるようにしてそこを擦ると、君の腰が跳ねた。その腰を片手で押さえながら、足を大きく開かせ膨らんだ蕾も同時に舌で擦った。

「うあぁあん、ああ、あ──っ」

　ビクビクと痙攣する君の身体にのしかかると、君が涙を流しているのに気づいた。痛いのかと聞いたら、息を弾ませながら小さく首を左右に振って指先で涙を拭った。もう一度キスして、俺はいよいよ限界まで勃起した欲望をゆっくり挿入した。

「は、あっ……っ……!!」

「あぁ、ノア……ノア、戻ってこい」

　深く穿つほどに、君の眉が切なく歪み、唇が忙しなく空気を貪る。柔らかな君の肌も動きも視線さえもが、どうしようもなく俺を突き動かすのだ。

　君の中をかき回す俺の欲望はますます膨れ上がり、もしかして、俺は君の快感を引き出しているのではなく、痛めつけているのではないかと思った時、君の唇が掠れた声で俺を呼んだ。

「……レオッ」

「!?」

「はぁはぁ……レオポルド……」

「ノア、戻ったのか……？」

「愛してるわ」

　思わず強く抱き締めた。

　濡れた熱い媚肉が俺を包み込み、たまらない圧で締め付けながら俺に甘い試練を与える。激しい感動と欲望に従って、君に思いきり己をぶつけた。

「あっ、あぁ、レオッ……あぁあ！」

「ノア……っ……愛してる」

　肌と肌が打ち合う音がする。君の喘ぎが俺の淫らな欲望を全身で肯定してくれる。熱い身体で汗が光る。君が切なく眉を歪めながら、俺にしがみついている。

「はぁはぁ、レオ、愛してる──」

「ノア、もう一度俺の名前を呼んでくれ……」

　君が俺の重い楔を抜いたのだ。俺の愛はすべて君に向かって収束してゆく。

　背骨を這い上がる激しい快感が、俺にもう限界だと告げる。

　出口を見つけた欲望を迸らせながら、俺はこの先、世界中の人間が死に絶えようと、君だけを救おうとするのだろうと思った。







＊＊＊







　胎児のように、ゆったりと温かい水の膜の中にいるようだった。それに包まれているととても心地良くて、ふうと溜息をつくたびに、思い出したくない嫌な現実を遠ざけてくれた。

　何もかもが遠く、誰かが話しかける言葉のほとんどは意味のない音だった。

　かつて愛した天使のようなひとは、心地いい声で人を殺す悦びについて語った。

　彼女の実の父と兄が、嘘と欺瞞を並べ立て、少女のころから私を繰り返し陵辱したのだと、なんでもないことのように口にした。




　──リシャール家に生まれながら、魔力もなく、つまらないミスをする私は道具以下だと言われたわ。だから、私には魔力を与える試練の儀式が必要なんですって。

　でも、ノア先生だけは違った。私はとても優秀で、私がいると安心して任せられると言ってくれた。魔力なんかなくてもいいのだと。

　だから、傲慢で噓つきの魔法使いを殺すの。彼らは、魔力があるからダメな人間になっているんだわ。そうでしょ？

　カール、あなたは少し違うけど、私のノア先生を殺そうとしたから、その罰よ。




　私は、彼女を繰り返し傷めつけ、手の施しようがないほど壊した彼女の肉親を、殺したいほど憎いと思った。

　彼女は私の罪まで一身に背負ってしまったのだ。

　世界は残酷で、やりきれないことはいくらでも転がっている。

　逃げろ逃げろ逃げろ。

　地平線はどこまでも続くと思っていたのに、いつの間にか、私の足元には世界の淵があった。

　一歩踏み出せば、真っ暗な底のない闇に呑み込まれて何もかも忘れさせてくれる。

　でも、ふいに鼻先を掠める何かの濃い匂いが、私をその場に縫い留めた。その匂いをもっと嗅いでいたいという誘惑が、私の足を止めてしまう。

　どうしていいのかわからず、水中のように焦点の定まらない世界でボンヤリしていると、誰かが私の世話をしてくれる。おいしいものを食べさせてくれて、身体を洗って寝かせてくれる。母のように柔らかい笑顔のきれいな女の人たち。清潔な優しい手。

　そして中でも印象的な、宝石のように綺麗な青い瞳の男の人。私をこの世界に縫い留める匂いを持っている人。その匂いをかぐと、私の身体の中のどこか奥の方で、うずうずと落ち着かない熱が込み上げてくる。

　青い瞳が私を見ている。嬉しくて笑うと、この瞳もにっこりと笑いかけてくれた。

　蕩けそうなこの人の匂いについて後を追うと、手を引いて話しかけてくれた。髪を撫でて頬にキスしてくれた。夜、ベッドの中までついてゆくと、最初は戸惑っていたけど一緒に眠ってくれた。

　この人の匂いにどうしてこんなにも惹かれてしまうんだろう。何度かベッドの中で息が詰まるほど強くぎゅっと抱きしめられた。その度にこの人のたまらない匂いが濃くなる。私もこの人と同じ匂いがすればいいのに。

　冷たいお菓子が口の中でなくなってしまうと、青い瞳の人がおいでと私の手を引いた。

　今日はいつもと違う──？

　角度を変えて何度も落とされるキスで、この人がこの匂いの秘密を明かしてくれるのだと感じた。その期待で、私の中の熱がますます膨らんでくる。

　彼の指が私の頬を撫でると、うなじに下がって胸の頂をくるりと撫でた。青い瞳に怖いような熱が点っている。

　私はいつの間にか全裸で、私の胸に唇をつけるこの人の淫らな愛撫に狂ってゆく。

　優しかったキスは、貪るように私の舌を絡めとり、この人の青い瞳の奥に灯る熱をもっと見ていたいと思った。この匂いに全身を包まれたいと思った。この瞳の奥の熱は私の熱と同じだ。

　ぶくぶくぼこぼこと私を守っていた水の膜が沸騰してゆく。

　ぶくぶくぼこぼこと絶え間なく私の全身を打つ泡は、思わず悲鳴を溢してしまうほど甘美で、それはこの人がもたらしている。それに炙られ全身が熱くなり、気づくと私自身が沸騰している。

　頭のどこか片隅で、嫌なことを何もかも忘れさせてくれる優しい闇は、もう一歩なのにと呟く声がする。この淵を引き返せば、とても残酷で知りたくないものや見たくないものが、おまえの罪とともに転がっているのだと繰り返し叫んでいる。

　でも、この激しい快感に抗えない。そして、この人と一緒なら、どんなことも乗り越えていける気がする。

「ノア……」

　青い瞳の人が私の身体に触れながら、どんどん激しくなってゆく。その激しさに比例して、私の全身が快楽の悲鳴を上げる。もっと欲しいと貪欲にねだる。

　絶え間なく溢れる私の涙を見て、青い瞳の人に痛いのかと聞かれた。

　違う。怖いのだ。

　あなたは私を激しい快楽で狂わせ、優しい闇から遠ざけてしまう。

「ああっ……」

　痺れるような挿入の快感に震えると、あなたはますます激しさを増した。

「ノア、俺の名前を呼んでくれ」

「……レオッ……レオポルド。愛してるわ」

「ノア！」

　私の世界が焦点を結んだ。

　ジュリア、あなたから逃げるのはもうやめる。私には、一緒に生きていきたい人がいるから。








第十三章　曇りのち晴れ









　朝からしとしとと降る雨が窓外の景色を曖昧にしている。

　それでも働き者のシュタイナー家の召使達は、朝食の皿を並べ、熱いコーヒーを今朝も完璧に注いでいる。

　ノアは朝食のテーブルに載せられた新聞記事に目を通しながら、事件のあらましを知った。扇状的な見出しが読者を煽り、事情通のふりをした記者のさかしらな文体が事件をドラマチックに飾り立てる。

「あなたがジュリアの事情聴取を最初から最後まで引き受けたというのは本当？」

　ノアにそう聞かれてレオポルドが「そうだ」と答えた。

「彼女はどんな風だった？」

「彼女はとても落ち着いていて、実に協力的で、聞かれたことには何でも答えてくれて、整然とわかりやすく語ってくれた」

「でも、当初、事情聴取には難航したと書いてあるわ。白衣のヴァンパイアは軍が派遣したレオポルド・シュタイナー特別捜査官にしか心を開かなかったと。記事は嘘なの？」

「……本当だ。当初はなぜなのか誰もわからなかったんだが、彼女は会話の中に禅問答のようなものを混ぜていた。担当捜査官のその答えいかんによっては取り調べに応じるか否かを決めていたんだろうと。みなが順番に当たっていき、俺にお鉢が回ってきたときに彼女はどういうわけか俺に話すことに決めたようだ」

「何て聞かれたの？」

「魔法とマッチはどちらが優れていると思うかと」

　強い動揺が、一瞬ノアの胸を掴んだ。それを無理やり抑えつけ、さらに質問を重ねた。

「……マッチと？」

「いや、俺はどっちも同じだと答えた。ある方を使うし、なければ他のものを代用するだけだというようなことを言った」

「……」

「俺は顔を合わせた初っ端にそれを聞かれて、そこから取り調べに入った。そこからはスムーズだったから、他の捜査官が何に苦戦しているのかわからなかった。そもそも、それがみんなの言う禅問答かどうかも疑わしいと俺は思っている。本当になぜ俺だけに全てを話してくれたのかわからない」

「……」

　ノアの目がテーブルに置かれた自分の手を見ている。

「全部の告白が済んだ夜、彼女は自分の独房で、下着を裂いて作った細い縄で首を括って死んだ」

　ノアの手の上にポタポタと次々に涙が溢れ始めた。

　食堂にいた召使のみんなの顔が、戸惑いと痛ましさに歪んだ。

「……ノア、彼女は君がカールだったことを知ったとき、『もう少しだった』と言って微笑んだんだ」

「……っ」

　レオポルドのその言葉に、その場にいた人々の間に静かな衝撃が走った。

「……正直、俺はこの形が一番良かったと思っている。どちらにせよ、彼女は極刑を免れなかったろう」

「……」

「ノア様……」

　そこに、マリアンヌがボロボロになった伝言羽を手にして食堂に入ってきた。

「これが今、ポストに……」

　マリアンヌが雨の水気を拭いて渡してくれた伝言羽はあちこち傷だらけで、羽はボロボロだった。

「ひと月も前にレイクから飛んできたようです。おそらく、カラスか鳩にちょっかいをかけられて途中で何度も墜落しながらなんとかここまで……」

　ノアが中から一枚の便箋を取り出して読むときっぱりと言った。

「彼女は私を殺そうとしたんじゃないわ」

　そう言って、レオポルドに手紙を渡した。

「ごめんなさい、しばらくひとりにして」

「ノア」

　レオポルドがノアの後を追おうとして思い直し、受け取った手紙に目を落とした。




　──親愛なるノア先生──




　私は自分の力を信じればいいだけだった。

　たったそれだけのことができなかった。

　ごめんなさい。

　私はあなたのようになりたかった。




　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ




　ジュリアが刑務所で自殺する前に、看守に頼んで出した手紙だった。

　部屋に閉じこもってしまったノアを追ってレオポルドが行くが、ノアは誰も部屋に入れようとしなかった。中から盛大な泣き声が聞こえる。

「ノア……」

　やがてそれが途切れ途切れになり、やっと泣き止んだ頃には鬱陶しい雨もようやく上がり、シュタイナー家の広大な美しい庭には、遅い午後の日差しが射し込んだ。

　みんながノアの部屋の前をうろつきながら様子を伺っていると、やっと扉が開き、泣きすぎて人相の変わったノアが出てきた。

　瞼はパンパンに腫れ、鼻は赤く擦りむけ、ひどい鼻声で「なにか甘いものが食べたいです」と弱々しく言った。

　召使達は一斉にキッチンに向かって走り、レオポルドはその変わり果てた姿に動揺しながらノアと食堂へ向かった。

　召使達が一丸となって、美味しいお茶を入れ、ありったけの菓子を盛り付けて、さあみんなで食べようとしているところへ、ヴィンセント候が現れた。

「ごきげんよう。近くまで来たものだから」

「ヴィンセント様！　さあ、どうぞこちらへ」

　マリアンヌが候を招いて上座に座らせる。

「やあ、ありがとう、マリアンヌ。今日も綺麗だね」

「ちょうどいいところへお越しくださいました、ヴィンセント候。ティータイムですのよ」

　みんながノアを持て余し、腫れ物のように扱っているところへ、頼りになるヴィンセント候が現れたものだから大歓迎ムードで、揃って「ヴィンセント候」「ヴィンセント候」と持ち上げた。

「なんじゃ、今日は大歓迎じゃなぁ」

　ヴィンセント候がご機嫌でいうと、ノアがすごい鼻声で言った。

「みんな何言ってるんですか。この方はパブロさんですよ。ヴィンセント候に似てることを嫌がっておいでなんですから、そんな風に呼びかけちゃダメです」

　全員がヴィンセント候をどういうことかと一斉に見つめた。

　ヴィンセント候は、人相の変わったノアを見て、「ん？　このお嬢さんはどちらのお嬢さん？」とマリアンヌに聞いている。

「あー、ノア、こちら、ヴィンセント・チェイン・ジョバンニ・パブロ・マイヌール候というのが本名なんだ」

「おや、ノアかね？　何じゃひどい顔じゃな！　何があったんじゃ！」

　言われた途端にノアが、またぶわっと涙を溢れさせた。

「う、ううぅ、パ、パブロさんが、私のこと騙したぁ……」

「お？」

「ええ？」

「ヴィンセント候、早くノア様に謝ってください!!」

　召使達が口を揃えて文句を言った。




　騒ぎが一通り落ち着くと、ノアはヴィンセント候に魔法で顔の腫れを治してもらい、シャンパンをちびちび飲んだ。少し酔って口が軽くなったノアは、カールの身体の中で、ジュリアに殺されそうになっていたときのことを話した。

「前に私がジュリアを訪ねた時に、カールとニコルのことを話してしまって、そのせいであの二人はジュリアに罪を着せられて殺されそうになっていたんです」

「……そうだったのか」

「……彼女は、実のお父さんとお兄さんに、まだ十二の頃から繰り返し……」

　そこで言葉を詰まらせ、再び両目に涙を盛り上げるノアの心情を察し、ヴィンセント候が「いわずもとよい」というように小さく手を上げた。

「……少なくとも、あの父親と兄は、殺されても仕方ない人間のクズです」

　ノアの話にその場にいた全員が言葉を失う。

「とても気の利く有能な人で、誰よりもたくさん働いてくれました。ずっと一緒に仕事してきたのに、彼女の心の闇に気づいてあげられなかった……。私は自分でも気づかないうちに、彼女の罪に加担していたんです」

「それは違うな、ノア」

　再び涙を零すノアにヴィンセント候が言った。

「どれほど優しい癒しの言葉があろうと、どれほど力強い救いの手があろうと、聞く耳を持ち、掴む手を持っておらん者には意味がないんじゃ」

「でも……」

「ジュリアは頭のいい女性だったろう？」

「はい、とても」

「であるならば、彼女は聞こうとせず、掴もうとせず、なによりも間違った方向に舵を切り続け、わかっていてもその航路を変えようとしなかった。それだけのことじゃ」

「……私に彼女が救えると思うのはおこがましい、と？」

「ふむ、おまえがなかなか察しのいい娘で助かったわい」

　白髭の老人はそう言ってノアに微笑みかけると、黄金のシャンパンを飲み干して帰って行った。

　その後ろ姿を見送ったノアが、おもむろに靴を脱いで裸足で庭に出るとレオポルドに言った。

「レオ、私にもあの氷月刃のお水ぶっかけてくれませんか？」

「……わかった」

　レオポルドが言われた通り、自分の魔剣を手にして一緒に庭に出ると、三日月の氷の刃を空に向かって放った。

　ヒュンヒュンと回転しながら真上に飛んでいった氷の刃が頂点に達したところを見計らい、レオポルドが剣を鞘にパチンと戻した。

　その瞬間、ザッと音を立てて落ちてきた氷水が、真下にいたノアとレオポルドにまともに降りかかった。

　ザアッ──

「きゃー」

　悲鳴を上げながらその冷ややかな水を全身に浴び、やがて両手で水を払ってびしょ濡れで顔を上げると、ノアはスッキリした笑顔で言った。

「ありがとう、もう大丈夫です」

　空に大きな虹がかかっていた──







＊＊＊







　後日、ヴィンセント候が再びレオポルドを訪ねてきた。

　ノアは研究室へと出かけていて、久々の休暇でレオポルドがひとり屋敷でくつろいでいる時のことだ。この老人がぶらりとシュタイナー家にやってくるのは珍しいことではなかったので、召使達は二人にお茶を出すとみなそれぞれの仕事に戻ってゆく。久々に静かな午後だ。

「レオポルド、ジュリア嬢の共犯者で、散々利用された挙句殺されたユーグという男は、どういう男だったんじゃろうの」

「いや、あれは自ら湖に飛び込んだのだろうと俺は考えています」

「ほう？」

　ヴィンセント候が、なぜというように眉を上げた。

「奴は、全身ズタズタに切り刻まれていたジュリアの兄と父に並んで、湖の底で錨を抱えるようにして沈んでいました。魔力のない非力な女性のジュリアに、そんなことができるとは思えない」

「なるほど。では、ますます謎の男だの」

「元は地方の騎士団の下士官だったそうですが、身寄りもない上に、戦争でひどい怪我を負ってからは周囲とろくに関わらなかったそうで、彼に関する情報はほとんどありません」

　ヴィンセント候やレオポルドのような王に近い上級騎士団もいるが、大半の騎士団はヤクザな半端者ばかりだ。ユーグ・アゼルというその男が属していた団もそんな半端者の寄せ集めだったという。

「あれだけ世間を騒がせた事件の中心にいながら、ジュリアよりも早く人々の記憶から消えていきそうじゃな」

「確かに……」

　午後の静かな時間が広い屋敷に流れ、いつもは明るく引き立ててくれるトムの優しい水彩画も、今日ばかりは暗く沈んでいるように見える。








第十四章　私の光









　水面に向かってボコボコと勢いよく登ってゆく泡を見上げながら、俺は輝くようなお嬢様との出会いを思い出していた──

　天使がこの世に存在するなら、きっとこの少女のようなのだろうなと思った。

　澄んだ青空のようなブルーの瞳がにっこりと弧を描き、混じり気のないプラチナ・ブロンドを耳にかけながら、細い小さな手が俺に何かを差し出した。思わずその柔らかい何かを受け取りながら、俺はこの少女から目が離せない。この少女に足りないのは、背中に広がる真っ白な羽だけだ。

「あなた、今度新しくうちにきた下男のユーグね。ちょうどよかったわ。これ、どこかに埋めておいて。薔ば薇らの苗の下がいいと思うんだけど……」

　そう言われて初めて手の中のものに目を落とすと、それはまだ温かい子猫だった。血だらけの毛玉のようになっているその無残な死骸をやっと認識した俺は、あまりのことに固まってしまった。

「この子、他のきょうだいに噛み付いたり餌を横取りしたりひどいのよ」

　まるでスカートに溢れたお茶を嘆くようなその言い方に、あなたがやったのかと聞けずに、俺は黙ってうなずいた。

　いや、その時の俺は、天使のようなこの少女が、そんな残酷なことをするなんて思ってもみなかったのだ。

　それにこの少女は、醜い俺を見てもまるで顔色を変えなかった。

　俺には顔半分を覆う火傷の跡があり、喉を潰され口が利けなかった。全部戦争のせいだ。十八で俺はまともな人生を失った。もっとも、元から人付き合いが苦手なこの俺を、進んで相手してくれるものなどいなかったが。

　だが、この天使のように美しいお嬢様だけは俺を何かと必要としてくれた。

「ユーグ、買い物に行くから馬車を出して」

「ユーグ、部屋の模様替えをするから来て」

「ユーグ、お風呂の支度をして」

　大抵は他愛もない身の回りのことばかりで、本来なら侍女がするはずのことまで下男の俺に頼むことにみな眉を潜めたが、お嬢様は気にしなかった。

　たぶん俺が、お嬢様の禊ぎの後始末を黙ってしたからだろう。

　そう、お嬢様は時々、取り憑かれたように小さな生きものを殺した。

　そんな時は、お嬢様が旦那様や三つ上の坊ちゃまと、湖のボート遊びに出られた後と決まっていた。

　いつからか、屋敷の外れに建っていた、俺の寝起きしている小屋がお嬢様の禊ぎの場所になった。

「ユーグ、私のこと好き？」

　真っ白なエプロンを血だらけにして、お嬢様が微笑みながら俺にそう聞くたびに、俺は何度もうなずいた。

「ふふ、私もおまえのこと好きよ」

　そう言って、俺に抱きつくお嬢様からは、甘い血の香りがした。

　俺は、俺だけの天使を手に入れたのだと思った。

　一方で俺は、お嬢様に日に日に募らせる真っ黒な情念を持て余していた。淫靡な俺の欲望でお嬢様を穢さないよう、俺は日に何度も自分で自分を慰めなければならなかった。

　自分の部屋のように俺の小屋に自由に出入りしていたお嬢様に、ある日俺の秘密を知られた。罠にかけたキジを手に俺の部屋にやってきたお嬢様は、俺が何をしているのかを見て目を丸くした。

　慌てて局部を隠す俺に、お嬢様はまっすぐ近づいてきた。

「見せて」

　必死に首を横に振って縮まる俺に、お嬢様は容赦しなかった。

「何をしてたの？　これ、私のハンカチ……？」

　俺はお嬢様が忘れていったハンカチを手にしていたのだ。

「……っ……っ」

　俺はひたすら大柄な身体を縮めた。

「見せなさい！」

　お嬢様は手にしていたキジの死体で俺を打った。

　死んだ鳥の細く硬い何かが俺に当たり、血と一緒に鮮やかな羽毛が舞う。

　キジの血がついた小さく細い手が俺の手に触れた時、俺はなすすべもなく己を晒した。激しい羞恥が俺を容赦無く炙る。この顔を焼いた戦場の火の方が何倍もマシだと思った。

　そして、そんな時なのに、俺のそこはまだ硬くいきり勃ったまま治る気配もなかった。

　正直に言えば、俺はこの状況に興奮していたのだ。本当はずっと、お嬢様にこんな自分を見て欲しかったのかもしれない。

　血だらけの小さな手が俺をぬるぬると嬲った。

　声にならない吐息が俺の口から漏れた。

「ぅう……っ！」

「私のこと思いながらここに触ってたの？」

　違うというように、必死に首を何度も横に振った。

　そうしている間も、お嬢様の手は俺をぬるぬると刺激した。

「うそつき……」

「っ……」

　ぬるぬると不器用に俺の欲望をしごくお嬢様の試練に長くは耐えられなかった。

　声を失った俺の喉が鳴る。

「はっ…ぐっ……」

「わっ」

　お嬢様の手を汚したことに慄いた俺は、シャツの裾で必死に拭い、これ以上お嬢様を汚さないよう部屋の隅まで下がって顔を伏せた。

「ユーグ……」

　顔を上げると、お嬢様は俺の目の前で服を脱ぎ始めた。当時まだ十六歳だったお嬢様の白い裸体は輝くほど美しかった。薄暗い俺の小屋は、文字通りその輝きに照らされていたと思う。

「私に触りたい？」

　俺は、ただただ目を見開いて、見惚れていることしかできなかった。

　そんな俺に焦れたお嬢様が、もうこれ以上ないほど部屋の隅まで追い詰められた俺にゆっくり近づき、至近距離で俺に囁いた。

「いいのよ」

　気づくと俺は、お嬢様にむしゃぶりついていた。

　その日から俺の小屋は、お嬢様との淫靡な禊ぎ小屋になった。

　俺は、お嬢様のためならどんなことでもやった。
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　お父様のプレジャーボートは、魔力のない私のための祭壇だった。高い魔力を誇るお父様やお兄様の魔力が私に注がれる神聖な儀式の場。

　十二になったある日を境に繰り返し行われたこの儀式は、魔力を持たずに生まれた私にも、加護を与える神聖な儀式なのだとお父様は私の耳元で何度も囁いた。

「これは、名門リシャール家に生まれながら、魔力を持たないおまえの罪の贖いでもあるのだよ。だからこの儀式の秘密は、固く守られなければならん。そして、加護がすぐに現れないのは、神がおまえの信仰を試しておられるからだ」

　儀式が終わると、服装を整えながらお父様はいつもそう言った。

　儀式はやがて、お兄様にも知られることとなった。私たちを驚かせようと、お兄様がある日ボートに忍び込んで隠れていたのだ。物音に気付いてお兄様を見つけたお父様は激怒していたが、この秘密の儀式にお兄様を巻き込むことにしたようだ。私の相手は、お父様とお兄様の二人になった。

　それなのに、神様の加護はいつまで経っても現れない──




　ユーグとの淫らな遊びは、私が十六の夏から始まった。

　ユーグがうちにきてまもなく、彼が魔力持ちだと最初に気づいたのは私だった。隠すつもりもなかったようだったが、あえて誰にも言おうとしなかったのは、彼が声を失っていたからかもしれない。

　彼は、私のする禊ぎに黙って付き合ってくれた。侍女たちに私の禊がひどく嫌がられることは早くから気づいていたので、用心しながらこっそり行っていたけれど、顔の半分がひどく爛れ、声を失った彼なら大丈夫だろうと思ったのだ。

　なぜなら、普段から醜いものを見るのは慣れているだろうから。

　私は、自分がひどく醜く穢れていることを知っていた。

　ゴツゴツと爛れたユーグの顔の中に、二つの綺麗な黒い瞳がある。この火傷を思えば、両眼とも見えるのが奇跡のようだ。無事な右の眼は長い睫毛で縁取られている。真っ直ぐな鼻梁と整ったその顔は、火傷さえなければユーグが案外整った顔をしていることに誰もがすぐ気づくだろう。醜さで自分の美しさを隠すユーグと、美しさを装って醜い自分を隠す私。私たちは光と影のようだと思った。

　その長い睫毛にそっと触れると、黒い瞳の中に私の味気ない顔が写っているのに気づいた。

　それを見たくなくてふと唇をつけたら、逆に驚いたように見開かれた。

　身体まで固まってしまったので、面白くなって火傷の肌に唇を這わせたら、彼は小さくブルブルと震えだした。

　ふふ、おもしろい。お父様との最初の儀式の私も、こんな風だったのかもしれない。




　十八になったばかりのころ、前からなにかとちょっかいをかけてくる女にだらしないアダム・コネリーという医者が、「俺の魔力を君に注ぎたい」と言った。それを聞いてふと、儀式の効果が表れないのは、もしかしたら、お父様やお兄様ではまだ足りないからかもしれないと思った。

　信仰は試練だ。試練は多ければ多いほど深い信仰になる。だから、この醜い男も私の試練に加えた。彼との儀式は、もっぱら病院の薄暗いリネン室を利用した。それなのに、神様はまだ私に加護をくれない。

　そのことに激しくイラついていた私は、ある日、禊ぎ用に捕まえていたキジを手にユーグのところへ行った。ユーグが私のハンカチを手に自分を慰めているのに気づいた時、アダムやお父様たちにはまるで感じなかった疼きが、下腹部の奥で強く脈打つのを感じた。

　死んだキジで打たれるユーグは、そこを硬くそそり勃たせたまま、私の打ちょう擲ちゃくに耐えている。鮮やかな羽が舞い散る小屋の中で、気づくと私は、ユーグのそれを血だらけの手で思い切りしごいていた。

　まるで痛みに堪えているような顔で、精を放つユーグに激しく興奮した。そして、全裸になって私をユーグに与えた。彼が魔力持ちだからではない。ただ純粋に、私も彼が欲しかった。

　夢中で私の全身を隅々まで舐め回すくせに、ユーグは私に決して挿入しない。独りよがりにすぐ突き立て、間抜けな顔で私の上で腰を振っていたお父様やアダムと全然違う。お兄様のように鞭でぶったり縛ったりもしない。ユーグは私を大切なお姫様のように扱ってくれた。

　私はユーグの濡れた舌だけで、一度も味わったことのない激しい絶頂を覚えた。

　私はユーグの小屋やボートでこの遊びに耽った。

　この頃には、お父様もお兄様も私を持て余していた。二人とも、他に愛人がいて私に飽きていたのだ。二人が私をボートに連れ込むことは滅多になくなり、秘密の儀式を代わりにアダムとユーグが担った。魔力のない私がユーグとボート遊びをするようになって初めて、ユーグに魔力があることがみなの知るところとなった。でも、誰にもあげない。ユーグは私だけの美しい僕だから。

　私にいつまでたっても加護が授からないのは、ユーグのせいで試練が試練でなくなったからかもしれない。ユーグだけが唯一、私を激しい快感で狂わせるから。

　そんなある日、アダムといつものように病院のリネン室で儀式に耽っているところを、ユーグに見られた。私が強姦されていると勘違いしたユーグが、彼を半殺しにしたところで、人に見られた。私は集まってきた人たちの前でとっさに泣きわめき、思いきり被害者のふりをした。

　もちろん、同情は私に集まった。ユーグはお咎めなしで、雇われ医師だったアダムが病院を追われたのだ。

　その夜──

　ユーグを私の部屋にこっそり呼んだ。

　躊躇うユーグに、私の身体の奥に残るあいつの感触を忘れさせてくれと嘘の訴えをした。アダムとは何度も寝ていたが、終わればすぐにあいつの感触など忘れていた。

　でも、それまで何かと消極的だったユーグが、初めて自分の意思で私を思い切り抱いた。

　彼の太い指で潰される乳首が、びりびりとした快感を私に伝える。濡れた舌で何度も敏感なところを弾かれる感覚に悶え喘いだ。

　毛深い彼の肌が私の肌をザリザリと擦る。熱い息が全身を往復しながら、下腹部に近づいてゆく。無骨な大きな手が私の膝を開く。太い指と濡れた舌が、同時に私の最も敏感なところを責め立てた。

「あっ、あぁああっ……」

　執拗に私を弄るユーグの舌と指ではもう満足しきれず、私は熱心にユーグにおねだりした。

「んっ、んっ、ユーグ、は、やく、はやく挿れて……おまえは私のものでしょう？」

　何度も激しくはぁはぁと息を吐きながら、ユーグが痛みを耐えるようにぎゅっと目を瞑り、思い切ったように限界まで勃起した欲望を初めて私に突き立てた。

　腹の底を抉る圧迫感と摩擦の刺激が、私の激しい疼きを溶かした。

「──っっっっ！」

「ああぁあぁあ……！」

　私の喘ぎは彼の失われた喘ぎの代わりになるだろうか。

　この激しい快感を全身に刻み付け、私はユーグを置いてその後すぐ王都で働き始めた。

　アダムの騒ぎで町に噂が広がる前に、とうとうお父様に家を出ていくように言われたのだ。




　二年前、ボランでばったりアダムに出くわした。久々の里帰りでユーグと海水浴に来ていた私たちを見つけ、彼の方から近づいてきたのだ。彼は夜光草の中毒症状に陥っていた。最初は医師の立場を利用して横流ししていた薬を、いつの間にか自分でも使い始めたのだろう。すっかり人格が崩壊し、医師としても使い物にならなくなっていた。私たちに金をせびる彼に怒って、ユーグが胸ぐらを掴んだだけで死んでしまった。おそらく心臓が弱っていたのだろう。仕方なく、あの牡蠣小屋を見つけてそこにアダムの死体を放り込んだ。

　この最初の殺人に、私は味をしめた。

　お父様の命令で結婚させられたあと、夫のローランに抱かれるたびにユーグに会いに行った。ユーグで足りなくなると、前から目をつけていた犠牲者を訪問した。

　私が犠牲者を荷馬車の中でゆっくりと殺している間、ユーグはボランまで馬を導いてくれた。

　床に開いた穴に死体を放り込み、水に沈む死体を見ながらそこでユーグと抱き合うのは最高だった。水の中から、虚な目が私たちを見ている。

　子供の頃からずっと続けていた私の禊ぎは、そんなふうに変化した。

　お兄様を散々いたぶって殺した日、一年ぶりにノア先生に会って、このアソビが長くは続けられないことを悟った。

　急がなければ──




　先週、お父様を殺した時は、お兄様と同じように夜光草を使わず、寝台に縛り付けて最後の一滴まで血を搾り取ってやった。

　血液入りのスピッツを口に入れると、早速噛み砕いて魔法を使おうとしたお父様に向かって、それは私の血だと教えた時の顔を見て、全身が粟立つほど興奮した。

　やがて息が止まったお父様の血だらけの口は、ガラスで切った己の血も混じっている。

　なんて醜くて無様で美しいんだろう。

　それを見ながらユーグと何度も抱き合った。ユーグだけが私のこの狂った激しい興奮を受け止めてくれる。

　最後に、お父様の無様な全裸の足首に、錨を繋いだ鎖を縛り付けた。それをユーグが湖に投げ入れる。それに引きずられて船から滑り落ちてゆく人の形をした奇妙な塊を見た時、生まれて初めて魔力なんか必要ないのだと思えた。

　ニコルに罪を擦り付けることを思いついた時には、捜査の手はもう取り返しがつかないほど私たちに迫っていた。

　いつもと少し様子の違うノア先生と大佐に会った時、私の神聖な禊はこれで終わりだと思った。

　ユーグと湖の沖に出て、カールをいつものやり方で殺し、あとはカールと一緒に捕えていたニコルを、自殺に見せかけて湖に一緒に沈めるだけだと思った時、ユーグに突然、強引に甲板に連れて行かれた。戸惑う私をいつもの澄んだ瞳がしばし見つめ、ユーグは唇を動かして「俺だけの天使」と言った。

　そして、私に二通の手紙を渡すと、おもむろに背を向け、重い錨をよいしょと抱えて、当たり前のように一瞬でボートの手すりを越えた。

　ドボンという重い水音が湖面に響いた。

「ユーグ!!」

　驚いて手を伸ばした時にはもう遅かった──

　愕然とした私は、水面にボコボコと浮き上がる泡が消えてもしばらくそのまま動けなかった。

　気付くとボートは氷で湖に縫い付けられ、大佐がノア先生と乗り込んできた。なぜか犬もいる。

　ぐったりとした私を無視して、みな船室に飛び込んでゆく。

　その間にユーグの手紙を読んだ。私に宛てた一通目の手紙には、もしもカールとニコルの計画が失敗したら、全部の計画は自分に脅されてやったと警察に言えばいいと書かれていた。そしてもう一通は、警察に事件のあらましを説明した偽の告白状だった。

　意外に流麗な筆跡で綴られるその手紙を見て、ユーグが実は高い教養の持ち主なのだと初めて知った。考えてみれば、私はユーグのことを何も知らなかった。

　ポケットにマッチがあったので、その手紙を丁寧に燃やしてナイフを手に取った。

　船室に向かうと、ノア先生とカールの二人が何か不思議な魔法に包まれていた。

　大佐を殺すのにも失敗し、私は捕まった。

　でも、もういいのだ。私は私の光を喪ったのだから──

　ＳＳランクの魔力を持ちながら、レオポルド大佐は代わりのものがあれば魔力などなくてもいいと言った。

　私はなぜ、あってもなくてもどちらでもいい魔力なんかに翻弄されて生きてきたのだろう。

　その夜、ペチコートを丁寧に裂きながら、結局、いつかこうなることはずっと前からわかっていたような気がした。この細い紐は、充分私の気道を塞いでくれるだろう。たった数分でいいのだ。お母様のように木に縄をかけなくとも。

　十二でお父様の玩具になった日から、私はここに来るべくして来ているのだ。

　でもせめてユーグだけは、本物の天使に導かれていればいいのに──








第十五章　飛ばしてもいいひと









　レオポルドが旅装を解いて屋敷に帰ってきたのは一週間ぶりだった。

　レイクのヴァンパイア事件を機に、国は軍を母体にした特別警察という組織を作った。地方自治を守る警察と全国をカバーする特別警察だ。

　レオポルドは事件解決の実績が買われ、そのまま特別警察に特別捜査官として着任することになった。と同時に階級が准将に上がった。

　この異動と昇級を受けて、ノアやシュタイナー家の人々は戦場に行くよりはいいと喜んでくれたものだ。だが、内実はそれほど単純なものではない──というのはここだけの話。

「おかえりなさいまし、旦那様」

　マリアンヌを筆頭に信頼できる召使たちがにこやかに迎えてくれる。ジョン・シュタイナー伯爵は去年亡くなり、レオポルドが今やこの家の当主である。

「ただいま。ノアは？」

「ああ、奥様でしたら……」

「ああ、実験室か」

「ええ、今呼んで……」

「ああ、いいよ。俺が行く」

「旦那様、お荷物を」

　マリアンヌがレオポルドが手にしている紙袋を受け取ろうとしたが、土産なんだとそのまま持って歩きだした。

　実は手持ち花火が入っている。小さな港町でニコルと共に再起を果たしたカール・トーマスが作った花火だ。出張先の雑貨屋で売られているのを見つけて、思わず買ってきてしまった。ノアが喜んでくれるだろう。だが、カールはシュタイナー家の召使達には蛇蝎の如く嫌われている。

「私のために、瀕死の身体に戻ってくれたのに、なんででしょうねえ？」

　そう言って首を傾げるノアに本当のことは言えない。

　カールのあのギリギリの選択の後押しをしたのはヴィンセント候だった。

　──なに、わしがついているのだから心配ない。最悪死んでも、すぐなら蘇生させられる。

　その一言で、カールは迷わず己の身体に戻った。

　そんなことができるのかと、感心するレオポルドに、候はあっさり「嘘じゃ」と言った。

　──あんな木っ端魔法使いより、ノアの方が優先されるに決まっておろうが。ノアの研究テーマを知っておるか？　魔法薬の一般薬化じゃ。なかなかの成果を上げておる。その価値に気づかんボンクラが多いが、国を思うならわしやおまえのようなスペシャリストを作るより、国全体の底上げをした方がいいのだ。ノアのような研究者を失うわけにはいかん。

　平然と言ったものだ。

　長年王の側近として、深く国政に関わってきた大魔法使いの凄味を垣間見た気がした。




　ノアはシュタイナー家の敷地の中に、自分の温室兼実験室を作ってもらい、今はもっぱら自宅で研究を続けている。

　レオポルドは玄関ホールを通り抜け、広いラウンジを更に通り抜けてテラスまで行くと、そこから裏庭に降りた。そこに去年作られたばかりのガラス張りの温室に入ってゆくと、冬の盛りだというのに、薄いシャツ一枚で過ごせそうな暖かい空気に包まれた。

「ノア……」

　奥に向かって呼びかけながら、上着を脱いでネクタイを寛げる。

「ノア、いないのか？」

　温室の一番奥にある頑丈で大きなテーブルのところまで歩いてゆくと、すっかり冷えたティーカップと、広げられたままの分厚い本と瓶詰めの何かが散らばっていた。

　また仕事途中で何か思いついてふいと移動してしまったのだなと思った。

　大きなテーブルの上には黄金虫と蜥蜴の干物の瓶詰めが置かれ、丸いフラスコの中は何かの液体で満たされている。摘み取られたこの温室の植物と、本の開かれたページなど、温室の全体を見てレオは慎重にこの部屋の主人の行方を推理する。

　そして、ベストに留められた自分の懐中時計を見て、土産をとりあえずそこに置き、迷わず屋敷の中に戻った。

「あ、あら、旦那様、ノア様は？」

　戸惑うマリアンヌを通り過ぎ、地下室への扉を一瞥するとキッチンへ向かった。コックが文句を言いながら鍋を棚の高いところへ仕舞おうとしている背中を見て二階に上がると、書斎の前を通り過ぎて迷わず廊下の奥に向かった。

「え？　レオ様、奥様なら先ほど書斎に……」

　リアンが目を丸くしながらすれ違いざまレオの背中に声をかけると、足を止めずにレオポルドが言った。

「夕食の時間は一時間遅らせてくれ」

「は、はい」

　ノアの部屋の前も通り過ぎると、レオポルドはウォーク・イン・クロゼットのドアを開けた。

「ノア！」

「わっ！」

　ガシャガシャという音がして、ノアが下着のままでハンガーから落ちてきた服に覆われ、驚いた顔でレオポルドを見上げた。

「あ、あら、お帰りなさい、あなた」

「ぷっ、ただいま、奥さん」

　ノアが慌てて手に取ったシャツに腕を通そうとしているが、すかさずレオポルドがそれを取り上げた。

「それは俺のシャツだ」

「あ、あら、やだ」

　服の山からなんとか着られる服を漁ったが、それよりもレオポルドがノアを抱きしめる方が早かった。

「なななな、なんでここが!?」

「俺の推理聞く？」

「え、ええ」

　レオポルドがノアを背中から抱きしめながら、耳元で話し始める。

「まずは君の実験室へ行ったら、強壮剤のページが開かれたまま黄金虫と蜥蜴の干物があって、割れた土鍋が転がっていた。フラスコにはすでに培養液を仕込んでしまったので、それを煮込む余った土鍋がないかと地下室へ行った」

「な、なんで最初は地下室だってわかるの!?」

「地下室の扉が少し開いてた。君はドアをきちんと閉めない癖があるからな」

「じ、実家でずっと猫飼ってたから」

「ところが、そこで目当ての土鍋が見つからなくて、こっそりキッチンに忍び込んで借りようとしたんだ。でもすぐにダンに見つかって断固として断られた」

「そーなの。洗えば大丈夫だって言ってるのに、どうしてもダメだって……」

「あははは、ダンは君に届かないように鍋を棚の高いところにしまってたぞ」

「え、そこまでしなくても……」

　ノアが不満そうに唇を尖らせた。

「仕方なく実験室に戻ろうとして、その前に書斎に寄って何気なく時計を見たんだ」

「ドア開いてた？」

「うん。しかも、デスクの上に置き時計が転がってるのが見えた」

「慌てたのよ」

「うん。君は俺が帰ってくる時間が迫ってることに気づいて、慌ててバスルームに飛び込んでシャワーを浴びると、着替えるために今ここにいるわけだ」

「で、でも、まに、あ、わなか……た」

　その時にはレオポルドの手はすでにノアのブラジャーを外しており、手から少し零れるノアの乳房をやわやわと揉み、ピンと尖った乳首の感触を指で楽しんでいた。

「もう少し早く帰っていれば、一緒に風呂に入れた」

「……ん、レオ、あぅ」

　左手で執拗に胸を揉みながら、レオポルドの右手はノアの顎を持ち上げ、ぽってりとした唇を味わっていた。舌を絡め、頬擦りしながら思う存分ノアの匂いを胸に吸い込む。

「レ、レオ、ベッドルームに……」

「いい。我慢できない」

　そう言って、レオポルドはノアの腰を抱えて目の前の椅子に座らせた。

　足を大きく開かせて、レオポルドはその前に跪き、もう一度キスすると唇をずらせながら豊かな胸に顔を埋めた。

　ノアの細い手がレオポルドの肩に置かれる。

　レオポルドの手は胸を揉み、細い腰を抱き、背中を撫でながらガーターベルトで吊られたストッキングを脱がせたりと忙しない。それと同時に、唇と舌はノアの敏感なところを確実に這い回る。

「ああ、あっ、あん……」

　最後の下着がいつ脱がされたのかノアにはわからない。その時にはレオポルドの舌が、ノアの最も敏感な蕾に押し付けられていた。

「ひゃっ……」

　その鋭い快感の電流に思わず足を閉じようとしたら、レオポルドの手がノアの足を大きく押し上げ、さらに舌はノアを深く弄る。

「きゃっ」

　靴を履くために置かれた小さな木の椅子は、快感に悶えるノアのその大胆な姿勢を受け止めきれなかった。

　ずるりと滑り落ちたノアは、レオポルドのたくましい腕に支えられてことなきを得た──と思ったのも束の間、レオポルドはノアの両腿を抱え上げて膝をさらに押し曲げた。床の上で自分の顔の横に両膝がくるという淫らな格好のノアは、自分の秘密が完全にレオポルドの顔の前に晒されているのに、なす術もない。

「や、やだ、レオ！」

　必死に手で隠そうとしてあっさりとどかされる。

「ああ、ノア、君はたまらない……」

　なぜレオポルドが、こんなに恥ずかしい恰好の自分を見て興奮できるのかさっぱりわからない。あまつさえ、曝け出されたそこに顔を埋め、夢中で舌を使うなんて信じられない。

　そして、そんなことをされているのに、意識が飛ぶほど感じて悲鳴を上げている自分はもっと信じられないし、恥ずかしい。

「ノア、俺、頭おかしくなりそう」

　レオポルドの両手はノアの秘密を包み込むように掴み、親指は合わさった花弁をいやらしく揉みながら開き、その真ん中で蠢く蜜壺は舌で蹂躙されている。

「あ、あ、ぁあ、やあ、レオッ──」

　何が何だかわからないうちに、今度はくるりと背中向きにひっくり返された。

　レオポルドの大きな手がノアの腰を掴んで引き寄せる。

　反射的に、目の前の椅子に手を乗せた。

　くちくちと淫らな音を立てて、ノアの蜜口に擦り付けられているのは、レオポルドのガチガチに勃起した肉茎だ。

　ずんっ──

　本当にそういう音がしたと思う。

　身体の真ん中までレオポルドで一杯になった。

「ああっ──っ」

「ああ、熱い──」

　レオポルドの抑えた喘ぎがさらにノアを興奮させた。

　レオポルドに激しく揺すぶられるたびに、接合したところでずっちゅずっちゅと淫らな音がする。

「レオ、あっ、あぁ、おね、がい、頭がおかしくっな、るっ……」

「ああ、ノア、いい」

　ひぃひぃと息を吐きながら、ノアの快感はまだ競り上がってくる。

　と、不意にレオに膝の上に背中向きのまま抱え上げられた。まだ深く挿入されたままだ。

　ぐりっとノアの中で肉をこじるレオポルドの硬い肉茎が快感の刺激をくれる。

「ひぅっ」

　レオポルドの両手が膝の上にいるノアの足を再び大きく開いた。

　繋がったままそうされるたびに、快感が全身を走る。

「あ、あ、あ……」

「ノア」

「ん？」

「ここ、まだいけるだろ？」

「え……？」

　レオポルドの指がノアのコリっと硬くなった敏感な蕾を摘んで擦り始めた。

「うあ、あ、やああ、レオ！」

　両腕を背中に回してレオポルドの首にしがみついた。

　中をこじられる快感とはまた違う快感がノアの脳天を叩く。

　レオポルドの指は容赦ない。

「は、は、中、締まる……」

　レオポルドが耳元で喘ぐ。そして指でノアの蕾を擦りながら、さらに腰を揺すった。

　ノアが掠れた悲鳴を上げた。

「あ、あ、しんじゃ、う」

　気づくと滂沱の涙を流しながら、悲鳴にならない悲鳴を上げていた。ノアが最初の絶頂を迎えたのを見届けると、今度はレオポルドが追いかけるように激しさを増した。

　なすすべもなく、中で競り上がる二度目の快感の波に全身を持っていかれる。ノアはもう何もできない。身体の奥で快感の果実が大きく弾け、ノアを狂わせる。

　真っ白にハレーションを起こしたオーガズムの世界に放り出され、身体のどこか奥の方で、レオポルドがビクビクと弾ける音を聴いた。

　ぐったりと床に寝ているノアに、レオポルドが気まずく「大丈夫か？」と聞いてくる。

　あたりに散らばった服をなんとなくかき集めて胸に抱えながら、ノアが「ひどいわ」と文句を言う。

「すまん、一週間も会えなかったから……」

「……じゃあ、食事の時間を一時間遅らせて、今度はベッドでもう一回してくれたら許す」

「え？」

　誰もが姿勢を正す強面軍人が少年のような笑顔で「もうそうした」と言うのを聞いて、この人の前ならいくらでも理性を飛ばしてもいいんだなと思った。

　たぶんそれは、幸せだと言うことだ。

















＜了＞










理性が吹っ飛ぶほどの強烈な性衝動に苦しんでます！


クールなイケメン捜査官は呪われた女医に愛を誓う
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